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本レポートの発行目的（ESG DATABOOKの位置付け） 

三菱重工グループは、社是やグループステートメントに基づき、現在そして将来の社会の課題やニーズに多様な技術とサービスで応えることによ
り、世界とともに発展し続けることを目指しています。その理念を皆さまにご理解いただくため、経営戦略や業績などの財務要因と、当社グループ
と環境や社会との関係性などの非財務要因を一体的に伝える「MHI REPORT（三菱重工グループ統合レポート）」を発行しています。 
本「ESG DATABOOK」は、その「MHI REPORT」を補完するための資料として、ESG（環境・社会・ガバナンス）情報を集約し、特に当社グループ
のESGへの取り組みに関心の高いステークホルダーの皆さまに向けて、詳細なパフォーマンスデータとともに紹介しています。 

情報開示の体系 

「MHI REPORT」には当社をご理解いただくために重要な財務および非財務情報を集約して掲載しています。 
「ESG DATABOOK」およびウェブサイト「CSR」には、より詳細な非財務情報を掲載しています。 

MHI REPORT： 
https://www.mhi.com/jp/finance/library/annual/ 
有価証券報告書： 
https://www.mhi.com/jp/finance/library/financial/ 
CSR： 
https://www.mhi.com/jp/csr/ 

報告の対象 

対象組織： 原則として三菱重工業（株）および連結子会社を対象としています。 
一部、三菱重工業（株）単体もしくは特定の範囲を対象としているものがあり、その場合は個別に対象範囲を明示しています。 

対象期間： 2019年 4月 1日～2020年 3月 31日（ 一部対象期間以降の活動内容も含む） 
報告サイクル： 年次報告として毎年発行（前回：2020年 3月） 
発行： 2020年 11月（改訂版： 2021年 6月） 

第三者保証 

データの信頼性を高めるため、独立した第三者より保証を受けています。（詳細は p.82-88をご覧ください） 
（注）環境および社会データの第三者保証の対象項目については、該当箇所に✓マークを付しています。 

・ マテリアリティ開示情報に関する保証声明書  ・ 環境データ保証声明書  ・ 社会データ保証声明書
https://www.mhi.com/jp/csr/management/report.html 

参照する基準・ガイドライン 

・ 国際統合報告評議会（IIRC） 「国際統合報告フレームワーク」
・ グローバル・レポーティング・イニシアティブ（GRI） 「サステナビリティ・レポーティング・スタンダード」

GRIガイドライン対照表 https://www.mhi.com/jp/csr/management/report_gri.html
・ 環境省 「環境報告ガイドライン（2018年版）」
・ 経済産業省 「価値創造ガイダンス」
・ 国際標準化機構 社会的責任規格「ISO26000」

将来の見通しに関する注意 

本レポートのうち、業績見通しなどに記載されている将来の数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断したもので、リスクや不確実性を
含んでおり、また、当社としてその実現を約束する趣旨のものではありません。従いまして、これらの業績見通しのみに依拠して投資判断を
下すことはお控えくださいますようお願いいたします。 
実際の業績はさまざまな重要な要素により、これら業績見通しとは大きく異なる結果となり得ることをご承知おきください。実際の業績に影響を与
える重要な要素には、当社グループの事業領域を取り巻く経済情勢、対米ドルをはじめとする円の為替レート、日本の株式相場などが含まれます。 
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CSRに関する্ଉ

三ഹ୩に基づき定された社ชのಖઋにಋり、社業をৢじて社会の進నに貢献するものづくり企業として、社会・ਓ業インフ
ラを支えるଲષ・ૼを世界にし、地ૉૠெのୖੰ決に貢献しています。また、多様なステークルダーに配慮したহ
業活動をன開し、得られた利இをすべてのステークルダーのさまに最ిに൬੪するとともに、ཬ௭したଲષ・ૼの
をৢじて、人と地ૉのનかなਟ、「持続可能な社会」を実現することを CSR（企業の社会的ிભ）の基本としています。
2007年に、三菱重工グループ社員の共ৢのੱ構えとなる「CSR行動指ଉ」を定しました。この指ଉは、「社業をৢじて社会
の進నに貢献する」と CSRの理がίॎれている当社社ชを、社員がつबに CSRを୍に行動する上で、体的にイメージ
しやすいにしたものです。
2015 年には、グローバル৲と多様性の推進に対応すべく、「三菱重工グループ グローバル行動基準」を定しました。この
行動基準は、多様な経ഄ、国ආ、ધ৲を持つ当社グループの社員がどのように行動すべきかというグループ共ৢのૠ範をૠ定
しています。
また、世界人権്等の国際ૠ範にඑ同し人権の๑重を推進しており、さらに 2011 年に国連が「ビジネスと人権に関する指
ਉಋ」を採උするなど、国際社会における人権重ଳのれがਘまっていることに対応し、2014 年に「三菱重工グループ人
権基本্ଉ」を策定しました。
年、SDGs（国連「持続可能な開発目標」）採උや ESG（環境・社会・ガバナンス）投資のఁ大、EUタク९ঀー等、国際
的なૠ範やガイドラインにおいてもサステナビリティの重要性が高まり、当社グループに୶をぼすメガトレンドも変৲し
てきていることから、2015年に策定したマテリアリティを 2020年にৄઉし、新たに 5つのマテリアリティを્定しました。

CSRষ動指ଉ
ॎたしたちは、この地ૉにたしかなਟを実現するために、

ૉधの

あऴれる地ૉを環境ૼと環境ਔでஹります。

社ভधの

積ா的な社会参画と、ย実な行動により、社会とのਦ関બをണきます。

次世代षのཱऐଶ

ตを実現するૼで、次世代を૿う人の育成に貢献します。

（その্ଉ）

三菱重工グループ グローバル行動基準     https://www.mhi.com/jp/company/aboutmhi/policy/conduct.html

三菱重工グループ人権基本্ଉ https://www.mhi.com/jp/csr/social/huamnrights.html

人情報৳૧্ଉ https://www.mhi.com/jp/privacy.html

全ୋ生基本্ଉ https://www.mhi.com/jp/csr/social/health.html

資材調達基本্ଉ https://www.mhi.com/jp/company/procurement/policy/index.html

サプライチェーン CSR 推進ガイドライン ଥに関する基本্ଉ https://www.mhi.com/jp/company/procurement/csr/index.html

社会貢献活動্ଉ https://www.mhi.com/jp/csr/social/contribution.html



CSRに関する৬

CSRに関する経営レঋルのਔઓ決定機関として「CSR員会」をਝ઼しています。CSR員会は CSO（Chief Strategy Officer、
CSR૿当૽員）を員শとし、GC（General Counsel、取ഁ૽）、CFO（Chief Financial Officer、取ഁ૽）、CTO（Chief Technology 

Officer）、HR （Human Resources）૿当૽員、グループਅ略推進শを員として 6で構成されています。ਉಋとして年
2回開ಈし、ESG・サステナビリティ推進体のન立に向けて、CSRに関する各種্ଉや重要হ項の決定、進⎃報ઔなどを行
い、ESGに関する重要হ項はള数の取ഁ૽が出ఆする経営会৮で審৮・報ઔすることとしています。
また、コンプライアンス員会や環境員会など、CSRに関連する重要なহ項を審৮するための各種員会（ି）を以ৣのৢり
ਝ઼しています。

ٹ ૰査等員会 メンバー؟ ૰査等員である取ഁ૽（5）
開ಈ回数؟ 16回ط年（2019 年২）

ٹ ૽員指・報ີ໔ਖ会৮ メンバー؟ 社外取ഁ૽（6）ٔ取ഁ૽社শ
開ಈ回数8 ؟回ط年（2019年২）

ٹ 社外取ഁ૽による会合 メンバー؟ 社外取ഁ૽(6)ٔ(要に応じて)社内出ମ
開ಈ回数1 ؟回ط年（2019年২）

ٹ CSR員会 メンバー؟ CSO（CSR ૿当૽員）を員শとし、GC、CFO（取ഁ૽）、CTO、
HR૿当૽員、グループਅ略推進শを員として構成

開ಈ回数1 ؟回ط年（2019年২）

ٹ コンプライアンス員会 メンバー؟ GC（ଞ務行૽員）を員শとし、24で構成
開ಈ回数2 ؟回ط年（2019年২）

ٹ 人権ཟ発推進員会 メンバー؟ HR૿当૽員（行૽員）を員শとし、25で構成
開ಈ回数؟ 要に応じ、২開ಈ

ٹ 三菱重工グループ環境員会 メンバー؟ CTO（ଞ務行૽員）を員শとし、13で構成
開ಈ回数1 ؟回ط年（2019年২）

ٹ ୟ出関連法ૠᏍஹ員会 メンバー؟ GC（ଞ務行૽員）を員শとし、13で構成
開ಈ回数؟ 2回ط年（2019年২）

（ି）実施回数は報ઔの対（年২）内数க。員会メンバーは発行時ਡとする

বষ動ૠषのి়

グローバル・ढ़ンパニーとして、つबに国際的な行動ૠ範にಋったহ業活動を行っています。当社は 2004年に「国連グロー
バル・コンパクト」に参加し、人権、労働、環境、ྂଆૃの 4 ীにおける 10 ਉಋの・実ᄷにめていくことをコ
ットしています。また、2010年に策定された、組௶の社会的ிભに関する国際的なガイドラインである ISO26000を重ଳし、
CSR活動の推進に活用しています。情報開示に関しては、非財務報ઔの国際基準である GRI（グローバル・レএーティング・
イニシアチブ）の「サステナビリティ・レএーティング・スタンダード」をはじめとした、国内外の報ઔ基準にปった情報開
示にめています。

আック॔ッউ

ব৴ॢটーバル・॥ンパクトषのਸ
当社は、2004 年に本活動に౧し、10 ਉಋを実ᄷするとともに、2015 年には当社グループ社員がᏍஹすべき行動ૠ範を示
した「三菱重工グループ グローバル行動基準」を定しました。これからも引き続き、グローバル企業にৼ応しい高い倫理
௴とย実さを持って、হ業活動をಲ続していきます。



ব৴ॢটーバル・॥ンパクトの10ਉಋ
যਥ ਉಋ 1 人権ཕ૧の支持と๑重

ਉಋ 2 人権૩への非加૿
ௌ௮ ਉಋ 3 社のঽと団体交௱権のഅ認

ਉಋ 4 ਘ労働の排
ਉಋ 5 ుญ労働の実効的なఀૃ
ਉಋ 6 ౻用と職業の୷別ඏఀ

୭ ਉಋ 7 環境ਖのଆ的アプローチ
ਉಋ 8 環境に対するிભのイニシアティブ
ਉಋ 9 環境にやさしいૼの開発と

ྂଆૃ ਉಋ 10 ਘ要や๔ઽ༱をஅिあらॅるଙのྂଆૃの取り組み

ISO26000 7णのরறधਕഇੵॢルーউのऩ取ॉ組ा

؟1 組௶ଁਥ
組௶ଁ
リスクマネジメントٹ  コーএレート・ガバナンスٹ

؟2 যਥ
デগーデリジェンスط人権に関する機的状況ط加૿の回ೂطౙ情ੰ決ط୷別および社会的ൠط市ড়的および政治的権利ط経
済的、社会的およびધ৲的権利ط労働における基本的ਉಋおよび権利
サプライチェーン・マネジメントٹ  人権ٹ

؟3 ௌ௮ຯষ
౻用および౻用関બط労働੯および社会的৳૧ط社会対ਵط労働における全ୋ生ط職場における人材育成およびธಫ
人材のન৳と定着ٹ  人材開発ٹ  労働全ୋ生ٹ  労働ຯ行ٹ

؟4 ୭
ළഉのଆط持続可能な資౺の利用ط気候変動のਮおよび気候変動へのి応ط環境৳૧、生多様性、およびঽே生අ地の回୮
ළഉ・ఀಣٹ  生多様性ٹ  水リスクٹ  気候変動ٹ  環境マネジメントٹ

؟5 ਁਫऩহຯষ
ළ職ଆૃطிભある政治的関ଖਁطਫな଼ଥطバリগーチェーンにおける社会的ிભの推進ط財ਓ権の๑重
コンプライアンスٹ

؟6 ાୖ（उऔऽषのிભ）
ਁਫなマーॣティング、হ実に໌したုりのない情報、およびਁਫなీ約ຯ行طાの全ୋ生の৳૧ط持続可能なાط
ાに対するサービス、支援、ならびにౙ情およびଥのੰ決طાデータ৳૧およびプライバシーط要ਂ可ಳなサービス
へのアク७スطઇ育およびਔ向上
ढ़スタマー・リレーションシップ・マネジメントٹ  ଲષிભٹ

؟7 ॥গॽティषのउेल॥গॽティのன
コগニティへの参画طઇ育およびધ৲ط౻用出およびૼ能開発ૼطの開発およびૼへのアク७ス୕طおよび所得の
出ط೨ط社会的投資
社会貢献活動ٹ

（ି）রற主・ୖは（財）日本ૠતੈ会「ISO26000 を理ੰする（2010 年 11 月）」を参考にしています。



ਕഇੵॢルーউのステークルダー

社会の進నに貢献するnものづくり|をহ業の基本にྚえ（「社ช」）、社会基ೕのତやおさま先での環境にఞଖす
るଲષの生ਓにめています。そして、こうしたଲષのによって得た利இをহ業活動に関ॎるすべてのステークルダー
のさまに最ిに൬੪するとともに、ঽ社の生ਓ活動における環境をா৵৲することを CSR（企業の社会的ிભ）活動
の基本としています。

ステークルダーधの対ਵ

三菱重工グループは、൹、サプライヤー、ビジネスパートナー、グループ社員、地域コগニティなど、হ業活動に関ॎるさまざま
なステークルダーのଢを経営に活かす取り組みを重ଳしています。日رの活動のরでステークルダーのଢを࿆うことのに、CSR

や社会ୖに関する௧的ੴৄをથするથやNGOとのダイアログにより、社会的なଳਡを取り入れるようにめています。
2020年 6月には、ଞ務行૽員 CSOැ成শ推進শの加ઠが東京理ఐ大৾大৾ 経営৾ଢ଼ఐ ૼ経営௧వ ઇ౸のె
と対し、三菱重工グループが社会のୖੰ決に貢献するために進िべき্向についてਔৄ交ఌを行いました。また同
年 9 月には、新たなマテリアリティの્定にあたり、CSR 員会のメンバーが各ীのથの্رから્定プロ७スの༜
当性についてごਔৄをቯいました。



ٹ ステークルダーधの対ਵৰౚ

ॱイトル 日હ লఆ（ି） ਏ

ESG重要ୖの
્定プロ७スについて

2020年 9月 4日 立ઇ大৾ 21世社会デ२インଢ଼ఐ ્ભઇ౸ 
ఖઠ ઌ理子

્定非営利活動法人サステナビリティ日本フォーラム 代表理হ
ઢ ส

東京大৾大৾工৾௺ଢ଼ఐ ౢ৾শ・経営企画শ ઇ౸
（ૼ経営ਅ略৾௧వ）
௳ি 一

社会ୖのうち優先して対応
すべき重要ୖの્定プロ७ス
について、各ীの国内થ
とダイアログを実施。

社会ୖੰ決に
貢献するために
進िべき্向について

2020年 6月ڭ日 東京理ఐ大৾大৾ 経営৾ଢ଼ఐ ૼ経営௧వ ઇ౸
ె 

SDGs 達成への貢献等、社会の
発னを支えるための価கをどの
ように世界にしていくか、
થとダイアログを実施。

「ビジネスと人権」への
対応について

2016年 9月 14日 OECDிભある企業行動に関する業部会 ৮শ
Roel Nieuwenkamp

ASEAN CSRネットডーク CEO
Thomas Thomas

サプライチェーンにおける人
権リスクへの対応等について、
人権をはじめ環境やガバナン
ス等にいੴৄをથするથ
とダイアログを実施。

ESG 重要ୖの০の
取り組みについて

2015年 9月 15日 人権ビジネスଢ଼所 米国取ഁ૽ැ代表行૽会শ
ৼ 素子

International Corporate Accountability Roundtableディレクター
Amol Mehra

ドイॶ人権ଢ଼所 ビジネスと人権に関する法律൹ਖ
Christopher Schuller

デンマーク人権ଢ଼所 ディパートメント・ディレクター 
Allan Lerberg Jørgensen

重要ୖの内ઍや০の取り組
みについて、「ビジネスと人権」
のグローバルな৮成のরੱ
にいるਲ外થとダイアログ
を実施。

ESG重要ୖの
્定プロ७スについて

2014年 9月 3日 人権ビジネスଢ଼所
John Morrison

デンマーク人権ଢ଼所
Catherine Poulsen・Hansen

International Corporate Accountability Round Table
Amol Mehra

社会的ୖのうち優先して対
応すべき重要ୖの્定プロ
७スについて、ਲ外થと
ダイアログを実施。

ଲୗ業において重要な
人権ୖについて

2013年 3月 13日 東京経済大৾
র ย

経済人コーཬ会৮日本員会
લি བ

人権ୖのཔ・્定のため、
「ニッএンCSRコン९ーシアム」
メンバーのরยとલিབ
とダイアログを実施。

「三菱重工 環境ビジョン
2030」を౷まえた
目指すべき環境・
エネルॠーૼのあり্

2012年 2月 27日
3月 8日
3月27日

株式会社大ਮ総ଢ଼ 環境・CSR調査部শ
ఖઠ ઌ理子

শ大৾ 広報ਅ略本部শ・ઇ౸
ஏ ๕੬

環境とCSRと「ಂ」のビジネス情報「ड़ルタナ」ౣૐশ
 ၭ

「三菱重工環境ビジョン 2030」
に対するથとダイアログ
を実施。

「理ఐઇ育支援活動」に
ୄすること

2011年 2月 17日 広ਣ市立વ௴ఠ৵৾ૅ ઇ୍
வ ཬื先生

NPO法人子ども・ഌຬ・ਟの会 理হ
೫ઢ ෞ、 িઠ ඥ一

新たな理ఐઇ育支援計画の策
定にખするため、৾ ૅおよび
N P Oのさまとダイアログを
実施。

（ି）૽職、๛છきは当時のもの



ステークルダーधのੈ௮

হ業ುਡを઼く各地域のニーズやୖに応える活動をன開するとともに、グローバルな社会的ୖにも貢献していくため、
2012年২から社内২「地域・社会連資金২（೮؟社会貢献基金২）」を運営しています。この২は、社員がランティア活
動に参加した時を金額ఌ算し、その額に応じた算をਝ定。活動資金や社員ランティアୣാをৢじて、NPO などと
ৼ൩にੈ力関બを構ണし、ともに社会的ୖੰ決の貢献を目指すものです。

2019ফ২の৴༮ ٹ

活動ୠ ৴੮৬ 活動ী
শ NPO法人 Fineネットডークながさき 社会ૣක
শ ൡの環境をஹる会 環境
ઠ MOAைৣ関ుญષன実行員会 ધ৲・഼
ઠ ઠීੈਣ支 環境
ઠ ৣ関市ଆ಼連൪会 ଆ಼
ઠ CAPৣ関 社会ૣක
ཱྀவ 東市ૹ工会 東フォレストᇨ௫部プロジェクト 環境
ཱྀவ চシでびॎູをஹるネットডーク 環境
ઋఱਆ NPO法人ৼெਉ市ラグビーフットールੈ会 ೨・スএーॶ
ઋఱਆ ଶ本ૹඌੈ同組合 地域貢献
ઋఱਆ ৼெਉ市内৵৾ૅ ೨・スএーॶ
ઋఱਆ ৼெਉ市立ஒ年ৼ७ンター、ৼெਉ市まち・ みどりਁ社 ૯ਁୱグループ運営共同企業体 ೨・スএーॶ
ઋఱਆ ట達市ラグビーフットールੈ会 ೨・スএーॶ



ਕഇੵॢルーউのマテリ॔リティ

三菱重工グループでは、社会ୖのੰ決をৢじて企業価கを向上さचরশ的に成শしていくために、当社グループが取り組
んでいくべき重要ୖ（マテリアリティ）の્定を行いました。

年、SDGs（国連「持続可能な開発目標」）採උやESG（環境・社会・ガバナンス）投資のఁ大、EUタク९ঀー等、国際的なૠ範
やガイドラインにおいてもサステナビリティの重要性が高まり、当社グループに୶をぼす可能性のあるメガトレンドも変৲してきて
いることから、2015年に策定したマテリアリティを2020年にৄઉし、以ৣのৢり、新たにڱつのマテリアリティを્定したものです。

০回્定したマテリアリティは、র経営計画（2020年 10月発表の 2021হ業計画）にખするとともにマテリアリティご
とに目標をਝ定し、当社グループの非財務経営指標として定的に進⎃をモニタリングします。

マテリ॔リティ 社ভୖ SDGs

হ

を
ৢ
ग
ञ

൴(

হ

௺) 

ຍಞ社ভにऐञ
エॿルॠーୖのੰৠ

気候変動のਮٴ
GHG排出量のచٴ
エネルॠー・ਗ਼力の定ஔٴ
エネルॠー効率のఒٴ
ગ生可能エネルॠーのٴ
3R・サーय़গラーエコঀーの推進ٴ

AI・デジॱル৲にेる
社ভの変

AI・デジタル社会の進னٴ
労働力に対応する生ਓ性向上ٴ
ਝഠᄺ৲への対応ٴ
交ৢの全性・利性の向上ٴ
৲モビリティの炭素ٴ
৲動ニーズの多様ٴ
ੜ加する量への対応ٴ

৸・ੱऩ社ভのଡണ

ଆୋによる全৳ٴ
気候変動のి応ٴ
৲インフラの機能・ິ୲性のਘٴ
৲インフラの合理৲・効率ٴ
ਓ業システム・IoTへのサイバーవொの༛ૃٴ
パンデックのଆૃとిજな対૪ٴ

হ

を
支
इ
る
੦
ೕ(

॥
␗
এ
レ
␗
ト
௺) 

ダイバーシティ推進ध
エン।ージওントの

৳人材の育成・નٴ
人権の๑重ٴ
ダイバーシティの推進ٴ
労働生ਓ性の向上ٴ
労働における全ୋ生ٴ
೨経営の推進ٴ

॥ーএレートफ़バナンスの
ৈ২৲

組௶統治ٴ
法ഥҩ国際ૠ範のᏍஹٴ
ਫな଼ଥ・হ業ຯ行ਁٴ
全社リスクのཔ・管理ٴ
જな情報開示ిٴ



マテリ॔リティの્定উটセス

マテリアリティのગ્定にあたっては、まङは当社グループのহ業をྕし、SDGsやGR I（グローバル・レএーティング・イニシアチブ）
スタンダード、ISO26000、SASBスタンダード、EUタク९ঀー等の国際的な組みをତ理した社会ୖリストとቝづけを行いました。
その上で、社会に対する୶২とঽ社における重要২のଳਡの൨্を考慮し、マッআングを行いました。さらに CSR 員会を
রੱにਫ਼ୈを重ब、外部થとのਔৄ交ఌ会でຘいたごਔৄをખし、経営会৮・取ഁ૽会でのഅ認を経て策定しています。
০は、き出されたڱつのマテリアリティごとに全社目標ط進⎃モニタリング指標（KPI）をਝ定し、着実に活動をಲ続す
ることで、サステナビリティ経営を推進していきます。

当社のহ業・取組をྕし、SDGsやGRIスタンダード、ISO26000、SASBスタンダード、
EU タク९ঀー等の国際的な組みをତ理した社会ୖリストとのቝづけを行い、
当社グループと関બのある 37の社会ୖテーマを્定

⋇社会ୖの重要২をڮກで評価、マッআングを実施
（ອກ: 社会に対する୶২、૯ກ: ঽ社における重要২ৣ「マテリアリティ્定の考え্」参照）

⋈マテリアリティマップをもとに、9項目のマテリアリティをෘ定

⋇マテリアリティਫ਼ୈ会৮（CSR員会メンバー）で৮を行い、
6項目のマテリアリティにりみを実施

⋈外部થ 3とのਔৄ交ఌ会を実施

CSR員会にてさらに 5項目のマテリアリティにりみ、2020年 9月の経営会৮・
取ഁ૽会を経てਫ式決定

マテリアリティの全社目標ط進⎃モニタリング指標をਫ਼ୈし、ਝ定
。2020年২に્定したマテリアリティの全社目標は、当社WEBサイトにਁ表していますپ
（参照）三菱重工ウェブサイト    https://www.mhi.com/jp/notice/notice_csr_27.html

ٹ マテリ॔リティ્定のઅइ্

Step1 
社ভୖのତ৶  

Step2 
マテリ॔リティマッউの成

Step3 
༜ਊ性のਫ਼

Step4 
マテリ॔リティ્定

Step5 

৸社৯ఏط
進⎃ঔॽॱリンॢ指ఏਝ定



マテリ॔リティの્定にणःथથधのਔৄઐఌভを৫ಈ

2020 年 9 月 4 日に、3 のથの্とマテリアリティ્定に関するਔৄ交ఌ会を開ಈし、それझれの௧ীのੴৄに基
づく重なごਔৄをຘきました。

ٹ થউটフィールधओਔৄ
થউটフィール ਔৄਏ

立ઇ大৾
21世社会デ२インଢ଼ఐ
્ભઇ౸
ఖઠ ᯼৶ 

。世ੀऋຍಞにᑭをજढथःるরؚ炭素より炭素をઊち出す্が時代に໌しているٴ
応は三菱重工業にୄするীのి؛気候変動についてిૢのઅइ্ुંखथमनअかٴ
一つである。಼૩ध気候変動मセットदँるध認खथৄઉすधؚৡਘःওッセージにな
るのではないか。

્定非営利活動法人
サステナビリティ
日本フォーラム
代表理হ
ઢ ส 

2015ٴ 年に発表した回のマテリアリティとૻべ、会社の発னਅ略をஅि内ઍとなっており、
大きくఒしている。

。マテリアリティとরশऩனਅറधの関બ性をৄचることが重要ٴ
。社ভୖをକਡにঽ社のহをઅइるଳਡ（॔ウトサイॻイン）があるとより良いٴ
三菱重工業の半ী以上がਲ外হ業であるর、マテリ॔リティधযਥの関બुਔखथ取ॉٴ
ऽधीथःऎਏがある。

東京大৾大৾
工৾௺ଢ଼ఐ
ౢ৾শ・経営企画শ
ઇ౸（ૼ経営ਅ略৾௧వ）
௳ি  

情報ৢਦ量のੜをൣうスマート৲とエネルॠーાのੜ大のようなトレーॻड़フをؚٴ
ଭॉ௭इられるेअऩઍをઊठলचるधؚহਅറृマテリ॔リティにインパクトが
出てくるだौう。

、三菱重工業のలਟの成শも౷まえ、デジॱルधデーॱについても୦等か考慮できるとٴ
よりਟのあるਵになるのではないか。それらは、より良い社会の実現に向けて、新
たなฌ動力をଖえてくれる要素である。

ٹ ओਔৄをਭऐथ

થのさまからのごਔৄを౷まえ、当社グループの「気候変動」への対応をનにઊち出すために「炭素」「エネルॠーୖ」
をマテリアリティにખしました。加えて、「デジタル・データの活用」に関するご示ྮを౷まえ、হ業関連のマテリアリティとして、
「AI・デジタル৲」の項目を௶りिこととしました。また「人権の๑重」に関して、当社グループのグローバルでのহ業活動の広がりを
౷まえ、より重要なୖと位઼付けてマテリアリティをਝ定しました。「রশ的な発னਅ略との関બ」については、્ 定したマテリアリ
ティを認した上でরহ業計画を策定するとともに、マテリアリティの目標に関しては定的なモニタリングを行っていきます。

ٹ ਸ਼ਕ৳（AA1000AS）

2020 年に્定した「三菱重工グループのマテリアリティ」に関する開示情報について、独立したਸ਼三から、AA1000AS の৳証を取
得しました。（ถはp.82-83をご༮ください）

（参照） 三菱重工ウェブサイト CSRマネジメント    https://www.mhi.com/jp/csr/management/report.html



2015ফに策定खञਕഇੵॢルーউのਏୖ

（ି）2015 年২に策定した重要ୖのถは、「ESG DATABOOK 2019」 p8 にてਁ開しています。

1. 組௶ધ৲ঋースदのਈిऩफ़バナンスのଡണ

・হ業をৢじて持続的に社会に貢献するための組௶ન立

・ਁਫなহ業ຯ行・ిਫな労働ຯ行のᏍஹ
৯ఏ

・グローバルな性を共થする組௶ધ৲がન立されていること

KPI コンプライアンスৢ報੯数

Ҧ三菱重工グループ グローバル行動基準ҧに対するୀખ行ನや社会倫理にୀખする行ನもしくはୀખの可能性がある行ನ（๔༱・ྂ行ನを

அि）にઉ面した場合の報ઔॶールとして、グループ会社をஅめた全社員を対に「三菱重工コンプライアンスৢ報ษઠ」ならびに「三菱重

工社外ৢ報ษઠ」をਝ઼し、これらษઠへৢ報のあった全੧੯に対して、コンプライアンス員会হ務ଂがசやかに調査し、হ੧の内ઍに応

じてชਫೈ઼、ગ発ଆૃ策等の対応をిજに行っています。

ٹ ৢਾ੯数の

 2016ফ২ 2017ফ২ 2018ফ২ 2019ফ২

労働・職場環境 42੯ 49੯ 81੯ 69੯

ૠ律・マナーୀખ 28੯ 17੯ 13੯ 13੯

取引関連法ഥ 11੯ 11੯ 15੯ 12੯

ৼ・ਔৄ 3੯ 0 1੯ 2੯

その 34੯ 36੯ 32੯ 44੯

合計（内、ชਫ・ఒ੯数） 118੯（64੯） 113੯（59੯） 142੯（65੯） 140੯（66੯）

2. ॢটーバルঋースのযৱ౺の活৷

・ グローバル৲にి合できる人材のન৳・育成

・ ダイバーシティと機会均等（女性の活躍推進அि）
৯ఏ
・多様性がਭけいれられている組௶であること
（多様性を༛૩する要因が取りかれていること）

 KPI   女性管理職数

2014年 7月に「2020年までに女性管理職数（ୖশৼ当職以上）を現状の 3に引き上ऑる」目標をਝ定し、多様性を୯するダイバーシ

ティマネジメントの一環として、女性の活躍を推進したટ、2020年 4月 1日時ਡで目標を達成しています。

ٹ 女性ଵ৶数

2014年২ 2015年২ 2016年২ 2017年২ 2018年২ 2019年২ 2020年২

85 102 126 149 171 204 258

（ି）各年 4 月 1 日時ਡのୖশৼ当職以上。三菱重工業（株）および三菱日立パডーシステムズ（株）の数க

3. ওफ़トレンॻ（ॢটーバルৃ）षのి়

・グローバルニーズに応えるイঀঋーションとષସ管理

・全とੱの高২৲（情報の発ਦと්性のન৳அि）
৯ఏ
・グローバルな社会ニーズにి合したਅ略策定・হ業運営を
行っていること



社をৢगञ社ভୖੰৠ

SDGsへの取り組み

CSRマネジメント

三菱重工グループは130年以上にॎたり、社ช「社業をৢじて社会の進నに貢献する」というಖઋにಋり、社会の発னに貢献してきました。
年、SDGs（ି）に代表されるように社会ୖがളහ৲するとともに人رの価க௴が多様৲しています。
当社グループは、これからもহ業をৢじて、経済発னと環境ೄの立というୖੰ決に貢献するଲષ・९リগーションを世界に
し続けていきます。

ਕഇੵॢルーউ�¼�SDGs

（ି）Sustainable Development Goals�2030؟年までに達成すべき17の「持続可能な開発目標」。2015年9月の国連総会で採උされた。

ਕഇੵॢルーউ�¼ SDGs

ࡏݱ

ల
ൃ
ࡁ
ܦ
ͱ

Ձ
ͷ
ձ
ࣾ

ۙະདྷ

৽ੋனध୭ೄのয়धःअୖੰৠに൴

洋上௯ ຓଢ଼చೕ
地発ਗ਼プラント ਗ਼気式3ढ़ウンターバランス式フォークリフト
ガスタービン ターഐ๋機
加ಓ水型ਉ子力発ਗ਼プラント ターチャージャ
CO 2回ઽプラント、排ガスગ環式൏ਝ ロॣットઊ上ऑୟଛサービス
高効率ガス発ਗ਼システム

三菱重工グループは、ആ効ટガス排出చをはじめ、হ業活動のすべてのプロ७スにおいて環境にめるとともに、
より環境に優しいଲષ・९リগーションのをৢじて社会のୖੰ決の体的な対策づくりを進めています。

SDG13（気候変動に体的な対策を）はまさに当社グループが力を発揮できるীです。
当社グループは、ആ効ટガス排出చをはじめ、হ業活動のすべてのプロ७スにおいて環境にめるとともに、
より環境に優しい発ਗ਼プラントやગ生エネルॠー関連ਝ、CO2回ઽಎ઼などのをৢじて気候変動への体的な
対策づくりを進めています。



ԕ͍ະདྷԕ͍ະདྷ

ԕ͍ະདྷ

্ٿͷͯ͢ͷਓʑ͕
҆৺ͯ͠ΒͤΔࣾձ

͞Βʹઌʹ͋Δະདྷͷઓ

Mega Scan
機会領域の探索

Shift the Path
既存事業の転換

MHI FUTURE STREAM

■ものづくりをঋースに、社会的価கの変৲やૼ新を取り入れ、হ業୩域をఁ大
■炭素৲とਗ਼৲・ੴ能৲による機༊システムの進৲に取り組んでいく

脱炭素化
ͷૉԽۀࣄଘط ૉ৽Ϗδωε

電化　知能化

͑ಈͷஔ͖ۦؾి
σʔλΛ׆༻ͨ͠αʔϏεۀࣄ

ैདྷͱൃɾܗঢ়͕ҟͳΔੈ࣍
ਓͱػցͷڠಇ�ແਓԽɾলਓԽ

Technology Scouting
革新技術の発掘

CSRマネジメント



社会の基ೕづくりを૿うிભある企業として、すべてのステークルダーに配慮した経営を行うとともに、三菱重工グループの持続的
な成শとরশ的な企業価கの向上をるため、ಲ続的なコーএレート・ガバナンスのਘ৲にめることを基本্ଉとしています。
当社は、この基本্ଉのもと、経営の૰と行のীや社外取ഁ૽のഃへいによる経営૰機能のਘ৲に取り組िなど、経営システ
ムの新にめ、経営の全性・්性の向上および多様性と調ਮを重ଳした「日本的グローバル経営」の構ണに取り組んでいます。
コーএレート・ガバナンスとして、2015年に૰査等員会ਝ઼会社に行し、社外取ഁ૽は૰査等員 3をஅめた 5になり
ました。2016年には૽員指・報ີ໔ਖ会৮をਝ઼するとともに、取ഁ૽数を 14から 11にచしました。2020年には社外取ഁ
૽を 1ੜ員し、取ഁ૽数 12のうち半数（6）が当社の独立性基準を満たす独立社外取ഁ૽となりました。これらのにより、
ਔઓ決定のဌச৲と૰機能のਘ৲をっています。
（参照）三菱重工ウェブサイト コーএレート・ガバナンス https://www.mhi.com/jp/finance/management/governance/

2020ফ

2020ফ

パフज़ーマンスデーॱ

॥ーএレート・फ़バナンス

取ഁ૽ভのஆয়性

取ഁ૽会の独立性に関する

্ଉおよび目標

（コーএレート・ガバナン

ス・ガイドラインਸ਼ 21 ）

（参照）

・ 当社の独立性基準を満たす独立社外取ഁ૽の人数が、取ഁ૽全体の 3ীの 1以上となるようにめます。

・ 社外取ഁ૽の独立性基準を定めています。

三菱重工コーএレート・ガバナンス・ガイドライン

https://www.mhi.com/jp/finance/management/governance/pdf/corporate_governance.pdf

取ഁ૽の性

当社の૰査等員でない取ഁ૽として、当社の業務行に関する௹୕な経ୡと経営としてのଳਡをもちつつ、当社

経営のஉୌにॎる社内出ମを指するとともに、外部のステークルダーを考慮しつつ、௴的なଳਡで経営の

૰機能を૿う社外取ഁ૽をള数ഃへいする্ଉとしています。

また、取ഁ૽会は、全体としてੴ・経ୡ・能力等をバランスよくえ、多様性とిਫૠெを立さचるで構成す

るようにめています。

また、૰査の実効性をન৳する௴ਡから、૰査等員である取ഁ૽として、会社経営、法務、財務・会計等のさまざ

まなীにつき、それझれ௹୕なੴ・経ୡをથするをバランスよく選ભする্ଉとしています。

ফ

社外取ഁ૽数

2020ফ

社外取ഁૻ૨

6 

50٫



॥ーএレート・फ़バナンスのଡ成

当社は、会社法上の機関ਝ計として૰査等員会ਝ઼会社২を採用しています。加えて、取ഁ૽候ଓの指、取ഁ૽の
ੰભおよびそののୌ部૽員の選ੰભに関するহ項や、取ഁ૽（૰査等員である取ഁ૽をく）そののୌ部૽員の報ີ
等に関するহ項について、取ഁ૽会における審৮に先立ち、社外取ഁ૽のਔৄ・ஃを得て්性およびਁਫ性をより一ಽ
向上さचることを目的に、取ഁ૽会の໔ਖ機関として「૽員指・報ີ໔ਖ会৮」（2019年২から取ഁ૽会の໔ਖ会৮）を
ਝけています。૽員指・報ີ໔ਖ会৮では、取ഁ૽の報ີ等の額またはその算定্法の決定に関する্ଉ等につき審৮を
行い、取ഁ૽会で৮হ要の報ઔが行ॎれた、上੶্ଉ等を決定することとしています。
当社の取ഁ૽会は、取ഁ૽ 12（うち、૰査等員である取ഁ૽がڱ）で構成され、ڲ（うち、૰査等員であ
る取ഁ૽がگ）を社外から選ભしています。
社外取ഁ૽には、業務行部からর立の立場で当社経営にથஇなਔৄや率ઉな指తをいただくことにより、経営に
対する૰機能のਘ৲をっており、社外取ഁ૽による૰機能をより実効的なものとするため、の「社外取ഁ
૽の独立性基準」を満たす社外取ഁ૽の人数が取ഁ૽会全体のگীのڭ以上となるようめています。また、当社は
定ၪの定めおよび取ഁ૽会の決৮に従い、法ഥにより取ഁ૽会の௧決হ項として定められたহ項、হ業計画、取ഁ
૽・チーフड़フィサー・૽付行૽員の選ੰભおよび報ີ、その્に重要な別のহ業計画・投資等をき、取ഁ
૽社শに重要な業務行の決定をભしており、ဌசなਔઓ決定と機動的な業務行を可能とするとともに、取ഁ૽
会の主ཽを業務行に対する૰に઼くことを可能としています。

取ഁ૽数 位

総数

行取ഁ૽数

非行取ഁ૽数

独立取ഁ૽数

女性取ഁ૽数

外国人取ഁ૽数













12

3

9

6

2

1

取ഁ૽会৮শと CEOのැભのથ無

ැભしていない

॥ーএレート・फ़バナンスのਃચ（ਃ関・৩ভ）（ି ）

૰査に関する機関 員会など

称

メンバー

開ಈ回数

૰査等員会

૰査等員である取ഁ૽（5）

16回ط年（2019年২）

指・選ભに関する機関 員会など

称

メンバー

開ಈ回数

૽員指・報ີ໔ਖ会৮

社外取ഁ૽（6）ٔ取ഁ૽会শٔ取ഁ૽社শ

8回ط年（2019年২）

そのガバナンスに関する機関 員会など

称

メンバー

開ಈ回数

社外取ഁ૽による会合

社外取ഁ૽（6）ٔ（要に応じて）社内出ମ

1回ط年（2019年২）

（ି）実施回数は報ઔの対（年২）内数க。員会メンバーは発行時ਡとする



CSRに関する機関 員会など

称

メンバー

開ಈ回数

CSR員会

CSO（CSR૿当૽員）を員শとし、GC、CFO（取ഁ૽）、CTO、HR૿当૽員、

グループਅ略推進শを員として構成

1回ط年（2019年২）

コンプライアンスに関する機関 員会など

称

メンバー

開ಈ回数

コンプライアンス員会

GC（ଞ務行૽員）を員শとし、24で構成

2回ط年（2019年২）

人権に関する機関 員会など

称

メンバー

開ಈ回数

人権ཟ発推進員会

HR૿当૽員（行૽員）を員শとし、25で構成

要に応じ、২開ಈ

環境に関する機関 員会など

称

メンバー

開ಈ回数

三菱重工グループ環境員会

CTO（ଞ務行૽員）を員শとし、13で構成

1回ط年（2019年২）

そのガバナンスに関する機関 員会など

称

メンバー

開ಈ回数

ୟ出関連法ૠᏍஹ員会

GC（ଞ務行૽員）を員শとし、13で構成

2回ط年（2019年২）

（ି）実施回数は報ઔの対（年২）内数க。員会メンバーは発行時ਡとする

取ഁ૽ভのથ性

取ഁ૽会の出ఆ率 位

平均

最出ఆ率

٫

٫

98（2019年২）

82（2019年২）

取ഁ૽ごとの取ഁ૽会への出ఆૻ率 取ഁ૽ ૽職（2020年 3月 31日時ਡ） 取ഁ૽会出ఆ率（2020年 3月）

ె 一

 次

৵ઠ ਫ範

三ਣ ਫ

ਉ ༌

৵ 

ઢ สધ

加ઢ 

クリスティーナ・アメصジャン

Ⴚఓ 

平 ਦ行

取ഁ૽会শ

取ഁ૽社শ CEO ැ CSO 

取ഁ૽ ౢ社শ行૽員 CFO

取ഁ૽ ଞ務行૽員 GC

（社外）取ഁ૽

（社外）取ഁ૽

取ഁ૽ ଞඐ૰査等員

取ഁ૽ ଞඐ૰査等員

（社外）取ഁ૽ ૰査等員

（社外）取ഁ૽ ૰査等員

（社外）取ഁ૽ ૰査等員

100%

100%

100%

100%

100%

94%

100%

100%

100%

100%

82%



取ഁ૽のભ

平均在ભ

年

年

1 （૰査等員である取ഁ૽は 2）

3 （2020年 10月現在）

取ഁ૽のැભのに関する基準

社内取ഁ૽については 3社ங২を目૪とする

取ഁ૽会の実効性ীෲ・

評価のટ

（コーএレート・ガバナン

ス・ガイドラインਸ਼32）

当社は、従ਟからコーএレート・ガバナンスの向上に向けたさまざまな施策に取り組んでいますが、コーএレート
ガバナンス・コードの施行をీ機として、取ഁ૽会全体が実効的にその૽સをટたしているかをਫ਼証することによ
り、取ഁ૽会の実効性について一ಽの向上をるとともに、ステークルダーに対するହிભをેীにટたすこ
とを目的として、取ഁ૽会全体としての実効性に関するীෲ・評価（以ৣ、「取ഁ૽会評価」といいます）を年に一
২実施することとしています（ガイドラインਸ਼ 32）。

2019年২においては、昨年২に引き続き、主に「取ഁ૽会の構成」、「取ഁ૽会の運営」、「取ഁ૽会の૰機能」、「社
外取ഁ૽のサএート体」の 4つのਡをກに、以ৣの評価プロ७スにより取ഁ૽会評価を実施しました。

・社外取ഁ૽をஅि全取ഁ૽に対するアンॣート調査の্法によるঽഞ評価を実施

・取ഁ૽会においてアンॣート調査ટに基づき৮

・これらのঽഞ評価、৮等を౷まえて、取ഁ૽会評価のટを取ഁ૽会において決৮

以上のプロ७スによる取ഁ૽会評価のટ、2019年২の取ഁ૽会については、その実効性に関する重大なೃ等は
なく、取ഁ૽会全体としての実効性がન৳されているものと評価しています。
なお、年২（2018年২）の取ഁ૽会評価にて認したୖへの取り組み状況ならびに০回認したୖおよび০
の対応はৣ੶のৢりです。

ফ২認खञୖषの取ॉ組ा؝ڭ
(1) 当社グループの成শਅ略（機༊システムの進৲、当社 Gহ業の Shift the Path等）について、社外取ഁ૽に
ହし、経営ಷとディスढ़ッションする場をਝけました。

(2) 引き続き各ドメインによるহ業状況報ઔを実施し、রশシナリड़や્定ଲષহ業にフォーढ़スしたメリঁ
リのある内ઍを工すると共に、社外取ഁ૽と各ドメインとのーティングにより内ઍをଓし、社外取ഁ
૽の情報ઽૐ機会のఁౄを行いました。

(3) 社外取ഁ૽へのহହをಲ続すると共に、審৮のএイントをનにした資મ成・ହを行い、取ഁ૽会
の審৮のౄ実をりました。

০認खञਏऩୖध০の対ૢ؝ڮ

(1) 全社的な成শਅ略の৮
変৲のౕしい経営環境のরで、当社グループが取り組िべきরশの成শਅ略やহ業ਅ略の全体൸について、
炭素৲・ਗ਼৲・ੴ能৲による新হ業の開発や、ใோহ業の成শਅ略をরੱに、定的に৮する機会をਝ
けます。

(2) 当社を取りඕくステークルダーをਔした৮
各種ステークルダーのଢを経営ఒにᇽऑていくために、当社経営に対する資本市場のৄ্や当社の
ESG・SDGs の取り組み内ઍと社外からの評価等についてそれझれ報ઔし、০の対応の্向性を৮する
機会をਝけます。

(3) 重要なリスクと管理プロ७スに関する৮
リスク情報の開示がਘ৲されること等も౷まえ、全社的なリスク管理プロ७スとྴ出・્定された重要リス
クについて報ઔし、৮する機会をਝけます。



取ഁ૽のਾີ

取ഁ૽（૰査等員
および社外取ഁ૽を
く）の報ີ

・૰査等員でない取ഁ （૽社外取ഁ૽をく）の報ີは、基本報ີに加え、業績のખおよび株主との利இ共થという௴ਡ

から、業績連動型報ີおよび株式報ີで構成しています。

・業績連動型報ີについては、連業績を౷まえて、取ഁ૽の૽位および૿当হ業・成ટ等もྠ੧して決定しています。

・株式報ີについては、૽員報ີBIP（Board Incentive Plan)ਦのல組みを活用し、各取ഁ૽の૽位および当社の業績等に

応じて付ଖする株式交付এイントに基づいて、当社株式の交付および金බの支ஔを行っています。

・2019年ڲ月 27日開ಈのਸ਼ 94回定時株主総会で決৮された株式報ີ২定、支ஔસ合は、社শでब基本報

સを目（ઘ引利இگસおよび株式報ີڰસ、業績連動型報ີگີ 2,000達成の場合。2018年২রに付ଖ

した株式交付এイントのਁਫ価கで算出）とし、上位૽位ऺど業績連動性の高い体௺となっています。なお、金

ઽ支をஅिহ業活動の成ટを業績連動型報ີおよび株式報ີにખさचるため、業績連動型報ີおよび株式報

ີの決定において、基ຊとなる指標はઘ引利இとしており、2019 年২はઘ引利இの目標（ৄৢし）の

2,100に対し、実績は326ٺとなりました。ただし、2019年২は、業績連動型報ີの算定にあたって、

各取ഁ૽の૽位によっては、業績に応じたిਫな報ີ額とする௴ਡから、当ჾ実績について対外計上

ীの૪理の୶を外する等の一部ଓਫを行いました。

社外取ഁ૽
社外取ഁ૽には、社外の立場からরশのあり্を主体とする௴的なごਔৄやご指తをいただくことをୄし
ているため、ৼ応なಕ定報ີのみを支ஔしています。

૰査等員である
取ഁ૽ 基本報ີのみとし、その૽સ・職務の内ઍ等をྠ੧し、ଞඐおよび非ଞඐをયীの上、ৼ応なಕ定報ີとしています。

ただし、ଞඐの૰査等員については、当社の経営状況そのをྠ੧して、これを額することがあります。

報ີの内（ି） 対人数（） 位 総額 基本報ີ 業績連動型報ີ 株式報ີ

૰査等員でない取ഁ૽（社外をく）

૰査等員である取ഁ૽（社外をく）

社外૽員

5

2

7

௲ਐ

௲ਐ

௲ਐ

477

142

85

238

142

85

13

ص

ص

225

ص

ص

（ି）表の員数には、当হ業年২রに退ભした૰査等員でない取ഁ૽ 1 、および૰査等員である取ഁ૽ 2 をஅि。

変動報ີの算定基準項目

財務的社内指標

財務的社外指標

૿当するহ業の業績、成ટによる評価により決定しています。

当社連業績に基づいて決定しています。

変動報ີのうち、শの評価に連動した
報ີのસ合、内ઍ、算定基準 સ合

内ઍ

47.1٫

株式報ີ

取ഁ૽別報ີ額（ି）    ૽職 位 総額 基本報ີ 業績連動型報ີ 株式報ີ

ె 一 

 次 

取ഁ૽

取ഁ૽

௲ਐ

௲ਐ

145

151

68

74

ص

ص

76

76

（参照）થ価証券報ઔછ（2019 年২）P67   https://www.mhi.com/jp/finance/library/financial/pdf/2019/2019_04_04.pdf

（ି）連報ີ等の総額が 1 以上である取ഁ૽の報ີ



取ഁ૽社শの報ີと従業員平均ஔଖ額のૻຎ 位

取ഁ૽社শの年ઽ

従業員の平均年ઽ

年ઽのૻ率

௲ਐ

௲ਐ



151

8.5

17.7

૰査等員会の実効性

ٹ 職務等

ٹ 構成等

ٹ ૰査活動

ٹ 2019年২の取り組み成ટ

当社の૰査等員会は、取ഁ૽の職務の行、হ業報ઔ等のిਫ性、会計૰査人の૰査のৼ当性、内部統
システムの実効性等を૰ଳおよびਫ਼証し、そのટを૰査報ઔとして株主にするऺか、૰査等員でな
い取ഁ૽の選ભ等および報ີ等についてのਔৄの決定や会計૰査人の選ભ等に関する৮੧の内ઍの決定等の
職務を行います。また、各૰査等員である取ഁ૽は、૰査等員でない取ഁ૽とはય別して株主総会にお
いて選ભされており、各ر、会社とのભీ約に基づいて、ఒ管ିਔଝ務等をっています。

૰査等員会は、取ഁ૽ 5 で構成され、このうちૌ半数の 3 が社外取ഁ૽です。また、当社は૰査等員
会の活動の実効性ન৳のために、૰査等員の൩選によりଞඐの૰査等員を 2 選定しており、このうち 1
は、経理・財務部における業務経ୡのある、財務および会計に関するৼ当ங২のੴৄをથするです。
૰査等員会は、経営૰査部が実施するිၨ的・定ଞ的な૰査のટを最大に活用しています。ଞඐの૰
査等員は、経営૰査部による૰査計画の策定・進⎃状況をి時ન認し、要に応じて経営૰査部による૰
査に立会い、૰査ટについて報ઔをਭけます。この、ଞඐの૰査等員は、経営૰査部から、ਂ໋হの
発生、対応、対策の各段階で報ઔをਭけ、それझれ、ిજに対応されていることをન認します。これらのた
め、ଞඐの૰査等員と経営૰査部との情報交ఌ会を月開ಈし、経営૰査部によるଞඐ૰査等員への૰
査ટ報ઔ会をྖ時開ಈしています。
また、૰査等員と会計૰査人は、会計૰査人による૰査計画や૰査ટ等についてのਔৄを定的に交ఌ
し、ଞඐの૰査等員と会計૰査人は、月情報交ఌ会を開ಈし、૰査等員会と会計૰査人とのಸഡなコ
গニॣーションをっています。さらに、ଞඐの૰査等員は、グループ各社ଞඐ૰査૽が出ఆする情報
交ఌ会を定的に開ಈし、主要な子会社の内部統の構ണ・運用状況をન認しています。
当社では、૰査業務をサএートするため、૰査等員会をਝけて௧ભスタッフ（6）を配઼し、૰査等
員会のෟな職務ຄ行を支援しています。

૰査等員である取ഁ૽は取ഁ૽として取ഁ૽会に出ఆするऺか、ଞඐの૰査等員は、経営会৮やহ業計
画会৮等の重要会৮に出ఆして経営行状況のి時的નなཔと૰ଳにめるとともに、Ꮝ法状況のਡਫ਼・
ન認、財務報ઔにબる内部統をஅめた内部統システムのତ・運用の状況等の૰ଳ・ਫ਼証をৢじて、取
ഁ૽の職務行が法ഥ・定ၪにి合し、会社業務がిਫにຄ行されているかなどを૰査しています。
また、হ業年২をৢじた取ഁ૽の職務の行の૰ଳ・ਫ਼証により、૰査等員会は当ჾহ業年২にબる計算
関બછథが会社の財ਓおよびஇの状況をిਫに表示しているかどうかに関する会計૰査人の૰査の্法お
よびટのৼ当性について૰査ਔৄを成しています。
2019年২は、成শਅ略のਫ਼ୈ・推進状況、グローバル・グループ経営体のତ状況等に重ਡを઼いて、全
般的な況をরੱにহ計の進⎃やリスクの状況をല取しました。

౾活動のટ、૰査等員会は、2019年২に関し、হ業報ઔ等は法ഥおよび定ၪに従い会社の状況をਫしく
示していること、取ഁ૽の職務の行に関するਂਫの行ನまたは法ഥもしくは定ၪにୀખする重大なহ実は
認められないこと、内部統システムに関する取ഁ૽会の決৮の内ઍはৼ当であること、当ჾ内部統シス
テムに関するহ業報ઔの੶ൗ内ઍおよび取ഁ૽の職務の行についても財務報ઔにબる内部統をஅめて指
తすべきহ項は認められないこと、会計૰査人の૰査্法およびટはৼ当であることなどを内ઍとした૰
査報ઔછを成しました。
また、2020年 6月 26日開ಈの定時株主総会において૰査報ઔછの内ઍを株主に報ઔするとともに、૰査等
員でない取ഁ૽の選ભ等および報ີ等についてਔৄをべました。
さらに、૰査等員会は、職務のຄ行がిਫに行ॎれるための体のન৳（会社計算ૠಋਸ਼ 131各ಀにൕ
ऑるহ項）、独立性、૰査のৼ当性、হ業の多様性や国際性に対応できる૰査能力および௧性ならびに報ີ
の༜当性について会計૰査人を評価し、2020年২もથிભあङさ૰査法人を会計૰査人としてગભするこ
とを決৮しました。



૰ਪಉ৩ভのથ性

૰査等員会の出ఆ率 位

平均

最出ఆ率

٫

٫

97.5（2019年২）

80.0（2019年২）

૰査等員ごとの૰査等員会への出ఆૻ率 員 ૽職（2020年 3月 31日時ਡ） ૰査等員会出ఆ率（2020年 3月）

ઢ สધ

加ઢ 

クリスティーナ・アメصジャン

Ⴚఓ 

平 ਦ行

取ഁ૽ ଞඐの૰査等員

取ഁ૽ ଞඐの૰査等員

（社外）取ഁ૽ ૰査等員

（社外）取ഁ૽ ૰査等員

（社外）取ഁ૽ ૰査等員

100%

100%

100%

100%

80.0% 

（ି）2020年ڲ月26日開ಈのਸ਼ 95回定時株主総会の決৮により、2020年10月現在の૰査等員は、ઢสધ、大ಠข治、クリスティーナ・アメージャン、
Ⴚఓおよび平ਦ行となります。

財務౾表のਦ性、
会計૰査人の独立性ન৳
（2019年২） 1. 当社の会計૰査人である、થிભあङさ૰査法人に対する報ີは以ৣのৢりです。

⋇૰査証業務に基づく報ີの額  616௲ਐ（当社325؟௲ਐ、連子会社291؟௲ਐ）

⋈非૰査業務に基づく報ີの額（ି 1） 36௲ਐ（当社28؟௲ਐ、連子会社8؟௲ਐ）

2. ૰査ਁ認会計等と同一のネットডーク（KPMG）にരする組௶に対する報ີは以ৣのৢりです。（1をく）

⋇૰査証業務に基づく報ີの額 603௲ਐ（当社؟ჾ当なし、連子会社603؟௲ਐ）

⋈非૰査業務に基づく報ີの額（ି2） 616௲ਐ（当社361؟௲ਐ、連子会社254؟௲ਐ）

（ି 1）非૰査業務に基づく報ີは、当社におけるઝ権動৲に関する合ਔされたু続業務等の、および連子会社における新হ業推進・ਝ立時
調査等そのの業務に対する報ີです。

（ି 2）非૰査業務に基づく報ີは、当社におけるம材භେ業務効率৲プロジェクト支援、コンプライアンスଢ଼ఊ等へのஃ業務、および連子会社
におけるૡ価તにબるஃ業務そのの業務に対する報ີです。

（参照）થ価証券報ઔછ（2019 年২）P.63-64   https://www.mhi.com/jp/finance/library/financial/pdf/2019/2019_04_04.pdf

বイॽシ॔ॳঈの支

支持している国際的イニシアチブ

国連グローバル・コンパクト（UNGC）

グローバル・レএーティング・イニシアチブ（GRI）

気候関連財務情報開示タスクフォース（TCFD）



হリスクマॿジওントਘ৲

三菱重工グループは、多くのহ業ীでさまざまな新しい取り組みやරਅをするরで、持続的に成শしてきましたが、ಡचて、
大ૠெなଷも経ୡしてきました。また、年、হ業のグローバル৲と੧੯の大型৲やૼの発ன・ളහ৲などにൣい、発生
するリスクのૠெもさらに大きくなってきています。
一্、ബえなく変৲するহ業環境のরで、企業が持続的に成শしていくためには、ใோহ業におけるఒ・ਘ৲に加え、新
ী、新ૼおよび新しい൹・地域へのරਅも続ける要があります。このようなරਅにহ業上のリスクをൣうことは当ே
であり、そのೄ能力の高さが企業の業績および成শ性を大きくంకすることになります。
このようなරਅを推進し、次のఄ躍にえるために、ૌுの経ୡとખの上に、হ業リスクマネジメントをન実にຄ行できる
ல組みを構ണするとともに、トップマネジメントのਅ略判断を支える高২なインテリジェンス体やプロ७スモニタリングを
ਘ৲し、হ業ಇশへのチャレンジを実行できる「コントロールド・リスク・テイय़ング」をಂ向していきます。

হリスクマॿジওントに対するઅइ্

リスクマネジメントはガバナンスの一環であり、「২・プロ७ス」「企業ધ৲」「人材」という各要素が全部ତってੂめて機
能するものと考えています。グローバル市場においてよりટჴにリスクにරਅするのと同時に、そのリスクをどのようにマネ
ージできるかが企業価கをಲ続的にੜ大さचるためのであり、そのਔで、ৣ（হ業リスクマネジメントのマトリック
ス）のৢり、プロ७スからストラテジーまでの்広いリスクを、実務ಽから経営ಽまですべてのহ業参画ごとにෆฐ的、ි
ၨ的にཔし、コントロールしていくことが非ଞに大જであると考えています。

ٹ হリスクマॿジওントのマトリックス

（ି）SBU؟Strategic Business Unit（ਅ略的হ業評価২におけるহ業位）
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হリスクマॿジওントの৬

当社グループでは、ৣ ੶施策によりহ業リスクマネジメント体の体௺৲と経営ୌ部طহ業部طコーএレート部の૽સ
ન৲をっています。

1 
ਊ社ॢルーউのਈਜ਼ルールधखथの「হリスクマॿジওント೦ฆ」
のᏍஹ・ৰᄷ
হ業リスクマネジメント対の定ଝ等をન৲し、これをᏍஹ・実ᄷڀ

2
「হリスクマॿジওント৩ভ」の৫ಈ
トップマネジメントレঋルでの重要リスク情報のڀ
共થや対応্ଉੈ৮

হリスクマॿジওントの活動ઍ

当社グループでは、হ業リスク総ฐ部をிભ部として、経営、হ業部、コーএレート部の三が一体となってহ業リ
スクマネジメントに取り組んでいます。
体的な活動内ઍとしては、ৣ（হ業リスクマネジメントプロ७ス）のৢり、হ業リスクのଆと発生ᄄ২の・対策に
関する২やプロ७ス面のਘ৲だけでなく、当社ୌ部も交えたઇ育などをৢじて、হ業リスクマネジメント人材の育成やリス
ク対応ધ৲のᅿ成にも取り組んでいます。

ٹ হリスクマॿジওントউটセス（ି）

（ି）ISO31000を参考
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サイバーセय़গリティの取ॉ組ा

企業活動における情報（ੴ的財ਓ、ૼ情報、営業情報および人情報等をஅि）をஹっていくことは、社会に多くの重要イン
フラをする三菱重工グループのி務との認から、サイバー७य़গリティのન৳と向上を目指し、当社グループのサイバー
७य़গリティ্ଉおよびサイバー७य़গリティਅ略を策定しました。また、サイバー७य़গリティリスクを重要なリスクの一つ
と認し、CEOがサイバー७य़গリティਅ略を૰するとともに、CTOが経営会৮・取ഁ૽会に年一回以上報ઔしています。
当社グループでは、サイバーవொによるリスクの最৵৲を推進するため、CTO ઉლのサイバー७य़গリティ推進体を構ണ
し、当社グループのサイバー७य़গリティ統（基準ତ・対策実ಎ・ঽഞਡਫ਼・内部૰査）、インシデント対応、ઇ育等を実
施するとともに、グローバルレঋルのフレームডーク構ണに貢献しています。

サイバーセय़গリティଁ

当社グループでは、NIST CSF（ି）を参考にサイバー७य़গリティの基準をତし、ウイルス等の入のேଆૃのみならङ
サイバーవொに対する多ಽ的なଆ౪ೈ઼をじています。
さらに、サイバー७य़গリティの持・向上のため、ᒤൠ性൧断やะ๏情報のઽૐ/ীෲ等をৢじてฺ৲するサイバー७य़গ
リティ最新情報をཔするとともに、定的なঽഞਡਫ਼や内部૰査などにより基準へのి合状況をન認しています。
当社グループ各社がおさまにするଲષの౪システムについても、७य़গリティリスクをコントロールするフレームডーク
を構ണし、ଲષへの実ಎを推進します。このীにおける次世代९リগーションの開発にはಲ続的に重ਡを઼いています。

（ି）National Institute of Standards and Technology Cyber Security Framework

サイバーセय़গリティインシデント対ૢ

ਐ一、サイバーインシデントが発生した場合には、インシデントのীෲ調査、ਉ因、システムの୮೮、ગ発ଆૃೈ઼等を
リードする CSIRT（Computer Security Incident Response Team）をਝ઼しဌசに対応するとともに、関બૂへの報ઔやਁ表
等も実施します。重大なインシデントの場合は、取ഁ૽をஅि社内関બへ報ઔするとともに、社の機管理体で対応します。

サイバーセय़গリティઇ育

当社グループでは、૽員をஅि全社員にサイバー७य़গリティઇ育を定的に実施し、社員の७य़গリティレঋルの持・向
上をっています。

ॢটーバルレঋルのフレーডークଡണに൴

ਓ業サイバー७य़গリティଢ଼会（ି 1）、Charter of Trust（ି 2）、経団連サイバー७य़গリティ経営്に関する取り組み（ି 3）

等への参加をৢじて、グローバルレঋルのサイバー७य़গリティ対策におけるフレームডーク構ണに貢献しています。

（ି 1）ਓ業サイバー७य़গリティ政策ਫ਼ୈのための経済ਓ業主ಈの活動。当社は 2017 年 12 月より参加
（ି 2）サイバー७य़গリティਦ性構ണのためのড়企業レঋルの活動。当社は 2019 年 4 月より参加
（ି 3）経団連が 2020 年 3 月にਁ表
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三菱重工グループでは、法ഥや社会ૠ範をᏍஹし、ਁਫでย実なহ業活動を推進するために、2001 年 5 月に「コンプライア
ンス員会」をਝ઼し、年 2回、全社のコンプライアンス推進計画の立੧や進⎃状況のન認などを行っています。
્に社員一人ऱとりのコンプライアンスਔを高めるため、2003 年以ఋ、職場でକこりうるコンプライアンスহをテーマ
として職場位でਵし合うディスढ़ッション式のଢ଼ఊを年実施しています。
また、国内外に「コンプライアンスৢ報ษઠ」をਝ઼し、コンプライアンスୀખまたはୀખのതれがある行ನにઉ面した時な
どさまざまなコンプライアンス・リスクにဌசに対応するようにめています。
2015年 5月には「三菱重工グループ グローバル行動基準」を定しました。多様な経ഄ、国ආ、ધ৲を持つ数ਐ人の人رか
らなるグローバル企業である当社グループにとって、こうした多様性は大જな財ਓであり、さまざまなバックグラウンドを持
った社員一人ऱとりが一つの共ৢの企業ધ৲のもとでহ業を推進していく要があります。
この行動基準は、当社グループの社員がどのように行動すべきかというグループ共ৢのૠ範をૠ定したものであり、e-ラーニ
ングによるઇ育や৵ၻ子の配ഘなどをৢじて、世界রの当社グループ社員一人ऱとりへの්をっています。
さらに、2017 年 9 月には「コンプライアンス推進グローバルএリシー」を定し、体、૽સ、管理হ項等コンプライアン
ス推進に関してグループ各社がえるべき基本হ項・ルールをનにしました。「三菱重工グループ グローバル行動基準」と
ಡचて、当社グループ共ৢの行動ૠ範や基本হ項・ルールをન৲することにより、グループ全体の内部統ならびにコンプ
ライアンスレঋル向上に取り組んでいます。
当社の取ഁ૽会は、「内部統システム運用状況」や「GCの業務行状況（「三菱重工グループ グローバル行動基準」のᏍஹ
状況அि）」について報ઔをਭけ、当社グループにおけるコンプライアンス推進状況、コンプライアンス・リスク対応やコン
プライアンス੧੯発生状況等をન認することによって、「三菱重工グループ グローバル行動基準」のᏍஹ状況அिコンプライ
アンスに関する重要なহ項をଞにཔしています。
また、当社および国内外グループ会社において、独ಚరૃ法、๔༱ଆૃおよびୟ出関連法ૠのᏍஹに関する e-ラーニングや
ಆ会を実施しているऺか、当社および国内グループ会社のૼ能職向けに「コンプライアンスガイドブック」を成し、各職場
でのઇ育をৢじて、Ꮝ法ਔの向上につなऑています。
ਲ外地域におけるコンプライアンスのජೲがこれまで以上にめられているর、当社グループは、米ପ、ପ、アジア・パシ
フィック、র国の 4地域それझれにコンプライアンス推進を配઼し、地域や国ごとにコンプライアンス連൪会やモニタリン
グなどをৢじてਲ外グループ会社のコンプライアンス推進ਘ৲にも取り組んでいます。

（参照）三菱重工ウェブサイト 三菱重工グループ グローバル行動基準  https://www.mhi.com/jp/company/aboutmhi/policy/conduct.html

॥ンউছイ॔ンス推進৬（2020ফ 4া 1日ਠ）



॥ンউছイ॔ンス推進 e-ছーॽンॢਭয数

2019ফ২

ખ社ভિৡからのਂਊਏに対खथဧேध対ૢ

三菱重工は、グローバル行動基準のಖઋに基づき、ખ社会的િ力（ച力団、マフィア、テロリスト、๊ఇ組௶、そのಬ組௶等の
非合法な活動を行うまたは当社の企業イメージをംつける、いかなる組௶、ૐ団または人）からのਂ当要にはဧேと対応し、関
બᄭ断をම持することをජೲしています。社内体としては、本社にખ社会的િ力排にબる総ฐிભを配઼するとともに、各ು
ਡに当ჾುਡにおけるખ社会的િ力にબるುਡிભを配઼し、関બ部と連の上、ખ社会的િ力からのਂ当要に対し、組௶的
に対૪することとしています。また、ખ社会的િ力からのਂ当要行ನに対応する際のアドバイスやサএートをਭけるために、平時
から、ఉ૧、௧機関とಸഡな連関બの構ണにめています。当社グループ内でのఢੴ・ઇ育については、関બ部へのৢ
ੴやコンプライアンス推進ଢ଼ఊなどをৢじて、ਂ 当要行ನに対するੱ構えや対応にあたっての基本的な考え্などをජೲしています。
また、全ਿで施行されている「ച力団排」については、取引先などとのీ約にച力団排項を୯加するなど、ખ社会
的િ力の排を進めています。

パフज़ーマンスデーॱ

॥ンউছイ॔ンス

॥ンউছイ॔ンスの৬

最高ிભ

三ਣ ਫ （ଞ務行૽員、GC）

ிભ機関・員会

称

メンバー

開ಈ回数

コンプライアンス員会

GC（ଞ務行૽員）を員শとし、24で構成

2回ط年（2019年২）

内部ৢ報২、ৼษઠ
当社ではグループ会社をஅめた全社員を対にした「三菱重工コンプライアンスৢ報ษઠ」ならびに社外の
ఉ૧による「三菱重工社外ৢ報ษઠ」をਝ઼し、ළ職(๔ઽ༱等)、ঁラスメントをஅिコンプライアンス全
般のহ੧について、当社グループ社員のみならङ、お取引先さまなど社外関બからもਭ付けており、ৢ報
要୩は当社グループএータルなどでఢੴしています。また、ஶୁのऺか、র国ୁ、タイୁなど、主要なುਡ
のୁでのৢ報もਭ付けられるษઠをତしています。これらษઠへৢ報のあった全੯に対しては、コンプ
ライアンス員会হ務ଂがசやかに調査し、ిજに対応しています。ৢ報ษઠの運用にあたっては、2007年
に定した社内ૠಋ「コンプライアンス推進ૠಋ」で、「ৢ報のは本人のവੰなくらかにしない」「ৢ
報を理としたいかなるਂ利இな取ඞいもしてはならない」と、ৢ 報のᅮ性をஅिৢ報৳૧をૠ定し、
ৢ報ษઠのఢੴとಡचてఢੴ・ජೲしています。

॥ンউছイ॔ンス推進 e ছーॽンॢਭয数

88,133 



॥ンউছイ॔ンスの状況

コンプライアンスଢ଼ఊ実施状況 位 2015 2016 2017 2018 2019 対範囲

ਭ人数  75,303 93,353 84,300 90,300 88,133 グループ

コンプライアンスৢ報੯数 位 2015 2016 2017 2018 2019 対範囲

੯ 131 118 113 142 140 グループ

コンプライアンスਔ調査
当社では、2004 年২から「コンプライアンスਔ්২調査」を実施しています。2013 年২からは当社グ
ループの全員に対をఁ大し、e-ラーニングによるコンプライアンスઇ育とಡचて実施しています。また
2015 年২以ఋは同年に定しました「三菱重工グループ グローバル行動基準」の認ੴ২、ਔレঋル等を
ન認し、社員のさらなるコンプライアンスਔ向上や、コンプライアンスජೲに向けた施策ਫ਼ୈにᇽऑてい
ます。この調査をৢじて、「三菱重工グループ・グローバル行動基準」等のใோの施策のથ効性をન認すると
ともに、コンプライアンス取り組みの持・ජೲをっています。

コンプライアンスୀખ੯数、
内ઍ、およびೈ઼ 2019年のළ職（๔ઽ༱等）をஅिコンプライアンスৢ報੧੯のうちҨコンプライアンスୀખは 66੯、ชਫを

行った੧੯は 109੯でした。重大なୀખはなく、またこれによるຌ金・ୖඉ金の支௸もありまचん。

ළଆૃ

ළ職ଆૃに関する্ଉ
三菱重工は、いかなるළ職にᇽがる行ನもరૃする্ଉをൕऑており、2004年より、国連グローバル・コン
パクトの౧企業として、ྂ ଆૃをஅि 4ীにおける 10ਉಋの・実ᄷにめています。グローバル
なૹ取引をன開している当社は、外国ਁ務員などに対するਂਫ利இଖなどをరૃしたਂਫ଼ଥଆૃ法に加
えて、各国の๔ઽ༱法をᏍஹすることを基本্ଉに、ਁਫな取引にめています。2005年には「外国ਁ務員
๔༱ଆૃに関するガイドライン」を定し、ਂ ਫ଼ଥଆૃ法などに基づく行動基準を示していましたが、2011
年 7月のஶ国๔ઽ༱法（Bribery Act 2010）の施行や、各国でのૠਘ৲に合ॎच、2012年 2月にこのガイ
ドラインを発னさचて「๔༱等ଆૃૠಋ」および「๔༱ଆૃに関するু続要୩」などのルールを定し、ૹ
社や、代理などをକ用する場合などにおける審査要୩を定め、๔༱ଆૃに取り組んでいます。
さらに、2015 年 5 月には「三菱重工グループ グローバル行動基準」を定、当社グループのすべての૽員
および社員に対し、๔༱のరૃをජೲするとともに、2016 年 9 月には、関連法ഥと社内ルールをੰହした
「外国ਁ務員๔༱ଆૃガイダンス」を発行し、ルールやグローバル行動基準のᏍஹをっています。2017年
9 月に発行したグローバルএリシーにおいて、当社グループ各社は、๔༱ଆૃに関する取り組みについても
ిજに管理されているかモニタリングし、要に応じて対策を行うことをૠ定しています。2017年には、当
社グループの๔༱ଆૃ体の評価とఒをるため、外部௧ੇをକ用して๔༱リスクア७スメントを実施
し、その評価をもとに 2018 年২に๔༱ଆૃに関するルールをၖしました。્にළ職リスクが高い東વア
ジアでは 2019年に新たにළ職ଆૃ e-ラーニングを成し実施しました。また 2019年には、リスクの高いਲ
外現地工হにおけるਂਫリスクへの統状況ન認のため、アジア地ય等の૰査を行いました。ළ職行ನなど
重大なコンプライアンスୀખの発生状況やଆૃのための্ଉに関しては取ഁ૽会への報ઔを行うとともに、
実効性をન৳した体をତしています。

্ଉのి用範囲

（参照）

三菱重工グループ

三菱重工グループ グローバル行動基準 https://www.mhi.com/jp/company/aboutmhi/policy/conduct.html



政治との関બ
当社は「三菱重工グループ グローバル行動基準」のরで、従業員による政治献金やロビー活動に関する考え
্をൕऑ、従業員が法務部のহവੰ・হ同ਔなく当ჾ行ನを行うことをరૃしています。

ఞ付など実績（2019年২） ು出額 ਭ୩

政治ఞ付33؟௲ਐ    一般財団法人国ড়政治ੈ会

ළ職ଆૃに関する従業員ઇ育
2014年২から、๔༱・ྂଆૃにඳਡを当てたઇ育を当社および国内・ਲ外グループ会社に対してದ次推進し
ています。さらに 2015 年২からは、๔༱・ྂ行ನరૃをஅि「三菱重工グループ グローバル行動基準」を
ఢੴ・ජೲさचるためのઇ育も、当社および国内・ਲ外グループ会社全員に対してದ次推進しています。
2014年২からは、マネージャークラスをরੱに๔༱ଆૃの e-ラーニングઇ育を当社および国内・ਲ外グルー
プ会社に対してದ次推進し、ྸ計で約 20,500 がਭ。2019 年には、๔༱ଆૃに関する対面型のઇ育を国
内 7ುਡで実施し、ྸ計で約 1,390がਭしました。

ਂਫ଼ଥଆૃ

଼ଥ法Ꮝஹに関する্ଉ
当社では従ਟからグループをऑて଼ଥ法ୀખଆૃに取り組んでおり、トップからのメッ७ージや、「଼ଥহ業等との
மඡに関する行動基準」などの関連ルール・マニগアルなどによって、଼ଥ法ୀખ行ನのరૃをජೲしてきました。
さらに、2015年 5月に定した「三菱重工グループ グローバル行動基準」により、当社グループのすべての૽員
および社員に対し、଼ଥ法ୀખ行ನのరૃをජೲしています。

্ଉのి用範囲

（参照）

三菱重工グループ

三菱重工グループ グローバル行動基準 https://www.mhi.com/jp/company/aboutmhi/policy/conduct.html

଼ଥ法Ꮝஹに関する
従業員ઇ育 ढ़ーエアコン用コンプレッサおよびコンデンサの売に関して、2013年に米国ఘ法と米国独ಚరૃ法にબ

るఘ法取引を行ったহ੧をਭけ、社員一人ऱとりのᏍ法ਔを高め、ગ発ଆૃをるための౾施策をಲ続的
にன開してきました。体的には、当社グループ全体の法ഥᏍஹをජೲするため、ઇ育用ビデड़やఉ૧を
କ用しての国内外の଼ଥ法Ꮝஹହ会や、e-ラーニングなど、コンプライアンスଢ଼ఊのさらなるౄ実をり、
ગ発ଆૃに向けた各種対策の実行に取り組んでいます。
さらに 2015年২から଼ଥ法ୀખଆૃをஅि「三菱重工グループ グローバル行動基準」をఢੴ・ජೲさचる
ためのઇ育も、当社および国内・ਲ外グループ会社に対してದ次推進しています。2014年২からは、マネー
ジャークラスをরੱに଼ଥ法Ꮝஹの۔-ラーニングઇ育を当社および国内・ਲ外グループ会社に対してದ次推
進し、ྸ計で約 19,600 がਭ。2019年には、଼ଥ法Ꮝஹに関する対面型のઇ育を国内 7 ುਡで実施し、
これまでのྸ計で約 1,500がਭしました。



৸৳ୟলଵ৶

ୟ出管理に関する্ଉ
国際的な平ਮ・全の持という௴ਡから、大量ശௗஓやৢଞௗஓの開発・ଲୗにૡ用される可能性があ
るో・ૼのୟ出・ૡについては、国際的な全৳ୟ出管理の組みによって管理されています。
当社グループにおいても、ోୟ出・ਲ外へのૼに際して、ჾ非判定と取引審査（ல向先国・地域、
用ಥ、൹のન認）を実施の上、要なୟ出ಅ可を取得した上でୟ出を行い、管理のජೲにめています。
さらに、2015 年 5 月に定した「三菱重工グループ グローバル行動基準」により、当社グループのすべて
の૽員および社員に対し、ୟ出管理のජೲをるとともに、2017 年 10 月に発行した「ୟ出関連法ૠᏍஹグ
ローバルএリシー」により、当社グループ各社が、ిજにୟ出管理を行う上での基本হ項をૠ定し、めて
ఢੴしました。

্ଉのి用範囲

（参照）

三菱重工グループ

三菱重工グループ グローバル行動基準 https://www.mhi.com/jp/company/aboutmhi/policy/conduct.html

ୟ出管理に関する
従業員ઇ育 ୟ出管理にඳਡを当てたઇ育（面着ઇ育および e-ラーニング）を、当社および国内・ਲ外グループ会社に対

してದ次推進しています。当社および国内グループ会社向けには 2007 年২からୟ出管理 e-ラーニングをன
開し、ྸ計 45,000がਭ、2017年২からჾ非判定 e-ラーニングも入し、ྸ計 6,000がਭしていま
す。また、2016年২からは、ਲ外グループ会社のマネージャークラスを対としたୟ出管理 e-ラーニングを
ன開し、ྸ計 6,700がਭവしています。
さらに 2015年২から、ୟ出管理をஅि「三菱重工グループ グローバル行動基準」をఢੴ・ජೲさचるため
のઇ育も、当社および国内・ਲ外グループ会社全員に対してದ次推進しています。

ઘਜの්性

ઘ務コンプライアンスに
関する্ଉ 当社グループは、すべてのহ業ன開国におけるઘ法および関連法ഥをᏍஹし、当ჾ国における法のಖઋを๑

重するとともに、国際取引においてはᆞઘ約のऺか、経済ੈ力開発機構（OECD）ૡ価તガイドラインお
よび BEPS行動計画などの国際ୖઘルールをᏍஹすることで、グローバルহ業をன開する企業グループとし
てిજなઘ務ணઔおよびವઘを行います。
またਁਫ・ਁ平かつ්性の高いઘ務業務をຄ行するため、グループ内ではઘ務コンプライアンスのਔ向
上をるとともに、各国ઘ務当ଂに当社のহ業活動がਫしく理ੰされるようిજな情報開示やコগニॣー
ションをることで、各国ઘ務当ଂとの良かつ全な関બ構ണにめます。



「৸धષସ」ઇ育ྸੑਭ数

三菱重工グループは多วにॎたるଲષを世界রにしており、これらのଲષの「全とષସ」が最優先であることはうま
でもありまचん。ISO9001（ି）などのਁ的ૠતをঋースに൹・市場ニーズに応じた QMS(Quality Management System)をহ
業またはଲષ位でرに構ണしており、ਸ਼三認証も別に取得しています。また、全とષସに関するཟ発の取り組みと
して、ૌுにକきたহをもとにした「হன示資મ」のਝ઼をはじめ、ଲષহଆૃのための「全とષସ」ઇ育を実施
しています。

（ି） ఫ૬ഌຬଲષに્৲した JIS Q 9100 等のષସマネジメントシステムをஅि

2019ফ

আック॔ッউ

ऩଲષにउऐる৸・ષସの取ॉ組ा

ْਉৡ 「ٓਉৡ৸推進৩ভステ॔リンॢ॥ッティ」दਉৡ৸ન৳の取ॉ組ाをಲਢ

関ਧਗ਼力ଘ発ਗ਼所 3ಀ機で 2004年 8月に発生した次௺配管ംহをਭけて、社শをトップとする「ਉ子力社内員会」
をਝ઼し、活動を推進してまいりました。2013年২からはさらに高いਉ子力全の実現を目指して、「ਉ子力全推進員会ステア
リングコッティ」としてಲ続しています。
2019 年২のステアリングコッティでは、হのખに立ちନり、関બ一人ऱとりにnਉ子力全最優先|を්さचる取り組み
や、総合৳全の推進によりਉ子力プラントの全性・ਦ性をಲ続的に向上していく取り組み等を報ઔしました。
また、হ当時の関બのਔがい世代にॎるよう工して௯৲ଆૃに取り組んでいくことやਉ子力に対するਦを高める
力をಲ続していくこと等がન認されました。

বਉৡউছントの৸性対策षの取ॉ組ा

当社は東日本大൜಼発生ઉちに対策本部をタスクフォースとして立ち上ऑ、続いて 2011年 8月に௧組௶としてਝ઼した「
全高২৲対策推進」のৣ、東京ਗ਼力ૣਣਸ਼一ਉ子力発ਗ਼所でକきた全交ਗ਼౺ါଷহを౷まえた全性向上対策をವ入先の
国内 PWR プラントへன開しています。また、2012 年 9 月に発ଌした「ਉ子力ૠ員会」においてਫ਼ୈされた「新ૠ基準」
が、2013 年 7 月に施行され、2015 年 8 月に新ૠ基準を満たした PWR プラントがગ༎働をટたし、現在もใਝ PWR プラン
トでದ次ગ༎働およびગ༎働に向けた全審査が進められています。当社では、これら国内 PWR プラントに加え、現在は当社
がವ入するタイプとは౮なる BWR プラントもஅめた国内ਉ子力プラントのଫのગ༎働に向けਗ਼力会社へのૼ支援を実施し
ています。さらに、রশ的な全性・ਦ性向上のための対策（્定重大হ等対૪施ਝなど）についてもਗ਼力会社をバック
アップして進めています。
০ともこれらにဌசに対応することにより、ਉ子力発ਗ਼所の全性・ਦ性をさらに向上さच、ਗ਼力の定ஔに貢献してい
きたいと考えています。

৺17,000 



ْ௩ٓଲષহのேଆૃをॉؚQMS活動をৈ২৲

三菱ୗ௩（株）と三菱重工ਲ洋ள構（株）では、૯ଘ、ৣ関、শの 3ುਡで多様な௩・ਲ洋ଲષのଲୗとエンジニアリングহ業
を行っています。全社一体となって、ષସ指標、ਂి合૪理システム、全・ષସઇ育、内部૰査などの共ৢ৲や、業務プロ७スと
ષସ管理体のఒ、全・ષସマインドのᅿ成によって、QMSの高২৲に取り組んでいます。また、ISO9001に基づく外部審査
をৢじて、QMS 活動に対する௴的な審査をਭけることで、おさまのୄに応えるଲષ・サービスのに取り組んでいます。

ْఫ૬ਃٓઇ育・ଢ଼ఊؚQMS関৴活動の推進दఄষ৸ਔをᅿ成

ఫ૬機ଲୗহ業では、「ఄ行全の理」に基づき、ఫ૬機のఄ行全のન৳を最重要ୖとして取り組んでいます。ఫ૬機ଲୗ関
連業・管理に従হする全員がఫ૬হの重大さを認し、ఄ 行全ਔのජೲを目指すઇ育の一環として、主に管理職をরੱに
1985 年の日本ఫ૬ 123 হについて日本ఫ૬全ཟ発७ンターৄ৾および౪༰྿のஏஉへの༸ఃをৢじて৾वଢ଼ఊ、2000
年の MH2000 ঊリコプターのਂ時着হ、および 2007 年の F-2 ਅ౨機のৣ・༇上হから得られたઇธ（新業指示છطঽ主
ન認プログラムి用）をえるଢ଼ఊ会、౮ଋ઼ଆૃの取り組み、パイロットとのডイガヤなどをৢじて৾वଢ଼ఊ等を、実施してい
ます。また、JIS Q 9100に基づいたQMS関連活動をৢじ、ષସのಲ続的ఒに取り組んでいます。

ْઐৢシステٓષସマॿジওントシステに੦तऌઐৢシステの৸性をન৳

三菱重工エンジニアリング（株）では、国内・ਲ外の૬や市部向けの全ঽ動無人運ૡや次世代型ଡ଼面ਗ਼などの新交ৢシス
テムをはじめ、ਁ共性の高い各種交ৢシステムহ業を数多くুがけています。こうした交ৢシステムにめられる高い全性をન
৳するために、ਝ計から調達、ଲୗ、ྚ付、運ૡ、メンテナンスまでの各工ஙにおいて、独ঽに策定したષସ্ଉと ISO9001に
基づいたષସマネジメントシステムを運用しています。さらに年、হ業部のトップと関બで活動成ટをレビগーするととも
に、ષସマネジメントシステムのથ効性についても評価・ఒしています。また、ள関連法ૠやૠતのਫ情報などを関બで
共થするためのಆ会を開ಈしているऺか、国内外の各プロジェクトでは、各国の全基準やおさまの要をਝ計ੂ段階より
ન実にખさचるためのல組みを構ണしています。これらの取り組みに加え、ૌுのプロジェクトにおけるઇธの共થ৲をるシ
ステムを用ਔ。ૌுのプロジェクト従হが実体ୡで得たઇธなどをఃஈすることにより、ૼഅとঀウঁウの積をるとと
もに、次のプロジェクトに取り組िがそのঀウঁウを共用することで、ଲષ全に対するਔのさらなる向上にもめています。

ْエ॔॥ン 「ٓਝੑਜଵ৶ਏ୩」に੦तऎ৸性ਝੑधਫ਼ؚ൹の৸をਈરधखञリスクマॿジওントのৰ

ഐহ業（ି）では、1994年に ISO9001認証を取得し、ષସマネジメントシステムに基づいたષସ্ଉのもと、ଲષのਝ計・開発に
おいては、「ਝ計業務管理要୩」を定し、エアコンଲષの全ન৳にめています。ଲષ開発時には、この標準でૠ定するષସチ
ェックシートなどを用いて、開発からઞ用、ఀ ಣにඹるଲષのライフサイクルのすべての段階においてౌ಼やೌ発、થ૩ସなどに
よってଲષが人や財ਓに૩をぼすことがないことはもとよりଲષ全に関ॎるあらॅるਫ਼証を行っています。
ਐが一、市場にて重大ଲષহが発生した場合には、ઉちにおさまの全をન৳するためのೈ઼をとり、சやかにহ実ન認とਉ因
ীෲ、を行い、ชਫ૪઼を実施し、あॎचて関બૂへの報ઔとユー२や市場への情報開示を行います。
上のଲષ全্ଉに基づき、2018年 1月には、ビーバーエアコンのご愛用のおさまへ無ਡਫ਼・ఊのおൢいをさचていただ
きました。このઇธをਲ外அめた社内にன開し、ગ発ଆૃとଲષ全をਸ਼一とする௯ଅのᅿ成にめます。
（ି）三菱重工のഐহ業は、2016 年 10 月に営業を開した三菱重工サーマルシステムズ（株）にಲഅされています。



ଆୋেਓ・ૼ੦ೕの・ਘ৲

বの৸・ੱにૼद൴

当社は、「最先ഈૼを活用して、国の全・ੱのન৳に貢献」するという基本િのもと、日本のଆୋਓ業のトップメーढ़ーとして
ଆୋ生ਓ・ૼ基ೕの持・ਘ৲をり、国の要டに基づいてਅ౨機やঊリコプター、サイル、༆༶、ਅなど、数多くのଆୋಎ
ષの開発・生ਓ・運用支援にॎっています。年、が国のଆୋを取りඕく環境はౕしく変৲しており、国のడしい財政হ情、ச
に進िૼ進నのなかでも、国の要டに応えていくためには、従ਟ以上に生ਓ・ૼ 基ೕを持・ਘ৲することが要となっています。
当社はలਟの全৳環境をৄྚえて、次ਅ౨機にి用するステルスૼ、アビड़ニクス、構ୗೄ量৲ૼのଢ଼や、ਲ上での高ச
ఫ行を実現する水ಮ用の要素ૼのଢ଼など、国の要டに応えて各種ૼ開発に取り組んでいます。また、当社がこれまでଆୋহ
業でသってきた先ഈૼを用いて、サイバー७य़গリティ、無人機利用、ୋ星データীෲなどのデগアルユースহ業に取り組んでいま
す。ଆୋীの最先ഈૼはႸが広く、素材・部ષ・加工ૼ等のীでড়生ષなどਓ業へのణがୄでき、が国のশ的ૼ
発னにもఞଖできるものであり、国ੇのਅ略ਓ業として発னがୄされます。

X-2（先進ૼ実証機）

ਉৡ PA活動を推進

当社では、ਉ子力発ਗ਼プラントのଲୗ工場があるઋૺୗ௩所へのৄ৾をਭけ入れて、ਉ子力発ਗ਼の要性や全性への理ੰをめて
いただくਉ子力PA活動を推進しており、年多くの্رに௰ਖしていただいています。
০も、ਉ子力発ਗ਼のਦを回୮するためにৄ৾会や情報などのPA活動をಲ続していきます。
（ି）ਉ子力 PA（Public Acceptance）活動؟ ਉ子力についてさまにੴっていただくための活動

ઋૺୗ௩所ৄ৾会の様子



パフज़ーマンスデーॱ

ଲષிભ

৸・ષସに関するマॿジওント

全・ષସに関する
୶評価 当社は「三菱重工グループ グローバル行動基準」のরで、「ଲષとサービスの全とષସ」について、関連法ഥ、

社内基準、൹ல様をᏍஹし、ଲષ全のન৳にめること、全・ષସに関するਖがৄつかった場合、ဌச
かつిજな対応をすることをൕऑています。
当社グループのଲષহ業は多วにॎたるため、ISO9001 等のਁ的ૠતをঋースに൹・市場ニーズに応じたષ
ସマネジメントシステム（QMS）をহ業またはଲષ位でرに構ണしており、国内 100٫、ਲ外 94%にჾ当
するುਡにおいてਸ਼三認証も別に取得しています。さらに、2013年 4月からは、ものづくり新推進部（現
バリগーチェーン新部）に QMS推進グループをਝ઼し、全社のૼ・ੴৄの૯ৢしにより、グループ会社も
அめたષସマネジメントのਘ৲とグローバル৲に対応した業務プロ७スのఒを推進しています。

全・ષସに関する
ઇ育・ཟ発 当社グループは多วにॎたるଲષを世界রにしており、これらのଲષの「全とષସ」が最優先である

ことはうまでもありまचん。ଲષ全に向けた取り組みとして、ૌுにକきたহをもとにした「হன
示資મ」のਝ઼をはじめ、ଲષহଆૃのための「全とષସ」ઇ育を実施しています。「হன示資મ」
は、૦ୗরの大型௩のౌ಼など当社グループがૌுにକこした重大ଲષহহをງஂするもので、2010
年 4 月にଽોのଢ଼ఊ७ンター内に開ਝしました。ਝ計・調達・ଲୗ・アフターサービスなど当社グループ
のଲષにॎるすべての社員が২とこのようなহをକこさないことをੱに࿐う機会をもち、হに৾び、
হのઇธを各人の業務に活かすことを目的としています。2012年 4月には、൸や実ன示をੜやし、হ
のさやহ現場のಸがよりリアルにॎるようリニগーアルしました。開ਝ以ਟ、約 38,500が
ৄ৾しています。また、同じく 2010年より、হহをもとにした「全とષସ」ઇ育を階ಽ別に実施して
います。ྸ計ਭ数は約 17,000となりました。
০も「全とષସ」の重要性を認する機会をੜやし、ଲષ全に向けたઇ育のౄ実をっていきます。

ଣೝの৸ଵ৶

全・ષସに関する
୶評価 当社グループにおいてਉ子力発ਗ਼プラントやਉ子મのଢ଼開発をুがけるニগークリア・デঋロップメント

（株）とਉ子મのଲୗをুがける三菱ਉ子મ（株）は、ଢ଼やમଲୗのૌஙで発生したଣೝ性ఀಣを、
ఀಣのଣೝ能レঋルや発生場所によりীథし、ి用法ഥに従ってిજな৳管・管理を行っています。また、法
ഥᏍஹにとどまらङ、ଣೝ性ఀಣの排出量を最৵৲するため、社内ルールをਝけてడഡな管理を行っています。
さらに、当社ではઞ用済みਉ子મを回ઽしてગ利用する「ਉ子મサイクル」のન立に向け、ગ૪理施ਝやMOX
મ工場の૦ਝに取り組んでいます。০もこうした取り組みを進め、ଣೝ性ఀಣのచに貢献していきます。

ニগークリア・デঋロップメント（株） 位 2017 2018 2019

ଣೝ性ఀಣの৳管能力
（ಕ体ఀಣ）

ଣೝ性ఀಣの৳管量
（ಕ体ఀಣ）

ଣೝ性ఀಣの発生量
（ಕ体ఀಣ）

ଣೝ業務に従হする従業員のयく量
（平均க）（ି 1）

本
(200Lドラム࿁) 

本
(200Lドラム࿁) 

本
(200Lドラム࿁) 

mSv/年

3,293

2,399

99

0.00

3,293

2,506

107

0.03

3,293

2,539

33

0.15

（ି1）職業यくにおける量২は、国際ଣೝଆ૧員会（ICRP）2017൭ઔおよび国内関બ法ഥにおいて、実効量で5年につき100mSv、1年につき50mSv
と定められています。



三菱ਉ子મ（株） 位 2017 2018 2019

ଣೝ性ఀಣの৳管能力
（ಕ体ఀಣ）

ଣೝ性ఀಣの৳管量
（ಕ体ఀಣ）

ଣೝ性ఀಣの発生量
（ಕ体ఀಣ）

ଣೝ業務に従হする従業員のयく量
（平均க）（ି 1）

本
(200Lドラム࿁) 

本
(200Lドラム࿁) 

本
(200Lドラム࿁) 

mSv/年

11,603

10,175

29

0.14

11,603

11,066

891

0.09

17,053

13,403

2,337

0.00

（ି1）職業यくにおける量২は、国際ଣೝଆ૧員会（ICRP）2017൭ઔおよび国内関બ法ഥにおいて、実効量で5年につき100mSv、1年につき50mSv
と定められています。



ઁਾ്に関するୀખ

三菱重工グループは、社ชに「൹ਸ਼一のਦにජし、社業をৢじて社会の進నに貢献する」とൕऑ、つबにおさまのଳਡ
に立ち、そのਦに応える高付加価கなଲષとサービスをすることを重要テーマと考えており、হ業ごとに満ଌ২調査な
どを実施し、おさまや市場のଢにປをൊけ、൹満ଌ（CS）向上にめています。
発ਗ਼やエンジンなど、企業を൹とするহ業は、おさまにઉமアンॣートをൂしています。一্で、エアコンなど一般
ાを൹とするহ業は、インターネットやਗ਼ਵなどによるਖい合ॎचษઠをਝ઼し、年約 6,000 ੯の回答を得ています。
また、おさまಂ向の体ସを定着さचていくため、2002 年から開した CS ঋーシックଢ଼ఊ、マーॣティングଢ଼ఊなどをৢ
じて、社員一人ऱとりのਔ向上をっています。
また、世界各地のステークルダーに対してহ業計画に基づく広ઔ്活動を推進しています。活動を進めるにあたっては、
おさまにਫનな情報をごできるようহ実関બをન認するとともに、関連法ૠ・関連業界のૠ定にಋった対応にめています。

2019ফ

আック॔ッউ

ଆ৳৸धखथのテクॽカルサএートをৰ

三菱パডー（株）では、1999年から国内外にವષしたౌ力発ਗ਼（ガスタービン）プラントの高༎働率を持し、トラブルのேଆૃを
るためのテクニढ़ルサএートを実施しています。これは、国内外 2ধ所にਝ઼した೫࿒૰ଳ७ンターでガスタービンプラントの運ૡ
を 365日 24時リアルタイムに૰ଳ・支援するサービス（થ）です。その、শ工場やフィリআンにもスチームパডープラント
向けの೫࿒૰ଳ७ンターをਝ઼し、サービスのఁౄをっています。20年以上積してきた運ૡデータを活かしたூ൧断によって、
トラブルのேଆૃにめています。また、ષସ工৾をి用した౮ଞ൧断のঽ動৲などでプラントの౮ଞをいちଫく発ৄし、ဌசなト
ラブルシগーティングを実施することで、運ૡૃを最৵にしています。2020年 8月時ਡで、全世界で 173（出力にして計
4,000ਐय़ロডット以上）のガスタービンをサএートし、おさまの定的な発ਗ਼হ業運営に貢献しています。

  ೫࿒૰ଳ७ンター

0 ੯



パフज़ーマンスデーॱ

カスॱマー・リレーションシッউ・マॿジওント

൹ଌ২৹ਪ

൹満ଌ২調査の内ઍ

当社グループはহ業ごとに൹્性やૹຯಆが大きく౮なるため、全社統一の൹満ଌ২調査は実施しておら
ङ、各হ業ユニットの最ిな্法でढ़スタマー・リレーションシップ・マネジメントを行っています。

ౌ力発ਗ਼システム؟
三菱パডー（株）では、日رのフェイス to フェイスやड़ンラインのコগニॣーションにより VOC（Voice of 
Customer）情報をઽૐしています。ઉம的なコগニॣーションでઽૐされたVOC情報は、5つのढ़テゴリー（ଲ
ષのメンテナンス性・運用性、おさまへの気ാい、メーढ़ーとしての能力、価ત、対応スআード）でীෲした上
で、当社のਘみ・ൠみをન৲し、ૼ開発や業務ఒにᇽऑる活動を行っています。これらのীෲટを౷まえ
たఒは、日رの業務のরでખしています。また、ᄄ෬にフェイス toフェイスでのコগニॣーションが取りに
くいਲ外のおさまを対に、1-2年に 1回、おさま満ଌ২調査（ウェブアンॣート）を実施し、ષସや価ત、
૿当の対応等に関するおさまਔৄをઽૐ・ীෲし、サービスષସ向上、お様対応のさらなるఒにᇽऑてい
ます。

ഐ؟
エアコンなどB to Cのহ業もুがける三菱重工サーマルシステムズ（株）では、インターネット、ਗ਼ਵなどによる
ਖい合ॎचษઠをਝ઼して、つबにおさまのଢをลい上ऑるようにしています。

ड़ンছインਅറ

ड़ンラインを利用した
൹ਅ略 ౌ力発ਗ਼システム؟

三菱パডー（株）では、インターネットによるଲષの運ૡ状況૰ଳ、トラブルのூ൧断、おさまによっては༎
働状況のレএート発行を行っています。

ഐ؟
三菱重工サーマルシステムズ（株）では、ターഐ๋機、૬調機、ートএンプ機においてエネ৲・運ૡ状況の
一੪管理ができる೫࿒૰ଳサービスをしており、トラブルଆはもとより、積した運ૡデータのੰෲによ
りおさまに対するエネ੧を行っています。

エンジン・エナジー؟
三菱重工エンジン٭ターチャージャ（株）のエンジン・エナジーでは、インターネットによりおさまのエンジ
ン発ਗ਼ਝの運ૡ状況を೫࿒૰ଳし、トラブルのூをহにとらえてேଆૃにめています。



ઁਾ്活動

ிભある広報്活動

当社グループは世界各地のステークルダーに対してহ業計画に基づく広ઔ്活動を推進しています。活
動を進めるにあたっては、おさまにਫનな情報をごできるようহ実関બをન認するとともに、関連法
ૠ・関連業界のૠ定にಋった対応にめています。また、広ઔൕൗはᄘ体ごとに実施する効ટ定ટを
入ুし、ੴ২の向上・企業イメージの්への効ટを評価しています。
2019年২の広ઔ്হ੧としては、「Forbes」、「Financial Times」、「Bloomberg」、「The Economist」、「The
Wall Street Journal」、「BBC」、「CNBC」、「The Washington Post」などのグローバルメディアおよび国内主要
（ഭ売、日）にそれझれ面ないしウェブ広ઔをൕ出しました。当社グループのহ業内ઍをෆฐ的にງ
ஂし、国内外ステークルダーのさまに対する認ੴ২ਘ৲を目的とした情報発ਦにめました。

広報്に関するୀખ੯数、
内ઍ、およびೈ઼ 2019年২において広ઔ്活動に関する関連法ૠୀખのহ実はありまचんでした。



ଢ଼৫ા ਲ਼ৈૻ૨

ものづくりのૼを価கୗの౺とする三菱重工グループにとって、হ業の基ೕといえるものがੴ的財ਓ活動とଢ଼開発です。
ૼ統ฐを行うCTO（Chief Technology Officer）のもと、グローバル体の構ണを進めるなど、成শに向けたহ業ਅ略を支えています。
当社は 2016 年 4 月に、全社のૼとマーॣティング、調達などの機能を૯断的に合さचた「シェアードテクঀロジー部」を
CTOの統ฐৣに発ଌし、当社のૼ的総合力をグループ全体で最大に活用し、রশ的な଼ଥ力ਘ৲をる体を構ണしました。
ଢ଼開発においては、2015年に国内 5ধ所のଢ଼所を統合して「総合ଢ଼所」を新ਝし、ૼ のシナジーや人材育成のਘ৲、
業務・ਝ運営の効率৲をっています。また、体のグローバル৲を進めており、国内のଢ଼所に加えて、ஶ国、シンガএ
ール、米国、র国にುਡをਝけて௧ભૼをୣാし、世界最先ഈのૼ・情報・人材の獲得をるとともに、市場にい場
所でニーズをኇえた開発やૼ支援を行っています。

2019ফ 2019ফ

パフज़ーマンスデーॱ

ଢ଼৫（イঀঋーション・マॿジওント）

ଢ଼৫の状況

ଢ଼開発ા 位 2015 2016 2017 2018 2019 対範囲

総額

売上高ૻ率



٫

1,506

3.7

1,607

4.1

1,768

4.3

1,521

3.7

1,468

3.6

グループ

グループ

従হする社員数  約 1,300 約 1,300 約 1,300 約 1,350 約 1,350 グループ

ड़ーউン・イঀঋーション

ड़ープン・イঀঋーション

হ হٹ 1

効ટٹ

そのインパクトٹ

米国の大ুਗ਼力会社 Southern Companyと共同で、世界最大 4,776トンط日の CO2回ઽプロ७ス（KM CDR）
をテय़サスପのPetra Nova社（日本の JXલఅ開発（લఅ業界）と米国NRG Energy（ਗ਼力業界）のジョイントঋ
ンチャー）にి用しました。この回ઽプロ७スはエネルॠーীで高く評価され、POWER Magazine "Plant of the 
Year 2017"をਭೖしました。

当社グループは CO2 回ઽૼを 25 年以上ଢ଼開発しています。০回の実証ではパートナーである Southern 
Company ৳થのલ炭Ꮦ発ਗ਼所排ガス実証により、開発を大்ಢೠしました。さらに CO2 回ઽ日量 500 トン
（実証）から日量 5,000トンૠெ（ૹ用）への 10のスॣールアップを約 5年で達成しました。本共同開発によ
り、開発・ଲષ৲サイクルの数ૠெのಢೠ৲がられたと考えます。

開発したCO2回ઽプロ७スのૼは、米国テय़サスପにあるNRG Energy৳થのલ炭ౌ力発ਗ਼所「W. A. Parish発
ਗ਼所 8ಀ機」にి用し、世界最大のCO2回ઽ量（日量 4,776トン）実現にᇽがりました（2016年 12月 29日から
運ૡ開）。さらに、地ૉആ৲ଆૃへの貢献として、CO2回ઽૼのにより、2050年までに全CO2排出
量の 14%の貢献がୄされています。

1,468  3.6 ٫



ड़ープン・イঀঋーション

হ হٹ 2

効ટٹ

そのインパクトٹ

੪日大ઞの John V. Roosがਝ立した米ढ़リフォルニアପにುਡを઼くঋンチャーय़ャআタル会社（Geodesic）
に対して、投資フ॓ンドである「Geodesic Capital Fund」に出資しました。

シリコンバレーをরੱとしたঋンチャー企業を多数ງஂいただき、ે数社のঋンチャー企業のଲષ・サービスの
入、ଲષ・サービスの当社ଲષ・サービスへの入に関する評価ଢ଼の実施、別企業とのコラレーションにᇽ
がっています。

Geodesic 社が主ಈするঋンチャーງஂイঋント、७ナーをৢじて、IoT、AI、Security 等の先進ૼ情報を入ু
し当社ଲષి用等を推進しています。

উটセスのイঀঋーション

プロ७ス・イঀঋーション

হ হٹ
効ટٹ

バリগーチェーン新活動としてすべてのহ業୩域においてଲષまたはサービスの価கの最大৲に取り組んで
います。ଲୗ工ஙఒと生ਓ管理システムの高২৲により、えय、ఫ૬機部ષでは、ଲୗリードタイムを 20%
ಢೠすることでコストおよびエネルॠーાのをりました。

୭એのイঀঋーション

環境面のイঀঋーション

হ হٹ
効ટٹ

ഐ؟
三菱重工サーマルシステムズ（株）は、フロンഐᄘを全く用いないঽேഐᄘ CO2のみをઞ用した高効率コン
デンシングユニット C-puzzleシリーズを 2017年に発売しました。同ഐᄘのல様は、従ਟのフロンとૻべて
地ૉആ৲બ数が「1」と大்にします。また当社独ঽのスクロールとロータリー機構を組み合ॎचたス
クロータリーಓೠ機の࿌ൗにより、従ਟ機（ି）とૻຎし年ਗ਼気量 16%を達成しています。
（ି） HCA751M（ R22 ഐᄘઞ用）

ৗ௪ৃにउऐるଲષのిૢ

新௪市場の્性にి応するように
生み出したଲષのহ র৵型ガスタービン؟

ਗ਼力ଛਗ਼ිのൠい新௪国では、৵ૠெのীങਗ਼౺の要がਘいです。当社のর৵型ガスタービンである H-25（出
力42ع28؟MW）（ି）は、৵ૠெながらも高効率・高ષସなଲષであり、新௪国のニーズにి合し、多くの要があ
ります。2019年২は、র国でਭି実績があります。
（ି） ૻຎとして、ৢଞ、先進国市場向けの大型発ਗ਼用ガスタービンは出力 300MWதع200

ഐ؟
生活水準が上がった東વアジア新௪国へ先進国と同等の環境対応ଲષを売することをৢじて、ిなક環境の
と環境৳全の立にめています。



ৗ௪ৃにउऐるেਓ性

新௪国工場へのૼ入
日本の工場の高২な機༊加工・組立等の生ਓૼをそのまま段階的に管することにより、高ષସな生ਓ能
力とコスト଼ଥ力を立しています。こうした取り組みは高ષସがめられるଲષをஅめて、さまざまなহ
業で入しています。
以ৣの主要ౌ力ଲષでは、ライ७ンスଖというでૼ入を進めています。
ガスタービン؟ র国・国メーढ़
Ⴊ気タービン؟ র国・インドメーढ़
イラ؟ র国・インドメーढ़
ᅾ・ᆼ؟ র国・インドメーढ़

新௪国工場における労働の
生ਓ性向上の取り組み 日本の高ષସを৳つための৵ૐ団活動の、日本からのઇ育エンジニアୣാ、日本国内でのトレーニングਭけ

入れ等により、࿃ಫૼ能を育成しています。
ঋトナムのఫ૬機部ષଲୗ会社のহでは、ଲୗૼのಆ得をるため、会社内にૼ能スクールをથし、日本人
ઇがঋトナム人従業員への指・ธಫを行い、人材育成をっています。現場でのۉڿۄにも取り組んでおり、
ૼのଫಆ得にめています。また、ঋトナム人従業員の日本（大工場、ణ工場）でのۉڿۄも行うなど、
ૼ能ಆ得のためのৼ൩交をっています。

新௪国工場における調達ీ約や
在ಛ水準のレビগー

ഐ؟  
新௪国をஅि各国で売会社・代理をৢじたଲષ売を行っていますが、ਭିにあたっては当ჾ
ルートの在ಛ状況や各国の要状況もન認し、在ಛがしないような管理を行っています。
また、生ਓ্式の工により、生ਓリードタイムのಢೠを行うহで要の変৲に୯従できるஔ体
を構ണしています。

�



CSRઇ育にਸखञパートナー数

材などの素材、機ஓ、ಎ઼、部ષなど多様な資材やサービスを国内外から調達しています。調達にあたっては、ਔඟと଼ଥ力
のある取引先に広くૺを開ଣし、関連法ૠ・社会ૠ範をᏍஹしつつ、ਁ平・ਁਫな評価・選定で、ৼ൩発னにつながるਦ関
બの構ണにめています。三菱重工グループでは、2010年 6月に定した「三菱重工グループサプライチェーン CSR推進ガイ
ドライン」を、2018年 12月に、人権・労働全配慮や環境配慮に関して、より体的な内ઍにৄઉしたၖを行いました。こ
の当社グループの CSR 調達の考え্をビジネスパートナーおよび、パートナーのサプライチェーンを構ണしているパートナー
に対しても共થいただくことで、サプライチェーン全体で CSR 活動を推進しています。このガイドラインでは、持続可能な社
会の実現に向けた、当社グループのサプライチェーンに対する基本的্ଉとして、ଲષ全およびષସ・価ત・ವન৳とૼ
開発力向上に加え、コンプライアンスおよび企業倫理、人権・労働全・環境への配慮、地域・社会への貢献を示すとともに、
ビジネスパートナーへ理ੰとੈ力をおൢいしています。また、「ビジネスパートナー会৮」や「হ業্ଉହ会」等の場で、当社
グループのCSR推進ガイドラインをହし、社会的側面からビジネスパートナーにୄする行動についてઇ育を行っています。

（参照） 三菱重工ウェブサイト CSR 調達の推進  https://www.mhi.com/jp/company/procurement/csr/

2019ফ২

パフज़ーマンスデーॱ

サউছイॳェーン・マॿジওント

サউছイॳェーンの状況

スঌンドアナリシス（調達၎ഄীෲ）
の状況

当社グループの総発ି金額に対して支出ীෲを行っており、調達地域別の調達金額などをীෲしています。

調達先別金額（） 2019年২ 実績

日本

ਨ米

ପ

র国

アジア・ड़७アニア

インド

国

র東

・ಘ

রવ米

アフリढ़

14,510

1,581

1,921

817

1,515

243

227

129

106

101

5

భस ৺1,773 社
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ਏऩサউছイখー

重要なサプライヤーの基準

Tier1サプライヤー数

重要なTier1サプライヤー数

発ି量が多い、重要な部ષ・機ஓを発ିしている、代౹サプライヤーがないなどのଳਡで、হ業ごとに重要なサプ
ライヤーを選定しています。

23,796社（2019年২）

2,790社（2019年২）

サউছイॳェーンのঔॽॱリンॢ

サプライヤー評価の要

ૌுگ年に評価を行った
サプライヤー数

ૻ率

ESGアンॣートを実施した
サプライヤー数

ESGアンॣートを実施した
サプライヤー数

重要な Tier1 サプライヤーに対して、サプライヤーのષସ、価ત、ವ、ૼ、経営（அि ESG）をহ業ご
とに評価することで、当社グループのサプライチェーンのリスクীෲならびに高リスクサプライヤーの્定
を目的としたサプライチェーンのモニタリングを行っています。

2,009社
8.4%

また、サプライヤーの CSR推進の取り組み状況をન認するため、アンॣートを実施しています。

2,790 社

当社グループのサプライチェーンに対するリスクをするため、サプライチェーンモニタリングટに基づき
ESGの௴ਡで高リスクサプライヤーと判断されるサプライヤーに対して、CSRに関する法律の認やᏍஹ体の
状況、取り組み状況についての௰ਖ調査を行っています。

10社（2020年২）

ଥषの対ૢ

ଥに関する基本্ଉ

（参照）

コンゴড়主共ਮ国およびそのๆம国では、ଥに関ॎるખ政ਿિ力によるമな人権૩や環境ശが生じ
ており、大きなୖとして世界的にି目されています。この地域でਓ出される（ፉ、タンタル、タング
ステン、金）の一部には、これらのિ力の資金౺となっているもの（以ৣ「ଥに関ॎる」とళびます）
があるとॎれています。当社グループは、これらଥに関ॎるをઞ用するਉ材મ、部ષ、ଲષを調達
することにより、人権૩や環境ശに加૿するਔઓはありまचん。
2019年২にఫ૬機およびঽ動部ષを対にの調達౺であるଲቷ所およびਉਓ国の調査を行ったટ、
調査で્定された 6,190 ᆽ所のଲቷ所のうち、2,216 ᆽ所がଥフリーଲቷ所プログラムで認証されたଲቷ
所であることをન認しました。当社グループは০も、おさまやビジネスパートナーのさま、業界団体
などと連を取りながら、加૿回ೂのための取り組みを進めていきます。
ଥに関する基本্ଉ                    https://www.mhi.com/jp/company/procurement/csr/
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サউছイॳェーンに関するཟ

調達活動に関するઇ育・ଢ଼ఊ

参加パートナー数

当社の調達部では、法ഥをᏍஹした調達業務ຄ行のため、調達活動に関する各種ઇ育を実施しています。
2019年২は、新入社員、調達部への配രもない社員を対に、調達業務に関する基ຊੴのಆ得を目指
す入ઇ育やਲ外調達ઇ育、ૹ務੯ീ้ઇ育を実施し、当社グループの 40がਭしました。さらに、サ
プライチェーン全体での CSR 推進の取り組みを進めています。ビジネスパートナーに対して、CSR の重要
性を示すとともに、「三菱重工グループサプライチェーン CSR 推進ガイドライン」のఢੴおよびੈ力のళび
かけを行っています。2019年২は、భべ約 1,773社のビジネスパートナーがこの取り組みに参加しています。

2020年২計画  1,000社

イॽシ॔ॳঈषのਸ

サプライチェーンに関する
イニシアチブへの参加

当社グループの CSR調達の取り組みを進めるため、国連グローバル・コンパクトの日本でのローढ़ルネット
ডークである、グローバル・コンパクト・ネットডーク・ジャパンのサプライチェーンীఐ会に参加していま
す。౮業種をஅめた社との活動をৢじて、実務上でઉ面するୖのੈ৮や、それらのੰ決にఞଖすることを
目指したアウトプット（成ટ）の出を進めています。
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୭੦本্ଉ・ষ動指ଉ

三菱重工グループは、地ૉૠெでの環境ਖが世界的に認されるようになったことをਭけ、環境に対するિを内外に示
するとともに、環境活動の্向付けおよびയ進を目的として、1996 年に「環境員会」をਝ઼しました。ਸ਼ 1 回環境員会
では、社ชの「൹ਸ਼一のಖઋにජし社業をৢじて社会の進నに貢献する」という理に基づき、社の環境活動の基ຊとなる
「環境基本্ଉ」および「行動指ଉ」を定し、以ਟこの্ଉ・指ଉのもとグループ一ீとなり、サプライヤーをஅिその
のステークルダーとの対ਵをৢじて環境への取り組みを推進しています。なお、「環境基本্ଉ」「行動指ଉ」は 2018 年 1

月に取ഁ૽社শが৮শを務める経営会৮のഅ認のもとに一部定しています。

୭੦本্ଉ

三菱重工グループは、社ชのਸ਼一に「൹ਸ਼一のਦにජし、社業をৢじて社会の進నに貢献する」と示し、ଢ଼開発、
生ਓ活動などহ業活動をৢじて、社会の発னにఞଖすることをਸ਼一ଝとしている。したがって、社業をຄ行するにあたっては、
企業が社会の一員であることをঽಁし、হ業活動の全ての୩域で、環境へののにめ、持続的発னが可能な社会の構
ണに貢献する。

ষ動指ଉ

1. 環境৳全への取り組みを経営の最重要ୖのऱとつと位઼づけ、三菱重工グループをऑて環境の৳全に取り組ि。

2. 環境৳全組௶体、環境関連ૠங等をତし、環境৳全に関する૽સとிભをનにする。

3. 環境関連法ૠ、等をᏍஹするにとどまらङ、要に応じてঽ主基準を定めて運用、評価するとともに、環境目的および、 
目標をਝ定して、環境৳全活動のಲ続的なఒ、向上にめる。

4. ଲષのଢ଼開発、ਝ計、ਉ材મの調達、ଲୗ、ୟଛ、ઞ用、サービス、ఀಣにඹるহ業活動の全ての୩域で、ළഉのଆૃ、資౺、
エネルॠー、ఀಣの発生೪等、環境へののにめる。

5. 環境・エネルॠーਖのੰ決に貢献する高২でਦ性が高いૼやଲષの開発、にめる。

6. 本環境্ଉについて、ステークルダーの理ੰを得るとともに連して環境の৳全にめる。

7. 環境ઇ育等をৢじて全グループ員の環境ਔの向上をるとともに、環境に関する情報等広報活動や社会貢献活動を
積ா的に推進する。

1996年定（2018年 1月定）

ْ6項ଓଌٓステークルダーにはサプライヤー、ジョイントঋンチャーパートナー、ライ७ンシー、外部先などのビジネスパートナーもஅまれる。
また環境デগーデリジェンスや合ಡେઽのॣースにおいても考慮される。
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শ୭৯ఏ（2030ফ২）

ਸ਼次୭৯ఏ（2020ফ২）

୭ଵ৶৬

当社グループでは、全グループ共ৢの্ଉや取り組みについては、環境管理を所რする CTO（Chief Technology Officer）を
員শとし、ドメイン・७グメント、コーএレートから選出された員で構成する「三菱重工グループ環境員会」において企
画、立੧され、হ業別にౣ成されているドメイン・७グメント、コーএレートをৢしてグループ各社にன開しています。以ৣ
に三菱重工グループ環境管理組௶を示します。

ਕഇੵॢルーউ୭ଵ৶組௶

୭৯ఏ

2017年 12月開ಈの環境員会において「三菱重工グループশ環境目標」およびর目標である「三菱重工グループਸ਼次
環境目標」をਝ定しました。「三菱重工グループশ環境目標」では、パリੈ定の目標年である 2030 年২を目標として CO2

排出量చを対としました。「三菱重工グループਸ਼次環境目標」では 2020 年২を目標として CO2排出量చ、水ઞ用量
のచ、ఀಣ発生量చを対としました。当社グループとしても地ૉ環境৳全にさらに貢献していくため、目標を達成す
るべく、グループ一ீとなって取り組んでいきます。

（2014 年২ૻ）
CO2ൾল
ਉਜ਼

（2014 年২ૻ）     （2014 年২ૻ）   （2014 年২ૻ）
CO2ൾল
ਉਜ਼

（ି）国内・ਲ外連グループ

-16 ٫ （ି）

（ 年২ૻ）

-6 ٫ （ି）

（ 年২ૻ）

-6 ٫ （ି）
ઞ৷ਉਜ਼ -6 ٫ （ି）

ఀಣে
ਉਜ਼

��



ਕഇੵॢルーউশ୭৯ఏ（2030ফ২）ٹ

યী ඨ৯ 対೧ ৯ఏ（2018 ফ২2030عফ২）

CO2排出చ CO2排出量చ グループ全体 2030年২のCO2排出量ਉ位を2014年২ૻで16%
ఒ（ି 1）する。
ਉ位ী子؟グループ全体の CO2排出量合計。
位はトン。
ਉ位ীಟ؟グループ全体の連売上高。
位は。
（ି 1） 年 1%చを目に評価を実施。

（ି）国内・ਲ外グループ会社は連子会社をデータઽૐの対とする。

（2020ফ২ع2018ফ২）ਕഇੵॢルーউਸ਼次୭৯ఏٹ

યী ඨ৯ 対೧ ৯ఏ（2018 ফ২2020عফ২）

1. CO2排出చ 1.1
CO2排出量చ

1.1.1
グループ全体

2020年২の CO2排出量ਉ位を 2014年২ૻで 6%
ఒ（ି 1）する。
ਉ位ী子؟グループ全体の CO2排出量合計（エネ
ルॠーକ౺のみ）。位はトン。
ਉ位ীಟ؟グループ全体の連売上高。
位は。
（ି 1）年 1٫చを目に評価を実施。

2. 水資౺のથ効活用 2.1
水ઞ用量のచ

2.1.1
グループ全体

2020年২の水ઞ用ਉ位を 2014年২ૻ 6%ఒ（ି 1）

する。
（水؟工水、上水、地ৣ水、ఖਆ、ູؠਲ水はく）
ਉ位ী子؟グループ全体の水ઞ用量合計。
位はm3。
ਉ位ীಟ؟グループ全体の連売上高。
位は。
（ି 1）年 1٫చを目に評価を実施。

3. ఀಣ発生量చ 3.1
ఀಣ発生量చ

3.1.1
グループ全体

2020年২のఀಣ発生量ਉ位を 2014年২ૻ 6%
ఒ（ି 1）する。
ਉ位ী子؟グループ全体のఀಣの発生量合計
（થ価はஅまない）。位はトン。
ਉ位ীಟ؟グループ全体の連売上高。
位は。
（ି 1）થ૩ఀಣをஅि。年 1%చを目に評価を
実施。

（ି）国内・ਲ外グループ会社は連子会社をデータઽૐの対とする。
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パフज़ーマンスデーॱ

୭マॿジওント

最高ிભ

CTO（ଞ務行૽員）

ிભ機関・員会

称

メンバー

開ಈ回数

三菱重工グループ環境員会

CTO（ଞ務行૽員）を員শとし、13で構成

1回ط年（2019年২）

ISO14001認証取得状況 対サイトढ़バーૻ率（売上高ঋース）
（2020 年 3 月 31 日時ਡ） 三菱重工業（株）および国内グループ会社

ਲ外グループ会社

19社

24社

61%

24%

そのの認証取得状況
（2020 年 3 月 31 日時ਡ） エコアクション 21

K-EMS（ઋૺ環境マネジメントシステム）

エコステージ 1

2社

3社

1社

環境に関する૰査
当社グループでは、各ドメイン・७グメントおよびコーএレート部がそれझれのེৣの組௶に対して行う૰査
と、本社環境হ務ଂが各ドメイン・७グメントおよびコーএレート部の環境取りᑯめ部に対して行う૰査との
階ಽの૰査を行っています。各ドメイン・७グメントおよびコーএレート部は、ਉಋ、環境関連法ഥをᏍஹ
するためのல組みやその運用状況を現地・現でન認し、グループの環境্ଉに基づき、気候変動対策、環境ළ
ഉ対応、水৳全などを目的とした環境管理がిજに行ॎれているかをન認するために、ེ ৣの国内হ業所や工場
などを対とした内部環境૰査を行っています。本社環境হ務ଂは、各ドメイン・७グメントおよびコーএレート
部の環境取りᑯめ部に対し、コンプライアンスや環境管理の状況を૰査しています。

হ業所・工場・地યごとの
環境リスクと対策（ି 1）

当社グループは、ISO14001に基づいて、リスクのྴ出্法や日ଞ管理要୩、ಸ時対応に関するマニগアルを
হ業所（工場）ごとにତ・運用しています。各হ業所（工場）では、అれや地൜などಸহଙの発生を୳定
した「ಸ時対応ธಫ」を実施して、対応ুದのથ効性をન認しています。なお、ಸহଙが発生した場合は、
社内の機管理情報システムをৢじて社শへဌசに達するல組みを構ണしています。

（ି 1）ਉಋ三菱重工業（株）独

環境に関するୀખ੯数、
内ઍ、およびೈ઼（ି 2）

会社としてຌ金をఐचられるような重大なୀખはありまचん。（2020年 10月ଜ現在）

（ି 2）対範囲日本国内
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୭に関する KPI

ਕഇੵॢルーউਸ਼次୭৯ఏ

KPI（1）CO2排出量ط売上高

目標க

目標年

CO2排出ਉ位を 2014年২ૻ 6%చ

2020

KPI（2）水ઞ用量ط売上高

目標க

目標年

水ઞ用ਉ位を 2014年২ૻ 6%చ

2020

KPI（3）ఀಣ発生量ط売上高

目標க

目標年

ఀಣ発生ਉ位を 2014年২ૻ 6٫చ

2020

2016 2017 2018 2019

実績க 2014 年২ૻ 実績க 2014 年২ૻ 実績க 2014 年২ૻ 実績க 2014 年২ૻ

KPI（1）CO2排出量（ି1）ط売上高（ି 1）

KPI（2）水ઞ用量（ି ି）売上高ط（2 2）

KPI（3）ఀಣ発生量（ି 売上高（ି3）ط（3

18.7

0.196

2.15

4.8٫చ

5.2٫చ

0.9٫ੜ加

16.9

0.171

1.92

13.7٫చ

17.3٫చ

9.8٫చ

16.5

0.175

1.79

15.9٫చ

15.4٫చ

15.9٫చ

14.5 

0.183

1.44

22.8٫చ

11.8٫చ

32.2٫చ

（ି 1） 三菱重工業（株）独および国内外グループ会社 157社
（ି 2） 三菱重工業（株）独および国内外グループ会社 142社
（ି 3） 三菱重工業（株）独および国内外グループ会社 117社

୭に関する取ॉ組ा

環境ਔの向上

e-ラーニングなどによる環境ઇ育ढ़リय़গラムを成し、社員への環境ઇ育を実施しています。
ଢ଼ఊ७ンター主ಈの内部環境૰査員ു成ઇ育を開ಈしているऺか、࿗ಎ業や૫取ඞ従হには、日ଞ的な
管理のুದやಸ時の૪理্法に関する௧ઇ育を実施しています。

サプライヤーに対する
環境ઇ育 当社グループは、環境行動指ଉにおいて「環境্ଉについて、ステークルダーの理ੰを得るとともに連して

環境の৳全にめる。」と定めています。本行動指ଉのৣ、「三菱重工グループサプライチェーン CSR推進ガイ
ドライン」に「環境への配慮」に関するহ項を定め、その内ઍをサプライヤーにఢੴしています。

環境৳全の主な取り組み
（社会貢献活動）

（参照）

ബຑがᠫされるアढ़ウガメの৳全調査を支援
ঽ治体や NPOとの連による、の৳全活動および外ਟ生のฌ活動推進
生多様性৳全（p.57）
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୭એのଲષிભ

ছイフサイクル・॔セスওント

ଲષ開発における環境基準および
ଲષの環境୶評価（ି 1）

当社は、環境৳全や CO2చに貢献するଲષを出するல組みとして、2005年に社内共ৢのૼ
標準「環境を配慮したଲષり基本指ଉ」（非ਁ開）を定し、ଲષのライフサイクル全般にॎ
たり環境୶を評価し、環境のをったଲષりを行っています。

（ି 1）ਉಋ三菱重工業（株）独

当社グループଲષઞ用によるCO2చ貢献量

当社グループでは、代表的なଲષઞ用時の CO2చ貢献量を年、算定しています。
2019年২における当社グループଲષઞ用時のచ貢献量（ି 2）は、61,438トンとなりました。

（ି 2）各ଲષの્性に応じてঋースライン（基準年・ૻຎ対）をਝ定し、当ჾ年২の༎働・売上数等に応じたCO2చ貢献量を算出

୭ଲષの

環境ଲષ証の対ଲષ

当社グループのଲષは BtoBの工業ଲષが大半をಚめるため、環境基準や環境性能に関しては、一般的な環境ଲ
ષ証ではなく、別の൹とのీ約、ଲષਫ਼査等においてడતにૠ定・ન認を行っています。なお、当社の一
般ા向けのଲષとしてはエアコンがありますが、エアコンについては経済ਓ業が定めるエネラঋリン
グ২に対応し、エネ基準を 100%達成しています。また、ഐ๋機やートএンプ、ガスエンジン等の一部に
ついて、先的（Leading）な炭素ૼ（Low-carbon Technology）を環境が認証する、L2-Tech認証を取得
しています。

環境ଲષ証の対ଲષ
の売上ૻ率 5%満

ଲષઽطリঘース・リサイクル

ଲષ回ઽطリユース・
リサイクルの対ଲષ 当社グループのଲષは BtoB の工業ଲષが大半をಚめますが、エコデ२インやエコラঋルなどをরੱとしたプロダ

クトスチগডードシップをৢじて、ఀ ಣ・リサイクルをஅिライフサイクル全般におけるଲષ管理を進めています。
一般ા向けのଲષとしてはエアコンがありますが、エアコンについては日本のੇਗ਼リサイクル法の対ଲષで
あるため、法ഥにಋり回ઽを行っています。またঽ社レンタルフォークリフトについては、レンタルආの（レ
ンタルUP）のরから選定し、独ঽ基準でਡਫ਼・部ષ交ఌを行い、交ఌ部ષ・࿗ಎ・৳証によってگランク
にীけて「認定রଽ」として売する新しいビジネスモデルを国内でੂめて構ണし取り組んでいます。

ଲષ回ઽطリユース・リサイ
クル対ଲષの売上ૻ率 5%満
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社内表༟২
「ঋストイঀঋーション」
による環境表༟

（参照）

2017年২に、当社グループは、グループ全体の表༟২「ঋストイঀঋーション」表༟のরに、「環境ଲષೖ」「環
境・プラクティスೖ」を新ਝしました。
2019年২は、環境ଲષೖでは、エネルॠーાや排ガスをచする「ঁイブリッド」式のプラグインঁイブリッド
ୟଛ用ഐ๋ユニット、ଲளプラント用式多成ীガス૪理システムMEROS®の 2つのଲષの関બを表༟しまし
た。またঽ社のহ業活動における環境について表༟する環境・プラクティスೖでは無ྃද࿗મ開発により
ఫ૬機金ര部ષの加工工ஙにおいてVOCの排出をచしたড়機হ業部の関બを表༟しています。

「環境に貢献するଲષ・取り組み」  https://www.mhi.com/jp/csr/environment/commendation.html

ਾઔの対೧

環境側面に関する報ઔの
対範囲 当社の財務および非財務情報開示に関しては、ਉಋとして三菱重工業（株）および連子会社を対としています。

ただし、環境関連の非財務情報は、当社体もしくは્定の範囲を対としているものがありますが、その場合は
別に対範囲を示しています。

සする੦・फ़イॻছインథ

参照する基準・
ガイドラインథ グローバル・レএーティング・イニシアチブ（GRI）  サステナビリティ・レএーティング・スタンダード

国際統合評৮会（IIRC）  国際統合報ઔフレームডーク

環境 環境報ઔガイドライン（2018年ග）  ISO26000社会的ிભに関するু引き

経済ਓ業  価கੈガイダンス
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CO2ൾল（ス॥ーউ 1・2） CO2ൾলਉਜ਼చ૨（2014ফ২ૻ）

三菱重工グループは、三菱重工グループশ環境目標（20182030ع）およびਸ਼次環境目標（2018 年২2020ع 年২）のর
で、CO2排出量をచする目標をਝ定し、হ業活動やଲષ・サービスをৢじて気候変動ਖのੰ決に取り組んでいます。
হ業活動における 2019年২の CO2排出量は 71ਐトンとなり、2018年২の CO2排出量とૻຎしてしました。
当社グループは、「三菱重工グループਸ਼次環境目標」にಋり、引き続きエネ活動の推進や業ఒによるエネルॠー
చ等を進め、2020年২以ఋも CO2排出量のచに取り組んでいきます。

2019ফ২  2019ফ২

（ି 1）三菱重工業（株）独および国内外グループ会社 163 社

パフज़ーマンスデーॱ

気候変動に関するਅറ

気候変動に関するफ़バナンス

ிભ機関・員会

三菱重工グループ環境員会

気候変動に関する
リスク管理্法 当社では、CTO（Chief Technology Officer）が員শを務める環境員会を最高ிભ員会とするிભ体の

ৣ、CO2 をஅिആ効ટガスの排出量చをはじめとする気候変動ਖへのਮおよびి応への対応に取り組
んでいます。2016年২に、本社にਝ઼された環境企画グループがহ務ଂを૿当しています。気候変動リスクを
அि環境関連リスクは、経営への୶の大きさや社会的୶の大きさ、対策のಸ性など基準として、各部শ
がཔし、重要なものは、環境企画グループをৢして、環境員会へ上ங、対策を審৮しています。્に重大な
ものについては、社শを員শとする経営会৮に上ண、審৮のうえ、全社の重要リスクとして対策が実施されま
す。রでも、経営会৮に出ఆしている取ഁ૽会メンバーが重要だと判断した੧੯の場合、取ഁ૽会に上ண・審৮
を行っています。

気候変動による
機会の要 パリੈ定が発効したことで、CO2 排出量に対するૠがさらにਘ৲されることが୳定されます。これにより、

CO2 排出量がよりない高効率発ਗ਼ਝ等の要がಇびることが୳されます。当社グループでは発ਗ਼プラン
トの排ガスから CO2を回ઽするシステムや、CO2の排出のよりない、高効率ガスタービン発ਗ਼プラント、水
素મによる発ਗ਼システムも開発・しており、排出ૠが大きなビジネス機会であると認しています。

ൾল（ス॥ーউ 1・2） CO

  71 ਐ t （ି 1）

ൾলਉਜ਼చ૨（2014ফ২ૻ）

24.9 % 
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気候変動ਖに対する
管理活動へのイン७ンティブ

（参照）

2017年২に、当社グループは、グループ全体の表༟২「ঋストイঀঋーション」表༟のরに、「環境ଲષೖ」
「環境・プラクティスೖ」を新ਝしました。ਭೖには最大で数ેਐの報တ金がଖえられます。2019年২は、
環境ଲષೖでは、エネルॠーાや排ガスをచする「ঁイブリッド」式のプラグインঁイブリッドୟଛ用ഐ๋
ユニット、ଲளプラント用式多成ীガス૪理システムMEROS®の 2つのଲષの関બを表༟しました。また
ঽ社のহ業活動における環境について表༟する環境・プラクティスೖでは、無ྃද࿗મ開発によりఫ૬
機金ര部ષの加工工ஙにおいて VOC（ି）の排出をచしたড়機হ業部の関બを表༟しています。

「環境に貢献するଲષ・取り組み」   https://www.mhi.com/jp/csr/environment/commendation.html

（ି） VOC؟揮発性થ機৲合（Volatile Organic Compounds）

CDPへの参加

CDPには 2004年より参加し、2019年の評価は A-でした。

気候変動に関する政策

当社グループは、気候変動の取り組みを最大৲するため、経団連をৢじて政策を行っています。

TCFDषの取ॉ組ा

TCFDへの取り組み

1. 2٦目標等の気候シナリड़

2. 気候関連リスク・機会

3. 経営ਅ略・リスク管理

4. 財務上の୶

気候変動ਖに対する९リগーションが、当社グループのટたす社会への貢献、ிભとኇえ、হ業ਅ略
として৮の上、策定しています。
環境のための取り組みは、当社グループহ業全般において行っていますが、最も୶の大きいエネ
ルॠー関連ଲષহ業をরੱに以ৣの取り組み・ীෲを行っています。

ਗ਼力要は全世界的にಇশし、ગ生可能エネルॠーૻ率もఁ大
  米؟ ਗ਼৲の進னによりਗ਼力要がੜ加する一্で、ગ生可能エネルॠーがさらにし、炭素৲が進ि
  東વアジア؟ 経済成শによりਗ਼力要ੜ加がৄまれ、ગ生可能エネルॠーに加え定ਗ਼౺も要

・ લ炭ౌ力発ਗ਼所新ਝはൊ向
・ ただしエネルॠー७य़গリティの௴ਡから、環境のいౌ力発ਗ਼入ニーズも引き続きோ在

ਗ਼力定ஔを目的としたใਝ発ਗ਼所の運ૡಲ続のための炭素৲ୗニーズ
・ LNG市場のఁ大にൣい、新ਝガス発ਗ਼ਝ要はরশ的にම調
・ 洋上௯市場のಇশ（ପরੱから、ਨ米・アジアへもఁ大（約 （（年ط6GWع4

・ 2021年以ఋの市場をৄྚえたリ९ースの最ి৲（ગౣ、人員シフト等）
・ 炭素৲ニーズへの९リগーションの

洋上௯の量ਓ体ਘ৲、世界最大出力機の市場投入
ગ生可能エネルॠーとの共生、లਟ的に炭素社会へ（水素Ꮦきガスタービン等）

・ 最先ഈૼの推進（IGCC、高効率 GTCCطUSC（ି 1）、CCSطCCUS（ି 2））
・ AIطIoTૼの९リগーション
・ 各地域のニーズと્性に合ॎच、ସの高いエネルॠーインフラを੧するための指標となる Key Index

Approach「QoEnTM」（ି 3）の開発

হ業計画のরでਫ਼ୈし、そのટをખした上で決算発表やহ業ਅ略ହ等においてਁ表

（ି 1）USC؟தرಏ界ಓ発ਗ਼  （ି 2）CCSطCCUS؟CO2回ઽ・ฅطCO2回ઽ・利用・ฅ  （ି 3）QoEnは三菱重工業（株）のૹ標です

��



気候変動にेる୶

হುਡにउऐる気候変動ਮにऐञ取ॉ組ा

エネ活動
当社グループはহ業活動で排出される CO2をஅिആ効ટガスのచに向けて、各ುਡで LED照ஓや高
効率な変ਗ਼ਝにಌ新するなど、エネルॠー৲やエネルॠー効率ఒに向けた取り組みを行っています。

ગ生可能エネルॠーの入
ગ生可能エネルॠーを入することで、হ業ುਡでのਗ਼力ઞ用をৢじたCO2をஅिആ効ટガスの排出量のచに取
り組んでいます。各ುਡで太഻発ਗ਼ਝの入や水力発ਗ਼によるਗ਼力をභ入しており、MitsubishiTurbocharger Asia 
Co., Ltd. のタイ工場では、2018 年 3 月にો上に太഻発ਗ਼ਝをਝ઼しました。この発ਗ਼ਝにより年 3,000ト
ンいCO2をచし、CO2排出量のచに貢献したとして、タイ政ਿからも表༟をਭけています。

気候変動ਮにఞଖするଲષ・サービス

気候変動ਮにఞଖする
ଲષ・サービスの要
または当社グループଲષ
ઞ用による CO2చ貢献量

当社グループは、高効率なౌ力発ਗ਼プラントやਉ子力発ਗ਼プラントなどの大ૠெ発ਗ਼ૼ、௯力や地などગ生可
能エネルॠーを利用した発ਗ਼システム、ୟଛの高効率৲を実現する௩や交ৢシステム、ઞ用時のエネルॠー効
ટが高いートএンプૼをઞった૬調システムなど、炭素社会実現に向けて広範囲に取り組んでいます。2019
年২における当社グループの代表的なଲષઞ用時CO2చ貢献量（ି）は、61,438トンとなりました。

（ି）各ଲષの્性に応じてঋースライン（基準年・ૻຎ対）をਝ定し、当ჾ年২の༎働・売上数等に応じた CO2చ貢献量を算出

ആટफ़スൾল

ઉமആટफ़スൾল（ス॥ーউ 1）

位 2016（ି 1） 2017（ି 2） 2018（ି 3） 2019（ି 4）

CO2排出量（連）

そのの排出量
（三菱重工体）

CH4

N2O 

HFCs

PFCs

SFCs

その

実績

ਸ਼三認証（国内）

実績

実績

実績

実績

実績

実績

kt

kt

t-CO2

t-CO2

t-CO2

t-CO2

t-CO2

t-CO2

221

193

193

123

1,545

0

44

0

188

151

82

458

791

0

42

0

184

135（ି 5）

259

464

1,303

0

39

0

185

122（ି 6）

51

187

579

0

21

0

（ି 1）三菱重工業（株）独および国内外グループ会社 137 社
（ି 2）三菱重工業（株）独および国内外グループ会社 152 社
（ି 3）三菱重工業（株）独および国内外グループ会社 163 社
（ି 4）三菱重工業（株）独および国内外グループ会社 157 社（売上高ढ़バー率97٫؟）
（ି 5）三菱重工業（株）独および連হ業会社 16 社
（ି 6）三菱重工業（株）独および連হ業会社 14 社
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மആટफ़スൾল（ス॥ーউ 2）

位 2016（ି 1） 2017（ି 2） 2018（ି 3） 2019（ି 4）

実績

ਸ਼三認証（国内）

kt

kt

653

469

649

433

609

358（ି 5）

526

302（ି 6）

（ି 1）三菱重工業（株）独および国内外グループ会社 137 社
（ି 2）三菱重工業（株）独および国内外グループ会社 152 社
（ି 3）三菱重工業（株）独および国内外グループ会社 163 社
（ି 4）三菱重工業（株）独および国内外グループ会社 157 社（売上高ढ़バー率97٫؟）
（ି 5）三菱重工業（株）独および連হ業会社 16 社
（ି 6）三菱重工業（株）独および連হ業会社 14 社

ആટफ़スൾল（जの）（ି）

位 2017 2018 2019

ୟଛ、配ଛ（ৣ） 実績 t 3,095 1,374 1,647

（ି）三菱重工業（株）独

エॿルॠーા

エॿルॠーા

位 2016（ି 1） 2017（ି 2） 2018（ି 3） 2019（ି 4）

実績 GWh 2,425 2,231 2,147 2,097

ਗ਼気භ入

位 2016（ି 1） 2017（ି 2） 2018（ି 3） 2019（ି 4）

実績 GWh 1,263 1,269 1,191 1,120

ગে૭ચエॿルॠーઞ৷

位 2016（ି 1） 2017（ି 2） 2018（ି 3） 2019（ି 4）

実績 GWh 10 12 17 18 

（ି 1）三菱重工業（株）独および国内外グループ会社 137 社
（ି 2）三菱重工業（株）独および国内外グループ会社 152 社
（ି 3）三菱重工業（株）独および国内外グループ会社 163 社
（ି 4）三菱重工業（株）独および国内外グループ会社 157 社（売上高ढ़バー率97٫؟）
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エॿルॠーઞ৷ৰౚ（ব）

位 2017（ି 1） 2018（ି 2） 2019（ି 3）

ਗ਼力

A重అ

B・C重అ

ガ९リン

ೄఅ

ྩఅ

ジェットમ

一般炭

コークス

市ガス

LPG

LNG

લఅ௺炭৲水素ガス

ആ水

ഐ水

Ⴊ気

GWh

ML

KL 

ML

ML

ML

ML

kt

t 

Mm3

kt

kt

Km3

GJ 

TJ

TJ

840

4

0.1

2

7

3

0.7

0.2

0

39

5

0.5

0.4

ڱ

13

11

739

5

0

0.7

4

2

0.7

0.1

0

38

4

0.2

0

30

17

10

699

3

20

0.3

3

4

0.7

0.1

0

36 

4

0.1

0.1

21

7

4

（ି 1）三菱重工業（株）独および国内グループ会社 66 社
（ି 2）三菱重工業（株）独および連হ業会社 16 社
（ି 3）三菱重工業（株）独および連হ業会社 14 社
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ઞ৷ ઞ৷ਉਜ਼చ૨ （2014ফ২ૻ）

三菱重工グループは、三菱重工グループਸ਼次環境目標（2018 年২2020ع年২）のরで、水ઞ用量をచする目標をਝ定し、
হ業活動における水ઞ用量のచに取り組んでいます。
2019年২の水ઞ用量は 840ਐ m3となり、2018年২とૻຎしてしました。
当社グループでは、三菱重工グループਸ਼次環境目標にಋり、水調査によるଫଓఊや、工ஙఒによるచ活動等を実施
し、2020年২以ఋも引き続き水ઞ用量のచに取り組んでいきます。

2019ফ২  2019ফ২

（ି 1）三菱重工業（株）独および国内外グループ会社 150 社

パフज़ーマンスデーॱ

リスクに関するਅറ

リスクに関するफ़バナンス

ிભ機関・員会

三菱重工グループ環境員会

水リスクに関する
リスク管理্法 当社グループは、ਸ਼次環境目標のরで、水資౺のથ効活用についても当社グループ統一のచ目標をਝ定し、

グループ全体で取り組んでいます。グループ会社各社で計画している環境マネジメントプログラム等をৢじ水
ઞ用量చに関する活動計画を策定しており、ిજな水資౺の管理をっています。水関連データについては、
報ઔ・ૐ約できる ITシステムを活用して各社の進⎃状況をન認しています。

水ストレス地域における
水リスク管理 当社グループのহ業ன開地域のうち取水量が多い国内外のଲୗುਡを対に、「Aqueduct Water Risk Atlus

(ver.3.0)」を用いた水ストレス地域の調査を実施しました。調査対ುਡのうち High Risk以上にীథされる地
域に位઼するುਡは全調査対ುਡの 17%にあたる 4 ುਡでした。০、০回の調査・ীෲટを౷まえ、高
リスクುਡのྴ出、各ುਡにおける水リスクの્定や対策ਘ৲などを進め、ುਡごとの水リスク管理の高২৲を
ります。

ઞ৷ਉਜ਼చ૨

  840 ਐm3 （ି 1）

ઞ৷ਉਜ਼చ૨ （2014ফ২ૻ）

14.4 % 
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リスクのଵ৶

水ସ

排水に関しては、法ૠに基づいた水ସ管理を実施しています。2019年২においては、関連法ഥの定める水ସ
基準にୀખしたহはありまचんでした。

水に関する
法ૠ・ઘ・価ત変৲ 日本国内では、法ૠਫの情報を入ু次ਸ਼、ి対応しています。ਲ外グループ会社については、工場の水ઞ

用量等のデータཔを進めています。

ঽ社ଲષをৢखञリスクに対する取ॉ組ा

ଲષのઞ用による
水ઞ用量のచ হとして、水がないサウジアラビア向けの発ਗ਼プラントでは、ਲ水からઌ水をるਲ水ཤ水৲プラントを発

ਗ਼プラントと७ットで૦ਝすることにより水ઞ用量をచするなど、当社のもつ்広いীのଲષを組み合ॎ
चて、水ਖに対する९リগーションをしています。

ଲષのઞ用による
水ସ୶のਮ ᆼಎ઼の排水૪理など環境に配慮したౌ力発ਗ਼システムにより、水ସ୶のਮに貢献しています。

ઞ৷

ઞ৷のచ

水ઞ用量のచ 位 2016 2017 2018 2019

ગ利用水ઞ用量（ି 6）

水ઞ用量

排水量（ି 7）

取水量

ਸ਼三認証（国内）

取水量内

上水水

  ਸ਼三認証（国内）

工業用水

ਸ਼三認証（国内）

地ৣ水

ਸ਼三認証（国内）

リサイクル水のઞ用ૻ率（ି5）

水ઞ用ਉ位（ି 8）

ਉ位చ率（2014年২ૻ）

ਐ m3

ਐ m3

ਐ m3

ਐ m3

ਐ m3

ਐ m3

ਐ m3

ਐ m3

٫

ਐ m3

%

ਐ m3

903（ି 1）

775

383

275

344

329

176

171

32

7.8

935（ି 1）

0.196

5.2

403

850（ି 2）

683

368

224

307

284

175

173

26

6.7

876（ି 2）

0.171

17.3

1,027

925（ି 3）

666（ି 5）

417

212（ି 5）

303

286（ି 5）

205

167（ି 5）

22

6.0

947（ି 3）

0.175

15.4

1,048

840 ି 4）

647（ି 6）

318 

180（ି 6）

315

291（ି 6）

207

176（ି 6）

18

5.0

860（ି 4）

0.177

11.8

794

（ି 1）三菱重工業（株）独および国内外グループ会社 131社
（ି 2）三菱重工業（株）独および国内外グループ会社 156社
（ି 3）三菱重工業（株）独および国内外グループ会社 150社
（ି 4）三菱重工業（株）独および国内外グループ会社 142社（売上高ढ़バー率 94٫）
（ି 5）三菱重工業（株）独および連হ業会社 15社
（ି 6）三菱重工業（株）独および連হ業会社 13社
（ି 7）三菱重工業（株）独
（ି 8）売上金額（）対水ઞ用量にて算出
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「環境基本্ଉ・行動指ଉ」「三菱重工グループ CSR行動指ଉ」を、環境の「生多様性ড়参画ガイドライン」や経団連
の「生多様性്」をෆஅするものと位઼づけています。これらの্ଉ・指ଉにปって、各地યで生多様性の৳全につな
がるさまざまな活動を推進しています。

আック॔ッউ

ബຑऋᠫऔれる॔カウफ़ওの৳৸৹ਪを支援

当社グループのロॣットઊ上ऑୟଛサービスহ業の主要ುਡである種子ਣにおいて、2015 年২より、認定 NPO 法人アースウォッ
チ・ジャパンが主ಈする「種子ਣのアढ़ウガメ৳全調査」を支援しています。アढ़ウガメは、世界的にബຑがᠫされており、
種子ਣは日本で 2 番目にアढ़ウガメのਓຼが多い地域でありながら、これまで৳全のための体別調査がऺとんど行ॎれてこ
なかったため、本調査がアढ़ウガメの生ଙのੰ、ऱいては৳全にᇽがることがୄされます。現地調査には当社グループの社員
もランティアで参加し、NPO法人日本ウガメੈ৮会の指のもと、ਓຼのガメに体別用の標をಎ着したり、ᝎ৲し
た子ガメたちのᐲഝ調査や体重定などを行っています。このহ業は、「国連生多様性の 10 年日本員会（UNDB-J）」が推တす
るহ業として認定をਭけています。2020年 9月、ૌு 6年の調査活動の成ટをまとめ、当社ウェブサイトにൕൗしました。
（参照）三菱重工ウェブサイト 生多様性   https://www.mhi.com/jp/csr/environment/biodiversity_initiatives.html

ᐲഝ配ഔのન認（外ढ़メラで୶） 子ガメの体重定（外ढ़メラで୶）

出をৄஹるランティア（外ढ़メラで୶） ਲへ向かう子ガメたち（外ढ़メラで୶）

調査活動にレクチャーをਭけるランティアのさん
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の৳৸活動ृ外ਟেのฌ活動を推進

年、地্ঽ治体などでは、企業によるତ活動を支援する取り組みに力を入れています。当社グループも各地のঽ治体などと
連して৳全活動を推進。多様な生が生අするをஹるため、社員やそのੇఔがরੱとなってやᅇなどの活動に取
り組んでいます。また、NPOなどと連し、日本の生ଙ௺に୶をଖえる外ਟ生のฌ活動にも積ா的に参加しています。
ৼெਉଲ所では三菱重工エンジン٭ターチャージャ（株）が主体となり 2009年以ఋ年、ઋఱਆが取り組んでいる「かなが
ॎ水౺のづくりহ業」に社員のঽே環境৳全に対するਔを高めるためにગ生パートナーとして参画し、৳全活動に
ੈ力しています。

参加した社員とそのੇఔ

হುਡにउऐるে性৳৸

三菱パডー（株）高ෛ工場では、環境ア७スのટに基づき、ൌ（॰コウジগ・コシガヤ）৳૧のために௧用୨ତし
生育を行っています。また、三菱重工工機༊（株）（本社ཱྀ؟வ東市）では、ኈູをથするཱྀவをುਡとする企業として
「ኈູをರす会」主ಈの外ਟຂฌ活動に年参加しኈູの環境৳૧・生ଙ௺৳全にੈ力しています。

パフज़ーマンスデーॱ

ে性の取ॉ組ा

生多様性に関する
活動計画と୶評価 হ業所などでは、ఢ囲の生多様性への୶を最৵にめるため、さまざまな取り組みを行っています。
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ఀಣে य़シレンؚトルエンؚエॳルঋン८ンপ気ൾল

三菱重工グループは、三菱重工グループਸ਼次環境目標（2018年২2020ع年২）でఀಣ発生量（થ૩ఀಣをஅि）をచ
する目標をਝ定し、ী別のජೲやગ利用のയ進、加工ロス最৵৲等によりఀಣの排出೪にめています。
2019年২のఀಣ総発生量は 170トンとなり、2018年২とૻຎして、データૐ計社数の変動にൣいしました。
また、大気ළഉのਉ因ସの一つである VOC（揮発性થ機৲合）については、グループ全体で્に排出量の多いय़シレン、
トルエン、エチルঋン८ンの排出量のಲ続的なモニタリングを行いながら、排出量のచに取り組んでいます。
主な取り組みとして、三菱重工業（株）と国内࿗મメーढ़ーが共同で VOC をஅまない無ྃද࿗મを開発し、ఫ૬機金ര部ષ
の加工工ஙにおける VOC排出量を大்にచしました。
2019年২の VOC排出量は 815トンとなり、2018年২とૻຎしてしました。
当社グループでは、引き続きఀಣ発生量および VOC大気排出量のచに取り組んでいきます。

2019ফ২ 2019ফ২

（ି 1）થ価をஅि。三菱重工業（株）独および国内外グループ会社 116 社（売上高ढ़バー率92٫؟）
（ି 2）三菱重工業（株）独および国内グループ会社 28 社（売上高ढ़バー率85٫؟）

パフज़ーマンスデーॱ

ළഉ・ఀಣ

ఀಣൾল

実績 位 2016（ି 2） 2017（ି 3） 2018（ି 4） 2019（ି 5）

発生量（ି 1）

ਸ਼三認証（国内）

リサイクル量（ି 1）

最ી૪ী量

 t 

 t 

 t 

 t

180

137

142

7

189

119

123

9

173

49（ି 6）

130

14

170

56(ି 6) 

120

12(ି 7)

થ૩ఀಣൾল

位 2016（ି 2） 2017（ି 3） 2018（ି 4） 2019（ି 5）

実績  t 11 11 10 10

（ି 1）થ価をஅि
（ି 2）三菱重工業（株）独および国内外グループ会社 137 社
（ି 3）三菱重工業（株）独および国内外グループ会社 152 社
（ି 4）三菱重工業（株）独および国内外グループ会社 118 社
（ି 5）三菱重工業（株）独および国内外グループ会社 117 社（売上高ढ़バー率92٫؟）
（ି 6）三菱重工業（株）独および連হ業会社 14 社、થ価をく
（ି 7）হ業活動以外のఀಣの最ી૪ী量をく

य़シレンؚトルエンؚエॳルঋン८ンপ気ൾল

170  t （ି 1）

य़シレンؚトルエンؚエॳルঋン८ンপ気ൾল

815 t （ି 2）
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ม性થਃ৲়（VOC）ൾল

位 2016（ି 1） 2017（ି 2） 2018（ି 3） 2019（ି 4）

実績（合計）

トルエン

य़シレン

エチルঋン८ン

t 

t 

t 

t 

1,878

417

965

496

2,364

484

1,192

688

1,145

313

536

296

815

294

339

182

（ି 1）三菱重工業（株）独および国内グループ会社 10 社
（ି 2）三菱重工業（株）独および国内グループ会社 28 社
（ି 3）三菱重工業（株）独および国内グループ会社 22 社
（ି 4）三菱重工業（株）独および国内グループ会社 28 社（売上高ढ़バー率85٫؟）
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女性ଵ৶数

三菱重工グループでは、一人ऱとりが能力をેীに発揮できる労働環境をするために、「三菱重工グループ グローバル行
動基準」を定するとともに、企業௯ଅのᅿ成、各種২のତにめています。
ஔଖや労働時等の労働基準においては、各国の法ഥᏍஹをජೲするとともに、日本国内の当社社員の労働時の上を一日
8 時ౝ 40 時と法ഥにปった੯をਝ定するなどの法ഥᏍஹにより、より良い労働環境のତにめています。加えて、
労働組合とは労働ੈ約をഁし、൛金・一時金や労働全ୋ生、౾২のఒ、経営状況等について労ઞੈ৮やਔৄ交ఌを重
बながら、労ઞの対ਵを進めています。
当社グループが持続的に発னし、また社会との共ৢ価கのୗを最大৲さचるために、হ業活動のஉୌとなる人材にも多様性
（性別、年ೡ、国ආ、がいのથ無など）がめられています。そのため、多様性を୯するダイバーシティ・マネジメント
をਘ৲しており、ダイバーシティ推進組௶を HR部内にਝ઼しています。ダイバーシティ推進組௶の体的な取り組みとし
ては、階ಽ別ઇ育への௶りみによる管理等のਔや、イントラネット上に௧用サイトを開ਝし、ダイバーシティ推進
に関する情報発ਦ等を行っています。
女性活躍推進については、女性が活躍できる௯ଅのᅿ成に向けた計画の立੧・ຄ行に取り組んでいます。また、内దਿ「く女性の
活躍を加சする੬性リーダーの会」行動്にඑ同しています。当社の重要ୖにもਝ定されていた「2020年までに女性管理職
数（ୖশৼ当職以上）を 2014年ૻで 3に引き上ऑる」という目標については、2020年 4月に達成しました。現在は、「女性従業
員数のఁ大」「य़ャリア支援」「女性管理職の計画的な育成」「௯ଅᅿ成」の 4つのテーマをൕऑ、女性のさらなるय़ャリアアップの
ためのல組みづくりやฑໞな働き্のਫ਼ୈなど環境ତを進めています。2019年 4月には、当社ੂの女性行૽員もไ生しました。
また、2020年 7月には「女性の職業生活における活躍の推進に関する法律」（女性活躍推進法）に基づき、女性活躍推進に一定
基準で優良な貢献をしている企業を厚生労働大臣が認定する「えるぼし」認定で、「採用」「ಲ続業」「労働時」「管理職ૻ率」
「多様なय़ャリアコース」の全 5項目の審査基準を満たし、3段階の最高評価である「三つ星」を獲得しました。
がいに対しては、能力とి性に応じて活躍できる場のと社会的ঽ立のയ進を目指し、ৼษઠをਝ઼するなど、職場
環境および施ਝ・ਝ面において配慮をすすめることで労支援を推進し、2018年 12月には新たな職域でがいが活躍で
きる場をਝするとともに、労支援७ンターと連して採用する等の取り組みを行いました。০はこのような職場を各地
યへਝ઼・ఁ大していく定です。こうした取り組みにより、より多くのがいの্が当社に௪を持ち、ੱしてご応൳
いただけるようにめています。
2003年から定年退職（60ୃ）をಶえる従業員を対にગ౻用২をତし、さらに 2013年からは「౻用భশ」を入して、ગ
౻用২以上にメリঁリのある૪の実現やૣ利厚生面のఒなどをりました。
加えて、社員のਦྛが多様৲するরで、会৮を࿕ᒧとして開ଣすることで、၂の場所のを開しました。さらに、同性でも
法律ฬと同じૣ利厚生をਭけられるよう配慮するなど、さまざまな職場で高い経ୡகと௧性を持つ従業員の活躍を推進していきます。

2020ফ২

（ି） 2020 年 4 月 1 日時ਡのୖশৼ当職以上。三菱重工業（株）および三菱パডー（株）（従業員ढ़バー率29٫؟）

258 （৴）（ି）
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パフज़ーマンスデーॱ

ௌ௮ຯষ

性धਃভಉ

従業員数（各年২ଜ時ਡ） 位 2015 2016 2017 2018 2019 対範囲

    総数

੬性

女性







٫



٫

81,845

19,357

17,414

90.0

1,943

10.0

83,932

16,824

15,166

90.1

1,658

9.9

82,728

14,717

13,213

89.8

1,504

10.2

80,744

14,534

13,104

90.2

1,430

9.8

81,631

14,501

13,042

89.9

1,459

10.1

連

独

独

独

独

独

従業員平均ඐ続年数、平均年ೡ 位 2015 2016 2017 2018 2019 対範囲

    総数

੬性

女性

年

ୃ

年

年

16.1

39.0

ー

ー

16.2

39.2

16.2

16.6

16.4

39.5

16.4

16.6

17.0

40.1

17.0

17.2

17.6

40.7

17.7

17.4

独

独

独

独

૽員 位 2015 2016 2017 2018 2019 対範囲

総数

੬性

女性





٫



٫

59

58

98.3

1

1.7

54

53

98.1

1

1.9

58

57

98.3

1

1.7

57

56

98.2

1

1.8

63

61

96.8

2

3.2

独

独

独

独

独

管理職（ୖশ職以上） 位 2015 2016 2017 2018 2019 対範囲

総数

੬性

女性





٫



٫

4,108

4,029

98.1

79

1.9

3,478

3,398

97.7

80

2.3

3,083

2,998

97.2

85

2.8

3,196

3,096

96.9

100

3.1

3,265

3,159

96.8

106

3.2

独

独

独

独

独

がい౻用率 位 2015 2016 2017 2018 2019 対範囲

౻用率 ٫ 2.22 2.17 2.13 2.1 2.29 独

ગ౻用数 位 2015 2016 2017 2018 2019 対範囲

総数  1,613 1,284 925 696 519 独
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社のঽ

従業員数（各年২ଜ時ਡ） 位 2015（ି 1） 2016（ି 1） 2017（ି 1） 2018 2019

労働ੈ約の対となっている従業員સ合

労働組合との団体交௱（労ઞੈ৮）の回数

٫

回

99.9

44

8 99.9

36

99.9

43

88.9（ି 2）

40（ି 1）

88.9（ି 2）

41（ି 1）

（ି 1） 三菱重工業（株）独
（ି 2） 三菱重工業（株）独および国内グループ会社 10 社（従業員ढ़バー率 49.3%）

ৎੰ౻

位 2015 2016 2017 2018 2019 対範囲

一時ੰ౻数

一時ੰ౻をൣう組௶変ಌに関する
団体交௱の回数



回

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

独

独
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ௌ௮（೬）಼૩২数૨（100 ਐௌ௮ৎँञॉ）

ଲୗ

「人୵๑重のಖઋにජし、立場持場で全ਸ਼一を実行すること」「全に総力をૐして、優れたଲષをつくり、社会の発னにఞଖ
すること」「೨はすべての基本であることを認し、全なମ体とిな職場づくりに全員が工と力を続けること」の 3つを
基本とした「全ୋ生基本্ଉ」をൕऑており、従業員とともにহ業活動に従হする関બৣட企業も対としています。この্ଉ
のもと、全社で労働全ୋ生マネジメントシステムを運用して、全でిな職場づくりを推進しています。2020年 9月時ਡでは、
当社グループのうち 2社（ି）が労働全ୋ生マネジメント認証ૠતである「ISO45001」を取得したহ業場を৳થしています。
労働全ୋ生に関連する取り組みの計画内ઍや進⎃については、ிભである HR૿当૽員への定的な報ઔ・審৮が行ॎれ
るとともに、HR ૿当૽員をౠশとするরఙ生ਓ員会においても、全ୋ生管理計画のੈ৮および進⎃フォローを定的に
行っています。また、ುਡごとの総ฐ全ୋ生管理・従業員・労働組合で構成するহ業所全ୋ生員会ならびに各部ୖに
おける部ୖ全ୋ生員会を月開ಈするとともに、定的に労働組合とのੈ৮を実施しています。
ଈಝ・重大಼૩等の労働全ୋ生リスクについては機管理情報として発生部より経営ಽへ機管理情報としてச報するとと
もに、各ドメインのிભより経営会৮・取ഁ૽会等の場にて಼૩要ならびに対策等について報ઔを行うこととしています。
また、ଈಝ・重大಼૩等の全ୋ生リスクが発່した場合、HR ૿当૽員は発生部へถ報ઔを行ॎचるとともに、当ჾহ
で得られたੴৄのグループ内の全職場へのఢੴ・ன開を指示、要に応じて三菱重工グループ員へのಸメッ७ージを発ਦ
することで、労働全ୋ生リスクの૰・管理を行っています。

（参照）三菱重工ウェブサイト ISO45001認証取得状況 https://www.mhi.com/jp/csr/social/health_iso45001.html

（ି）従業員ढ़バー率 3.73%

2019ফ২

2019ফ২

（ି） 三菱重工業（株）独およびグループ会社 23 社（従業員ढ़バー率 48.5٫）、100 ਐభ実労働時あたり

৸ୋে੦本্ଉ

ਕഇੵॢルーউ৸ୋে্ଉ

ْ੦本্ଉٓ
ِ人୵๑重ّのಖઋにජし、全を୦よりも優先する。

ْষ動指ଉٓ
1. グループ一体となって、グループ内の連をり、全員参加で、全ୋ生水準の持・ఒにめる。
2. グループ各社は、全ୋ生をহ業運営上の最重要ୖと位઼付け、全ୋ生管理体をન立し、ிભと૽સをનにし、

全ୋ生活動に取り組ि。
3. 全ୋ生活動は、目標をਝ定し、実行・評価することで、ಲ続的なఒをり、労働಼૩・職業性ႈ୰のேଆૃにめる。
4. 全でੱな職場とするために、職場のリスクをનにし、そのリスクの性ସに応じた対策を実施することで、ཎ在リスク

の最৵৲をる。
5. 一人ऱとりが、関連法ૠ、基本ルールびそのの要হ項のᏍஹをජೲし、ઇ育のਭをৢじ、全ୋ生に対するਔの

高๐をる。
6. ೨はすべての基本であることを認し、全なମ体とిな職場づくりに全員が工と力を続ける。

ௌ௮（೬）಼૩২数૨（100 ਐௌ௮ৎँञॉ）

0.27（৴）䃺（ି）

1.20
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আック॔ッউ

শୗ௩ਚに「৸ੱை」を৫ਝ

「رの生ਓ活動において働くൎの๑い୵をなくすようなことをബ対କこさない」という決ਔのもと、2012年 10月、শୗ௩所に
「全ੱை」という全ઇ育施ਝを開ਝしました。この施ਝは、಼૩のગ現൸やൕ示から಼૩ଆૃのএイントや対策を৾व「಼
૩হன示॰ーン」、人がエラーをକこすਉ理を体ୡઇ育や಼૩হを交えながら৾び、૫ੴトレーニングもできる「গーマン
エラー৾ಆ॰ーン」の 2 つから構成されています。この施ਝを管理から業まで一人ऱとりが಼૩のさやၞさをੱでじ、
「০どうあるべきか、ঽীは୦をすべきか」に気付き決ਔする場として活用し、全性の向上と全ધ৲のᅿ成をっています。

全ੱை

パフज़ーマンスデーॱ

ௌ௮৸ୋে

業務上ଈಝ数 位 2015 2016 2017 2018 2019

対範囲

従業員

ட業





独

0

0

独

0

2

連（ି 1）

0

1

連（ି 1）

0

0

連（ି 1）

0 䃺

4 䃺

೬業಼૩২数率（ି 2） 2015 2016 2017 2018 2019

対範囲

従業員

ட業

独

0.11

0.45

独

0.28

0.41

連（ି 1）

0.18

0.46

連（ି 1）

0.17

0.29

連（ି 1）

0.19 䃺

0. 33 䃺

೬業ႈ୰২数率 2015 2016 2017 2018 2019

対範囲

従業員

独

0.02

独

0.02

独

0.08 

独

0.03 

独

0.03 䃺

労働಼૩੯数 位 2015 2016 2017 2018 2019

対範囲

従業員

ட業

੯

੯

独

34

ص

独

39

ص

連（ି 1）

19

52

連（ି 1）

17

37

連（ି 1）

18 䃺

38 䃺

労働時 2015 2016 2017 2018 2019

対範囲

時

独

108,164,976

独

89,026,326

独

218,665,120

独

227,229,887

独

207,196,189 䃺

（ି 1）三菱重工業（株）独およびグループ会社 23 社（従業員ढ़バー率 48.5٫）
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ٹ ௌ௮಼૩చにऐञ৯ఏ（ି 1）

ଈಝ・重大಼૩੯数 2016 2017 2018 2019 2020

目標

実績

0

2

0

2

0

0

0

5

0

（ି 1）三菱重工業（株）独およびグループ会社 23 社（従業員ढ़バー率 48.5٫）
（ି 2）೬業಼૩২数率とは、100 ਐభ実労働時当たりの労働಼૩によるଈം数で、಼૩発生のᄄ২を表したもの。

೬業 1 日以上の労働಼૩によるଈം数Ùభ実労働時数¼1,000,000
（ି 3）労働಼૩੯数の 2014 年2016ع 年はਂ೬಼૩をஅि全಼૩の੯数を੶ൗ

労働全ୋ生に関する
活動状況およびઇ育・ཟ発 三菱重工グループ全ୋ生্ଉを現৲するためのু段として労働全ୋ生マネジメントシステムを定め、組

௶的かつಲ続的に実施する全ୋ生管理に関するல組みを構ണしています。また労働಼૩につながるリスクを
さचるため、新ૠプロジェクトの計画時、およびใோのプロジェクトは定的に労働全リスク評価を実施
しています。その一環として、全ドメインにおいて、主に全૿当部やଲୗ部がরੱとなって業やਝに
関するリスクア७スメントを実施し、そのટに基づきఒを進めています。また、࿃ಫなどを対に、ビ
ジগアルઇ材や、಼ ૩をઑ๚体ୡできる体ਝを活用した全ઇ育に取り組み、全性の向上と全ધ৲の
ᅿ成をっています。体ਝはশୗ௩所やઋૺୗ௩所など各地域ುਡにਝ઼しています。

ಸ時の対応

ਐ一の಼૩・হ発生にえ、当社のহ業્性を౷まえたಸহଙ発生時ೈ઼ૠ定を各ドメインで定めており、
発生時の૩の最৵৲とଫઽ൶をっています。ಡचて発生状況およびਉ因の・ীෲを行うと共に、థ๚
಼૩・হଆૃ対策をじています。

೨৽

೨推進のプログラム・取り組み

・2019年 10月、n社員が働きൖᄫを実しੱମともに೨であることを大જにした೨経営に取り組ि|とする社
শの೨経営്を発ਦしました。

・社শ೨経営്をਭけ、以ৣのڱつの重ਡ項目を೨管理計画（「Actionڱ ごౘにآآ」）にまとめ、MHIグ
ループ一体となって、施策を推進しています。
⋇ ライフスタイルをఒし生活ಆຯ୰をଆするためのঊルスプロモーション活動（ഷ管リフレッシগプログ
ラム、ঊルシーメニগーの）や、三菱重工೨৳૫組合とੈ働したड़ンラインరプログラムの

⋈ スマイルあऴれる職場づくりのため、ストレスチェックの活用による職場環境ఒや、社員がৼしやすい
環境づくりを推進

⋉ スモークフリーの職場環境を目指した、ཹ所のఒ・ૐ約、ర支援の実施
⋊ 生活ಆຯ୰等のཿ性ႈ୰コントロールのため、൧の৳指・ਭ൧൭တ、持続ഷႇ定ஓをઞ用した
ႇႌ୰重ඪ৲ଆのためのプログラムのグループ内でのன開

⋋ ೨൧断実施 100%を目指す等コンプライアンスのᏍஹ
・೨管理の指標として、ം୰೬業੯数率・日数率のऺか、施策ごとに目標KPIを定めています。2019年からの

3ধ年では、メタ率の 10এイント・高ストレスჾ当職場८ロを目標として推進しています。
・新型コロナウイルスഉඪ対策の一つとして、௧用এータルサイトを立ち上ऑ、社員の行動指ଉや要な情報
・೬業ଓの્別取りඞいも定めるなど、社員のੱのᅿ成にめています。

・ メンタルঊルス対策の一環として、新入社員、ਲ外ୣാ、ু社員、管理૰等へのメンタルঊルスઇ育
を実施しています。

・ 社内のਓ業ୢ・ਓ業่૧職、また௧のढ़ウン७ラー、外部EAPのਝ઼等により社員、ਲ外ୣാおよびその
ੇఔ等がৼしやすい環境づくりをയ進しています。
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生活ಆຯ୰ଆ७ナー ঊルシーメニগー

൱ଆ७ナー 内ටᆅ定会

ਲ外渡ఫへの対応

・日本からਲ外渡ఫする社員に対しては、メンタル面もஅめた೨管理につきઇ育をしています。グローバルな
೨ୖであるற・HIV・๊ᔄ・௯ᔄ・ウイルス性ຩ༇、地域્થのマラリア・デング等の行状況やଆ法
について情報しています。ডクチンம種によりଆऍえるഉඪについては、会社のા用でଆம種を実施し
た上で渡ఫすることとしています。

・শ渡ఫもしくは渡ఫ先の状況を༓みた೨チェックを渡ఫに実施し、ਓ業ୢによる渡ఫ可౯判断を行って
います。

・新型コロナウイルスഉඪパンデック以ఋは、ਲ外在の退ೂ、新ૠਲ外ୣാのৄ合ॎच等、社員の全を
優先しながらহ業ಲ続をしています。新たなୣാは、ୣ ാのশಢにかかॎらङ、ୣ ാ൧びਓ業ୢによ
り新型コロナウイルスഉඪの重ඪ৲リスクを評価し、ୣ ാ先の行状況・ୢ資౺等を総合的にྠ੧の上、可
౯を決定しています。

・渡ఫ先にਓ業ୢ・ਓ業่૧職が出向き、ୢ施ਝ評価、൧ટや現地の情報を基に別面ம、現地のニーズに
応じたઇ育、生活環境指を実施しています。また、定的に೨管理に関するレター配ਦをしたり、ਗ਼ਵ等に
よる体調ਂ良への別ৼにも対応しています。

・ୢアシスタンスサービスとీ約し、日本ୁでのৼ・୰ງஂ・ଛのু配等のサএートをਭけられるように
しています。

ٹ ਲ外現地工হ ਓ業৳スタッフによる現地回支援の様子

ફ௯ବ 職場༦
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ٹ 現地ๆୢ機関のਓ業ୢଳ

൧  ຓఐ൧

ٹ ਓ業ୢによる೨ઇ育

現地ୣാ社員に対する೨ઇ育 現地ୣാ社員のఝ同ੇఔに対する೨ઇ育

�8



జ৩যँञॉઇ育ଢ଼ఊৎ

జ৩যँञॉઇ育ଢ଼ఊા৷

三菱重工の人材育成に関する基本的な্ଉとして、ౕ変する市場変৲に対応できるグローバル企業の実現に向けて、さまざまなઇ
育プログラムをするとともに、社員のঽ発的なय़ャリア成をയすことがこれまで以上に重要と考え、社員の能力向上を目指
したઇ育のౄ実を推進しています。職場でのOJT（On the Job Training）を基本に、入社時から階ಽ別・職能別の各種ઇ育プログラ
ムを実施しており、階ಽ別ઇ育の主なテーマとしては、リーダーシップ、マネジメントなどがあります。人材開発の重ਡ施策とし
て、グローバル対応力ਘ৲を目指した育成、ナショナルスタッフの育成、ものづくりを支えるুૼ能の育成、グループ会社の社
員に対するଢ଼ఊ活動などに力を入れています。

2019ফ২

2019ফ২

パフज़ーマンスデーॱ

য౫৫

য౫৫マॿジওント

人材開発の重ਡী

社員のঽ発的なय़ャリア成をയすとともに、グローバル対応力ਘ৲を目指したઇ育、ナショナルスタッフの育
成、グループ会社の社員に対するଢ଼ఊ、女性の活躍推進をরੱに、人材開発の取り組みを進めています。

য౫৫উটॢছ

プログラム（1）

হ業上の効ટٹ

参加従業員数

ॢটーバル対ૢৡਘ৲を৯指खञ育成
グローバル対応力の一ಽのਘ৲を目的に、2011年২からু社員のਲ外ୣാ২（MGT؟ MHI Global Training）
などをਝけています。

グローバル人材としてのਔのଫᅿ成と組௶全体のグローバル対応力向上をન実にします。

2019年২は 9が参加

జ৩যँञॉઇ育ଢ଼ఊৎ

19.4 ৎ

జ৩যँञॉઇ育ଢ଼ఊા৷

28,184 
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プログラム（2）

হ業上の効ટٹ

参加従業員数

ਲ外ॢルーউভ社జ৩の育成
グローバル৲やダイバーシティを加சしていくためには、ਲ外グループ会社をஅめた多様な人材の能力・スय़ル
の向上がਂ可ಳです。当社グループでは、ਲ外グループ会社や地域の経営を૿う人材の育成のために、లਟのリ
ージョンطローढ़ルୌ部候ଓ向けଢ଼ఊをਘ৲しています。2017年২からコンテンॶと対を一新したこの選
抜プログラムは、インド・バンガロールにてਲ外全地域のグループ会社から推໗された優ೢ人材と日本からの推
໗を合して行ॎれています。インド༽指のビジネススクールと連したଢ଼ఊ内ઍに加え、マーॣットとして
も ICT ௺スタートアップの先進地としてもྟ力的なバンガロール市内でのフィールドডークも実施し、多様性
とඵౕに୕んだプログラムとなりました。
2019年২からはこれまで実施してきた 2コースのうち、1コースをड़ーストラリアで実施することとし、ਨ米
地域からのアク७スのఒをり、また、ड़ーストラリア༽指のビジネススクールと連してহ৾ಆの効率を
高めるなど、さらなるプログラムのౄ実にめています。

ਲ外グループ会社の経営を૿えるように、経営人材として要なੴの付ଖとリーダーおよび当社グループの
一員としてのঽಁをയすことを్いとしています。

2019年২は計 20が参加

プログラム（3）

হ業上の効ટٹ

ुのतऎॉを支इるুૼચの育成
全社共ৢのઇ本のତなど、全社的なઇ育の共ৢ৲・統一৲をるとともに、動画（DVD）を成し、ঋテランಽ
がသってきた「ွのૼ」をデジタルデータにଋすなどして、ન実なૼ能അとুのଫ育成に取り組んでいます。
さらに、ૼ能レঋルの向上とুの活性৲をることを目的に、「機༊組立」「ᄑೕ」「ྃம」などのীで全社
的なૼ能଼ૼ会を開ಈしています。加えて、指する社員の指力ਘ৲にも取り組んでいます。

当社グループでは、ঋテランૼ能の退職が進िとともにুૼ能がੜ加しており、ものづくりのਸ਼一を支
えるૼ能の育成が務となっており、組௶的な育成プログラムによりૼಲഅをન実にしていきます。

プログラム（4）

হ業上の効ટٹ

ॢルーউভ社の社৩に対するଢ଼ఊ活動
当社グループ一体での人材育成を推進するため、階ಽ別のマネジメントଢ଼ఊやビジネススय़ルଢ଼ఊをグループ
共ৢのプログラムで実施しています。また、2017年২から、これらのଢ଼ఊをグループ合同で開ಈし、グループ
全体でのઇ育機会のఁౄをるとともに、会社・部を௭えたਭの交をയし、グループとしての一体
のᅿ成を進めています。

当社グループ全体の経営とহ業体ସのਘ৲をન実にします。
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育ు೬取得の୮૨

育ు೬取得の定ା૨

社員がலহとੇ൦を立しやすい環境をତえるため、育ుやஂ૧などに配慮したさまざまな支援২のఁౄに取り組んでいます。
2011年 11月には、ਂ治のために取得できる「チャイルド・プラン೬業」、育ుや่૧、႔রのৢඐਮなどの合に合ॎच
て 2時位で೬ၿを取得できる「時位年೬」をତ。さらにஂ૧೬業・ஂ૧ඐ務のをఁౄし、ஂ૧೬業はৢ算してع1 1
年以内、ஂ૧ඐ務はஂ૧হがຑするまでの要な取得可能としました。また、2016年 4月からは育ుඐ務・ஂ૧ඐ務
および႔রのを対に在୧ඐ務を入、さらに 2019年 8月からは利用対の範囲を全社員にఁ大し、より社員ر人のহ情
に合ॎचたフレय़シブルな働き্の実現にめています。なお、育ు೬業、育ుඐ務、ஂ૧೬業、ஂ૧ඐ務の各২は、いङれも法
定を上回る২となっており、育ు・ஂ૧などに関する各২・ু続きについては、イントラネット上にൕൗし、社員が情報をල
に得られるようにしています。また、育ు೬業のスムーズな職場୮ష支援のための、育ు೬業と育ు೬業経ୡとのౠ会の定
的な開ಈや、ஂ૧職ଆૃのためのஂ૧७ナーなど、২のତ以外の取り組みにもି力しました。
শ時労働のచに向けては、労働時に関する員会を定的に開ಈしています。また、在୧ඐ務やスーパーフレックスタイム
（コアタイムのないフレックスタイム）の入等で効率的な働き্を目指し社員の生ਓ性向上を推進しています。
さらには、社員のডークライフバランスをન৳することに加え、多様৲するライフスタイルへ対応するため、ક支援策をはじめ、
ન定ು出年金২（ି）や従業員持株২、退職金২、企業内৳育ୱなど、さまざまなૣ利厚生২を入しています。
また、当社グループが持続的に発ன・成শしていくਉ動力として、グループを支えるすべての多様な人材が活き活きと働く企業になる
ことが要ਂ可ಳであると考えており、その実現に向けて、グループ員のエン।ージメントのയ進と組௶力の向上に取り組んでいます。
グループ員のエン।ージメントを定するু段として 2017 年২より社員ਔ調査を実施しており、社員ਔ調査のટを౷まえ、
「ਅ略・্向性、目的の共થ」「権ඒの⃧達৲やルールのৄઉし、業務内ઍ・プロ७スఒ等の業務変」「人হ২と運用のৄ
ઉし」等に主ཽを઼き、全社的・ಲ続的な取り組みを行っていきます。
（ି）対範囲は三菱重工業（株）独および国内グループ会社 27社

2019ফ

2019ফ

আック॔ッউ

ॢルーউয౫ਁ൳২

「成শの機会」を多様৲さच、当社グループの成শのਉ動力となるグループ員エン।ージメントと組௶力を向上さचる取り組
みとして、グループ内人材ਁ൳২を入しました。これは社員ঽらのਔઓによる౮動を可能とする২で、ਁ൳部の選考
に合તした場合に౮動することができます。2019 年からこれまでڮ回実施し、合計数௲人の応൳があり、約 20 人（2020 年
9月時ਡ）のグループ員が౮動して新たなチャレンジをめています。当社グループにはさまざまなੴ・経ୡやバックグラ
ウンドを持った優ೢな人材がたくさんいます。こうした人材がใோのをதえて活発に交し、イঀঋーションにつなऑるこ
とを可能とするல組みのତを進めています。

育ు೬取得の୮૨

99.4 %

育ు೬取得の定ା૨

97.3 %
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パフज़ーマンスデーॱ

য౫のન৳ध定ା

జ৩の成ౚ評価

位 2015 2016 2017 2018 2019 対範囲

目標管理による評価を行っている従業員のસ合

多面的な成績評価を行っている従業員のસ合

%

%

58

42

63

37

60

40

60.9

39.1

60

40

独

独

఼৷ध

採用数 位 2015 2016 2017 2018 2019 対範囲

    総数

੬性

女性





٫



٫

589

518

87.9

71

12.1

469

416

88.7

53

11.3

316

277

87.7

39

12.3

288

247

85.8

41

14.2

460

396

86.1

64

13.9

独

独

独

独

独

総職率

੬性

女性

%

٫

٫

5.6 3.3 2.5 3.1

2.7

7.3

2.5

2.3

4.4

独

独

独

ঽഞ合退職率

੬性

女性

%

٫

٫

0.7 0.7 0.8 1.1

0.9

2.5

1.1

1.0

2.5

独

独

独

ඐ続年数

੬性

女性

年

年

年

16.1 16.2

16.2

16.6

16.4

16.4

16.6

17.1

17.0

17.2

17.6

17.7

17.4

独

独

独

社৩ਔ৹ਪ

当社グループは、グループ員のエン।ージメントやエン।ージメントにび付く種رの要員を定するু段として、2017 年
২より社員ਔ調査を実施しています。
2018年২ટに対する対策実施のを૿৳するため、2019年২については実施をৄଛりましたが、2020年২は 10月11ع
月に実施しました。

位 2017（ି 1） 2018（ି 2） 2020（ି 3）

エン।ージメントが高い社員のસ合

回答率

%

%

57

82

55

87

56 

88

（ି 1）対範囲は三菱重工業（株）独および国内グループ会社 18 社
（ି 2）対範囲は三菱重工業（株）独および国内外グループ会社 78 社
（ି 3）対範囲は三菱重工業（株）独および国内外グループ会社 124 社
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য়支援

立支援২利用状況 位 2015 2016 2017 2018 2019 対範囲

育ు೬業২利用数

うち੬性

育ుඐ務২利用数

うち੬性

チャイルド・プラン೬業利用数

ஂ૧೬業২利用数

ஂ૧ඐ務২利用数

育ు೬業取得の୮職率

育ు೬業取得の定着率















٫

٫

219

20

465

72

3

5

14

98.2

96.0

182

17

444

99

4

2

13

99.1

98.1

203

36

459

134

2

7

19

97.2

98.5

199

43

532

192

1

18

29

98.0

98.8

257

113

480

218

1

8

15

99.4

97.3

独

独

独

独

独

独

独

独

独

年次થஔ೬ၿ取得率  

在୧ඐ務২利用実績（ି 1）

%



76.8

80

77.7

119

81.4

191

80.9

362

77.7

2,280

独

独

（ି 1）対範囲は 2019 年 7 月までが育ుඐ務・ஂ૧ඐ務利用および႔রの社員。2019 年 8 月からは全社員
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যਥཟଢ଼ఊਭ数

三菱重工グループは、国際約等のরで表されている人権および労働の権利をਘく๑重します。2015年 5月にビジネスと人権
に関する指ਉಋなど国際的なガイドラインを参照した「三菱重工グループ グローバル行動基準」でグループ共ৢのૠ範を定し、
この行動基準をৢじて、当社グループは一つの共ৢの企業ધ৲をᅿ成していきます。その企業ધ৲とは、お൩いのਦであり、当社
グループで働く人びとは、人種、ျの౦、ઇ、政治的ਦ、性別、年ೡ、国ආ、性的指向、ฬഄ、૩、に一જ関ॎりなく、等
しく๑డとรਔを以ってඞॎれます。また、「人権基本্ଉ」を策定し、হ業活動に関ॎるステークルダーの人権を๑重し、持続
可能な社会の発னに貢献しています。্ ଉにおいては、人権૩などのப୶をぼすことや、これをஃশする行ನの回ೂにめる
ため、国連人権理হ会が採උした「ビジネスと人権に関する指ਉಋ」の考え্にปって行動することをૠ定しています。
当社グループは、୷別的取りඞいを一જಅઍしまचん。この্ଉのもと、各職場を対とした人権ཟ発を推進するため、年、人権
ਖやঁラスメントについての基ຊੴ、ਔਡをテーマとした人権ཟ発ଢ଼ఊを、新入社員、主ભやୖশなどの新ભ管理を対に
実施しています。2019年২は新入社員約 190、新ભ管理・૰約 1,170が人権ཟ発ଢ଼ఊをਭしました。また、パডー・
ঁラスメントଆૃཟ発のਘ৲に取り組み、2010年২から入しているパডー・ঁラスメントଆૃのための e-ラーニングをಲ続して
実施しています。社内各ುਡにਝ઼しているঁラスメントৼ員に対しては、年に一২、ঁ ラスメント等のৼをਭけた場合にిજ
に対応できるよう、ঁラスメントৼ員スय़ルアップౠを実施しています。
また、三菱グループ各社が人権ਖに連して取り組िことを目的として、1983年に発ଌした三菱人権ཟ発連൪会での「ীఐ会活
動」に参加することで、三菱グループ各社との交をるとともに先進的なহを৾び、さまざまなテーマがோ在する人権における
取り組みの高২৲をっています。
さらに 2019年২はグローバルコンパクトネットডークジャパンのগーマンライॶ・デগーディリジェンスীఐ会に参加しました。
企業がビジネスと人権のୖをどうኇえ、国連「ビジネスと人権に関する指ਉಋ」に基づくগーマンライॶ・デগーディリジェ
ンス（人権๑重の্ଉのコット、ঽ社およびサプライチェーンにおける人権૩の可能性および୶の評価、ଆૃ・ೄ・ชਫ・
済ೈ઼、活動進⎃の開示）にどう取り組िかについて、企業と共に৮しました。体的にはથ、ঽ社の取り組み進⎃
評価、ডークショップ、௪あるテーマごとのグループডークなどを行っています。

2019ফ

যਥ੦本্ଉ

当社グループは、হ業活動に関ॎるステークルダーの人権を๑重し、持続可能な社会の発னに貢献するため、2013年に「三
菱重工グループ 人権基本্ଉ」を策定しました。

ٹ ਕഇੵॢルーউ যਥ੦本্ଉ

三菱重工グループは、社ชに基づき、ઌに社会の進నに貢献する企業であり続けるため、人権๑重のிભをટたす力をして
いきます。人権૩などのப୶をぼすことや、これをஃশする行ನの回ೂにめるため、国連人権理হ会が採උした「ビ
ジネスと人権に関する指ਉಋ」の考え্にปって行動します。

যਥཟଢ଼ఊਭ数

৺1,360 
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パフज़ーマンスデーॱ

যਥ

যਥに関する৬

最高ிભ

ཛਉ ದ一 （行૽員、HR૿当૽員）

ிભ機関・員会

称

メンバー

開ಈ回数

人権ཟ発推進員会

HR૿当૽員（行૽員）を員শとし、26で構成

要に応じ、২開ಈ

যਥに関するౙੲ૪৶ওカॽズ

ৢ報ษઠのਝ઼状況

対範囲

グループ会社をஅめた社員（非ਫૠ社員もஅि）や取引先を対に、コンプライアンス上のৼ・ৢ報を行

うことができる௧用ษઠを社内外にਝけています。また、2012年 1月からは社内外に「ঁラスメントৼษ

ઠ」もਝ઼しています。

当社グループ社員および取引先
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社ভ൴活動ા

三菱重工グループは、CSR行動指ଉにಋり、হ業活動と関連性がい地域貢献、次世代育成、環境৳全を重ਡীとして社会貢献
活動を推進しています。これらの重ਡীは、当社のহ業ਅ略、ਘみ、日本およびグローバルでのດを༓み、社会価கとともに企
業価கの貢献につながることを目的に策定しました。地域貢献では、当社グループがহ業ುਡを઼いている地域社会と共生し、ਘಕ
なਦ関બをണいていくことが、হ業をಲ続していく上でਂ可ಳであると認しています。そうした考えのもと、それझれの地域્
性やધ৲に応じたさまざまな活動をன開し、地域の発னと活性৲に貢献していきます。次世代育成では、「ものづくりのੱ」と「ఐ
৾ૼ」を次世代にえることを基本্ଉとしています。2018 年২からスタートした 3 ধ年にॎたるর経営計画「2018 হ業計
画（FY2018-2020）」でも人材の育成を重ਡ施策の一つにൕऑており、次世代育成をরੱとした各社会貢献活動は、それにॎる人
材の育成にもᇽがるものとして取り組んでいます。
また、「2018হ業計画」では、地ૉ上のすべての人رがੱしてථらचる持続可能な社会へ向けた「MHI FUTURE STREAM」とい
う取り組みを推進しています。この取り組みでは、機会୩域のർด、ใோহ業のૡఌ、新ૼの発などをৢじて、現在・ਟ
の社会がઉ面するളහでなୖをੰ決していくとともに、その先にあるਟに向けて、社会の発னに合ॎचてബえない変
を続けていきます。

2019ফ

社ভ൴活動্ଉ

ୠ൴
地域社会と共生し、地域社会の発展に貢献する

三菱重工グループでは、支社・হ業所・ਲ外হ務所・ਲ外グループ会社などのುਡを઼いている地域社会と共生し、ਘಕなਦ
関બをണいていくことを基本্ଉとしています。そうした考えのもと、国内外のುਡにおいてそれझれの地域્性やધ৲に
応じたさまざまな活動をன開し、地域の発னと活性৲に貢献していきます。

次世代育成
「ものづくりの心」と「科学技術」を次世代に伝える

三菱重工グループは、শ年にॎたって多種多様なଲષを開発・ଲୗしてきました。そのഄఴのরで育んできた「ものづくりの
ੱ」や「ఐ৾ૼ」を次世代にえ、ਟへとಲഅしていくために、子どもたちをഃいての理ఐઇ育など、さまざまなઇ育活
動に取り組んでいきます。

1,328 ௲ਐ 䃺
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আック॔ッউ

2019ফ২のऩ社ভ൴活動ৰౚ

次世代育成「次世代への架け橋」 

活動ਏ 対ૢするSDGs

৶ఐ౸
হ業地域ುਡๆの৵৾ૅや、三菱みなとみらいૼைで当社グループのଲષ・ૼ
などをઇ材にした理ఐ౸業を実施。

ਕഇੵ ഌຬઇ
ロॣットઊ上ऑುਡの種子ਣや、ロॣットのଲୗ・組立を行う愛ੴఄਣ੨の工場に
全国からਁ൳した৵৾生をഃୄし、理ఐ౸業やロॣットのৄ৾を実施。

ரスএーॶઇ
次世代を૿う子どもたちにスএーॶをৢして௹かなੱと全な体を育んでもらうた
め、サッढ़ーやラグビー、ૉ、ಮ上などのスএーॶઇを開ಈ。
ਁ式合にもഃୄし、スএーॶのႸを広ऑる取組みを実施。

地域貢献「社会との絆」 

活動ਏ 対ૢするSDGs

マッॳンॢॠフト
労働組合が行った൳金に会社が同額をマッチングし、ૣක用୫ஓの状੶༨スプー
ンとフォークをභ入。社会ૣකੈ৮会をৢじて東京・૯ଘ・大ଚのૣක施ਝにఞ๔。

Table For Two
Table For Two（TFT）は、開発ಥ上国のᇡነと先進国のෝ満や生活ಆຯ୰のੰに同
時に取り組ि、日本発の社会貢献運動。
当社グループでは、この理にඑ同し、本社ビルやহ業所の୫ൡやঽ動売機等で
TFTプログラムを入。日本の代表的な୫べ「おにऍり」をৢじて、 アフリढ़・
アジアの子どもたちにആかなஔ୫をඍける「おにऍりアクション」にもグループ社
員・ੇఔが参加しました。

��



環境「地球との絆」 

活動ਏ 対ૢするSDGs

ரਣ॔カウफ़ও৳৸৹ਪ
世界的なୋ星利用ニーズఁ大にൣい、ઊ上ऑ市場のఁ大がৄまれるロॣットઊ上ऑୟଛサ
ービスহ業の主要ುਡである種子ਣにおいて、認定NPO法人アースウォッチ・ジャパンの
主ಈする「種子ਣアढ़ウガメ৳全調査」を支援し、現地調査には社員ランティアが参加。
当社グループの重要なহ業ುਡである種子ਣは、アढ़ウガメがਓຼに௰れる場所の一つだ
が、これまで体別調査はऺとんど行ॎれていなかった。種子ਣのଘఈで調査を行うこと
により、ബຑがᠫされるアढ़ウガメの生ଙをらかにし、本種の৳全に貢献していく。

「੫の」ؚ ৳৸活動
日本各地のがઉ面しているさまざまなਖをੰ決し、生の多様性にあऴれる
づくりに貢献するため、各ਿが主する「企業のづくり」や、行政・NPO（非
営利団体）が主ಈする৳全活動にグループ社員・ੇఔが参加。

୭॔クション ऴるऔधઈ動ভ
日ごौ生活している地域の活動「ऴるさと運動会」を、年全国各地で実施。
ཱྀவの活動では、ኈູの外ਟຂฌ活動も実施。
グループ社員・ੇఔ一人ऱとりの環境৳全・地域貢献ਔの向上を目指すこの活
動は、2019年২は 64回、భべ 2,552が参加。

（参照） 三菱重工ウェブサイト CSR ニগース一༮ https://www.mhi.com/jp/news/kind/csr.html
CSR 環境 「生多様性」 https://www.mhi.com/jp/csr/environment/biodiversity_initiatives.html

（参照） Facebook 三菱重工グループの CSR  https://www.facebook.com/mhi.csr/

パフज़ーマンスデーॱ

社ভ൴活動

社ভ൴活動の্ଉधਡী

重ਡী（1）

হ業との関連性ٹ
次世代育成؟
ఐ৾ૼを成শの౺とする当社において、子どもたちの理ఐに対する関ੱ・理ੰ力ৣ、理ఐれは当社のల
ਟ的な人材ન৳および育成の૩となる可能性があるため、子どもたちに理ఐやఐ৾への௪をᄁକさचる活
動を行うことは、হ業ಲ続の重要な要素です。

重ਡী（2）

হ業との関連性ٹ
地域貢献؟
世界রでহ業をன開する当社にとっては、各হ業地域の社会と共生し、ਘಕなਦ関બをണいていくことがহ業
ಲ続の重要な要素です。

重ਡী（3）

হ業との関連性ٹ
環境؟
新௪国・ಥ上国をஅめグローバルにহ業をன開する当社にとって、地ૉ環境に配慮したহ業活動を行うことは、
হ業ಲ続の重要な要素です。
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社ভ൴活動の入ા৷

社会貢献活動ા 位 2015 2016 2017 2018 2019

総額

ী別内

データ対範囲

৾ଢ଼

ઇ育

地域社会

೨・ୢ 、৾スএーॶ

その

௲ਐ 

௲ਐ 

௲ਐ 

௲ਐ 

௲ਐ 

௲ਐ 

グループ

2,053

452

636

295

100

570

グループ

2,542

491

1,115

108

134

693

グループ

1,668

438

627

94

90

419

グループ

1,611

379

608

89

70

391

グループ

1,328 䃺

101 䃺

710 䃺

105 䃺

84 䃺

328 䃺

ఞ付の種థ 現金ఞ付

時ఞ付

現ఞ付

経ા

௲ਐ 

௲ਐ 

௲ਐ 

௲ਐ 

1,027

819

40

167

856

1,126

22

538

783

283

31

571

678

405

14

669

355

240

25

707

社ভ൴活動のટ定

重ਡী（1）の KPI 位 2015 2016 2017 2018 2019

理ఐ౸業開ಈ実績 参加人数（భべ人数）  9,350 58,578 62,898 111,523 69,779 䃺

新たな理ఐ౸業の運営にॎり、லহや
CSR活動に対するਔが高まった社員のસ合

データ対範囲

ص %

グループ

ص

グループ

ص

グループ

ص

グループ

89

グループ

重ਡী（2）の KPI 位 2015 2016 2017 2018 2019

ঽே಼૩಼地支援実績 ಼૩等の੯数 ੯ 2 6 5 4 6 䃺

ఞ付・支援額

データ対範囲

௲ਐ 6

グループ

45 

グループ

43 

グループ

35 

グループ

20 䃺

グループ

重ਡী（3）の KPI 位 2015 2016 2017 2018 2019

種子ਣアढ़ウガメ
৳全調査支援実績

社員ランティア
ண（うち参加）

 33(12) 159(26) 81(24) 68(36) 32（24） 䃺

実施した調査の回数

体別調査数 ガメ（ਓຼ時）

体別調査数 子ガメ（ᝎ৲時）（ି）

回 

୍ 

ྥ 

4

23 

ص

8

42 

12 

8

52 

ص

12 

18 

123

8 䃺

35 䃺

ص 䃺

（ି）2015・2017・2019 年のᝎ৲時調査はଠ候ਂದ等により実施していない。

হ業上の効ટ

・当社グループ社員が理ఐ౸業のపを務めることによる、プレ८ンテーション能力、コগニॣーション能力
の向上、およびモチঋーションの向上

・ঽே಼૩಼地支援による、当社グループの重要なহ業関連地域のଫ୮௪

হ業をৢじた社会貢献

当社グループは、持続的にহ業活動を進める上で、হ業を行う国や地域の発னにఞଖし、良な関બをണくことが
重要だと考えています。ਲ外の各ುਡにおいては、地域્થのધ৲やຯಆを๑重した経営を推進しながら、হ業の
ఁ大をৢした౻用の出に貢献するとともに、現地のサプライヤーを積ா的に採用し、調達にめています。
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三菱重工グループは ESG をはじめとするサステナビリティに関する活動と情報開示に取り組んでいます。これらの取り組み
により、外部機関からさまざまな評価をいただいています。（2020年 11月 13日現在）
最新の評価等は、ウェブサイトをご参照ください。

（参照） 三菱重工ウェブサイト 社会からの評価 https://www.mhi.com/jp/csr/management/evaluation

ESGインデックス組入れ状況

当社は、世界各国の ESG評価機関より高い評価を得ており、国内外の ESGインデックスの構成銘柄に選定されています。

* ESGとは、環境（Environment）、社会（Social）、企業統治（Governance）の略。企業の財務面だけでなく、環境や社会等へ配慮しているかを投資決定の
重要な判断要素とする投資の指標です。

ダウ・ジョーンズ・サステナビリティ・インデックス（DJSI）
米国の S&P ダウ・ジョーンズ・インデックス社が選定する株価指標で、経済・
環境・社会の 3 つの側面から世界各国の企業の持続可能性（サステナビリティ）
を評価しています。「Asia Pacific Index」は、アジア・太平洋地域の主要企業か
ら選定されます。当社は DJSI の「Asia Pacific Index」の構成銘柄に 4年連続で
選定されています。

年金積立金管理運用独立行政法人（GPIF）がESG投資にあたり採用する4つの指数すべての構成銘柄に3年連続で選定されています。

FTSE Blossom Japan Index
ロンドン証券取引所が 100%出資する投資指数算出会社 FTSE Russell による
ESG全般を考慮に入れた「総合型」指数。FTSE JAPAN INDEX に選定されて
いる約 500 銘柄をユニバースとし、国内外の ESG 要因への対応力が優れた企
業のみで構成する時価総額加重平均型インデックス

MSCIジャパン ESGセレクト･リーダーズ指数
米国の投資指数算出会社 MSCI による「総合型」指数で、MSCI ジャパン IMI
のうち時価総額上位 500 銘柄をユニバースとし、MSCI の ESG リサーチでの
評価が高い銘柄を優先的に選抜した時価総額加重平均型のインデックス

MSCI日本株女性活躍指数（WIN）
米国の MSCI 社が開発したインデックスで、MSCI ジャパン IMI のうち時価総
額上位 500銘柄をユニバースとし、各業種から女性活躍を推進する性別多様性
スコアが高い上位半数の銘柄を選定したインデックス

S&P/JPXカーボン・エフィシェント指数
S&Pダウ・ジョーンズ・インデックス社と東京証券取引所が開発したインデッ
クスで、日本市場の動向を示す代表的な株価指数である TOPIX をユニバース
とし、環境情報の開示状況、炭素効率性（売上高当たり炭素排出量）の水準に
着目して、構成銘柄のウエイトを決定する指数

SOMPOサステナビリティ・インデックス
SOMPOリスクマネジメント株式会社が実施する環境（E）に関する企業調査と、インテグ
レックス社が実施する社会（S）・ガバナンス（G）に関する企業調査からESG総合スコア
リングを行い、基準スコア以上の企業によって構成されるインデックスです。当社は 2012
年から連続で選定されています。

The inclusion of Mitsubishi Heavy Industries, Ltd. in any MSCI index, and the use of MSCI 
logos, trademarks, service marks or index names herein, do not constitute a sponsorship, 
endorsement or promotion of Mitsubishi Heavy Industries, Ltd. by MSCI or any of its 
affiliates. The MSCI indexes are the exclusive property of MSCI. MSCI and the MSCI index 
names and logos are trademarks or service marks of MSCI or its affiliates.
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サステナビリティに関する社外からの評価

CDP 気候変動 2019「A-」評価
国際的な非営利団体 CDP は、気候変動や水に対する企業の取り組みをグローバ
ルに評価しています。スコアは、A、A-、B、B-、C、C-、D、D-、およびＦ（回
答辞退と無回答）の 9段階評価です。
当社は CDP 気候変動 2019評価にて「A-」を獲得しました。

EcoVadis 「シルバー」評価
フランスのEcoVadis社は、サプライチェーンの持続可能性に関する評価機関で、サプ
ライヤを評価・モニタリングするための共同プラットフォームを運用し、「環境」「労働
と人権」「倫理」「持続可能な資材調達」など広範囲に渡り調査・評価を行っています。
当社は昨年に引き続き、2020 年も最高位のゴールドに次ぐ 2 番目に高い「シルバー」
評価を獲得しました。

「女性活躍推進法」認定マークを取得
「女性の職業生活に関する法律」（女性活躍推進法）に基づき、女性活躍推進に一定
基準で優良な貢献をしている企業を厚生労働大臣が認定する「えるぼし」認定。
当社は2020年7月に三段階の最高評価である"三つ星"を獲得しました。女性が能力を発
揮しやすい職場環境の要素全項目で審査基準を満たしているとの認定を得たものです。

「次世代育成支援対策推進法」認定マークを取得
2005 年 4 月に施行された「次世代育成支援対策推進法」に基づいて従業員の子
育てを支援する行動計画を策定し、その実績が認められた企業に「次世代育成支
援対策推進法」認定マーク(愛称:くるみん)が交付されます。当社は 2007年に認
定マークを取得しました。
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独立保証報告書

三菱重工業株式会社 殿

ビューローベリタスジャパン（以下、ビューローベリタス）は、三菱重工業株式会社（以下、三菱重工）の委嘱に

基づき、三菱重工によって選定されたそのサステナビリティ情報に対して限定的保証業務を実施した。この保

証報告書は、以下に示す業務範囲内に含まれる関連情報に適用される。

選定情報

我々の業務範囲は、「ESG DATA BOOK 2020」（以下、データブック）に記載された、2019年 4月 1 日から 2020
年 3 月 31 日までの期間の、以下の情報（‘選定情報’）に対する保証に限定される。

・温室効果ガス排出量（スコープ 1 及びスコープ 2）： 三菱重工及び国内の三菱重工グループ会社 14 社

（計 15 社）の事業活動に伴うエネルギー起源 CO2 排出量

・三菱重工及び国内の三菱重工グループ会社 14 社（計 15 社）の事業活動に伴うエネルギー使用量

・三菱重工及び国内の三菱重工グループ会社 13 社（計 14 社）の事業活動に伴う水使用量

・三菱重工及び国内の三菱重工グループ会社 14 社（計 15 社）の事業活動に伴う廃棄物発生量

報告規準

データブック内に含まれる選定情報は、データブックに記載された報告規準と共に読まれ理解される必要があ

る。

限定と除外

以下に関する情報のいかなる検証も、我々の業務範囲からは除外される。

・定められた検証期間の外での活動

・‘選定情報’として挙げられていない、データブック内の他の情報

限定的保証は、リスクに基づいて選択されたサステナビリティデータのサンプルと、これに伴う限界に依拠して

いる。この独立報告書は、存在するかもしれないすべての誤り、欠損、虚偽表示を検出するための根拠とされ

るべきではない。

責任

データブック内の保証の対象とされた情報の作成と提示は、三菱重工単独の責任である。

ビューローベリタスはデータブック又は報告規準の作成に関与していない。我々の責任は、以下の通りである。

・保証の対象とされた情報が報告規準に準拠して作成されたかどうかについて、限定的保証を行うこと

・実施した手続きと入手した証拠に基づいて、独立した結論を形成すること

・我々の結論を三菱重工に報告すること

評価基準

我々は、International Standard on Assurance Engagements (ISAE) 3000 (Revised), Assurance Engagements 
Other than Audits or Reviews of Historical Financial Information (Effective for assurance reports dated on or after 
December 15, 2015) に準拠して業務を実施した。温室効果ガスについては、ISO14064-3(2006): Greenhouse 
gases  - Part 3: Specification with guidance for the validation and verification of greenhouse gas assertions の要

求事項に従って検証を実施した。
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実施した業務の概要

我々の独立した検証の一環として、我々の業務には以下が含まれる。

1. 三菱重工の担当者へのインタビューの実施

2. 用いられた想定の評価を含む、選択された情報をまとめるために使用されたデータの収集及び集計

プロセスと、データの対象範囲及び報告範囲の確認

3. 三菱重工によって提供された文書による証拠の確認

4. 定量的なデータの集計と分析のための三菱重工のシステムの確認

5. リスクに基づいて選定された以下の 3 箇所のサイト訪問実施による、データの源流を遡ってのサンプ

ルの検証

・三菱重工業株式会社 下関造船所 大和町工場

・三菱ロジスネクスト株式会社 滋賀工場

・三菱パワー株式会社 日立工場 日立地区

6. 選定情報についての集計計算の再実施

7. 業務活動の変化、買収及び譲渡を考慮した、選定情報の前年値に対する比較

限定的保証業務で実施される手続は、合理的保証業務よりもその種類と時期が多様であり、その範囲が狭い。

その結果、限定的保証業務で得られる保証の水準は、合理的保証業務が実施されていたなら得られたであろ

う保証よりも相当に低い。

検証された温室効果ガス排出量

我々は、ISO14064-3(2006)の要求事項に従って、温室効果ガスの検証を実施した。

三菱重工によって作成された温室効果ガスに関する主張において検証されたデータは、以下の通りである。

温室効果ガス排出量
[t-CO2e] 算定範囲

スコープ 1 121,522 三菱重工及び国内の三菱重工グループ会社 14 社（計 15
社）の事業活動に伴う、2019 年 4 月 1 日から 2020 年 3 月 31
日までの期間のエネルギー起源 CO2 排出量スコープ 2

（マーケット基準）
302,118 

結論

上述した我々の方法と活動に基づき、

・選定情報が、報告規準に従って適切に作成されていないことを示す事項は、すべての重要な点にお

いて認められなかった。

・三菱重工は、我々の保証業務の対象範囲における定量的なデータについて、収集・集計・分析のた

めの適切な仕組みを構築していると考えられる。

独立性、健全性及び能力の表明

ビューローベリタスは、190 年以上の歴史を有する、品質・環境・健康・安全・社会的責任に特化した独立の専

門サービス会社である。保証チームは、環境・社会・倫理・健康及び安全の情報・システム・プロセスに対する

検証の実施において幅広い経験を有している。

ビューローベリタスは、ISO9001:2015 の要求事項に適合する認証された品質管理システムを運用しており、従

って倫理的な要求事項、専門的な基準及び適用可能な法規制上の要求事項への適合に関する文書化され

た方針や手順を含む、品質管理の包括的なシステムを維持している。
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ビューローベリタスは、従業員が日々の業務活動において、誠実性、客観性、専門的な能力と配慮、機密保持、

専門家としての態度、及び高い倫理基準を維持することを確実にするために、国際検査機関連盟（IFIA）の要

求事項を満たす倫理規程を、業務全体に対して実施し適用している。

ビューローベリタスジャパン株式会社

横浜市中区日本大通 18 番地

2021 年 6 月 2 日
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三菱重工業株式会社

グループ戦略推進室 広報部

本報告書に関するお問い合わせ先

〒100-8332

TEL (03) 6275-6278  FAX (03) 6275-6474

東京都千代田区丸の内三丁目2番3号 丸の内二重橋ビル

発行時期 2020年11月
改訂 2021年6月 （マテリアリティ開示情報および環境データ第三者保証書追加）




